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　神の再来を、世界は待っている








◆◆◆






　それは珍めずらしい旅の一団だった。

　豪ごう華かな四頭立て馬車には、変わった甲かつ冑ちゆう姿すがたの騎き士しが十人付き従したがっていた。馬車の御ぎよ者しやが二人、後方に乗り込んだ従じゆう者しやが二人いる。さらにもう一台の荷物だけを積んだ馬車を二人の御者が操あやつり、それ以外にも馬に乗っている従者が十人いる。

　旅人たちはどこの一いつ行こうだろうと、興味深げに見送った。

　この辺あたりではあまり見ない馬車の形といい、灰色の体に黒っぽい斑まだらのある馬も珍しい。運良く馬車の中を目にした者は、その豪ごう奢しやな造りに驚おどろいた。まるで貴族の寝室を小さくして、そのまま馬車にしたかのようだ。

　中に乗っているのは浅あさ黒ぐろい肌はだの若い男で、男にしては珍しく宝石でその身を飾かざっている。

　なのに盗とう賊ぞくに狙ねらわれる心配はしていないようだ。

　一いち分ぶの隙すきも見せない騎士たちが、守っているからだろう。

　一行は朝夕に、天に向かって異国の言葉で祈いのりを捧ささげる。

　彼らの神は、いつでも天にいるのだろうか。









◆◆◆






　ウラルの新国王、アレンは毎日忙いそがしい。戦いくさによって疲ひ弊へいした国を再さい興こうするのは、そう簡単なことではなかったのだ。

「財政状況は逼ひつ迫ぱくしております、陛へい下か」

　財務大臣は疲つかれ切った顔をして、書面をアレンに差し出す。

「農産物の生産力は増大しておりますが、備び蓄ちくがございません。消費に回されるものが大半で、他国に売却するほどの余裕は見込めないのです」

「厳きびしいな。冬に備そなえて、備蓄しなければならないし。ハッシュウィルから贈おくられた鉄を、転売するしかないだろうか」

「残ざん念ねんながら陛下。戦が終わった今、外敵からの侵しん略りやくはどこの国家も案じておりません。平和な状況が続いておりますので、鉄の需じゆ要ようは下がっております。しかもハッシュウィルが、大量に安価な鉄を売り出しておりますので、転売しても利は求められません」

「うーん」

　アレンは腕うでを組み、目を閉じて唸うなった。

　王というものは、決して楽な身分ではない。平和な時代だったら、天候によって作物の出来具合が左右されることを嘆なげくだけでいいが、多くを失うしなっている今、やるべきことは山積みだ。

　まずは民たみが安心して暮くらせるよう、財源を確保しなければいけない。搾さく取しゆするだけの王では、決して長期間の平和をもたらせないのは、ハッシュウィルの失敗が示しめしていた。

「ゴシュラムに借かり入れを申し出るという手しゆ段だんもございますが」

「それだけはしたくない」

　アレンにだって意地がある。妹いもうとのシーナと婚こん姻いんしたことで義兄となったゴシュラムのゴート王に、借金の申し込みなんてそう簡単にできるものではなかった。

「……もうお一人、姫でもいらしたら、他国に嫁とついでいただいて支し度たく金きんが入るのですが」

「そんな考えは好このましくない。婚姻は神聖なものだ。鉄や羊よう毛もうをやり取りするのとは違う。現に私は、シーナを嫁がせても、ゴート王から金など受け取っていないぞ」

　むっとしてアレンは答えた。

　財務大臣としては、それとなくその時の事実を示して、ゴート王から借金しろと言いたいのかもしれないが、アレンとしては簡単に首を縦たてには振ふれない。

「ですが……陛下……このままでは、せっかくハッシュウィルの姫君と婚約なされても、他国から来らい賓ひんを招まねいての婚姻式など執とり行おこなえません」

　国務大臣が困こまったように言う。

　居い並ならぶ老ろう齢れいの大臣たちの顔を、アレンは一人ずつ見回した。

　みんな父の代から、大臣職を務つとめる長老ばかりだ。すべてを教えられる前に父を失ったアレンとしては、彼らから教えられることも多い。

　実際に彼らの指導なくしては、とても王の政務なんて務まりそうになかった。

　ここで素す直なおに、ではゴシュラムと借かり入いれ金の交こう渉しようをしようと言えばいいのだろう。ゴシュラムは豊かな国だ。戦に巻まき込まれても、たいして財政的な影響は受けていない。

「借り入れを申し込まないのでしたら、婚姻を延期なさるしかないように思いますが……」

　言いにくそうに国務大臣は言ってきた。

　アレンの眉み間けんに皺しわが寄る。確かにそのとおりだとは思うけれど、婚約者となったパールはどう受け止めるだろう。

　婚姻の式も行えない貧まずしい国にはもういたくないと、さっさと帰国してしまうのではないだろうか。

　そんな不安が浮うかんできて、アレンは悩なやんだ。

「その……大変申し上げにくいのですが、パール様はまだお世よ継つぎなど生めるようには思われません。いっそ一年、婚姻を延のばされたほうが賢けん明めいかと存ぞんじますが」

　それまで押し黙だまっていたモード大神官が、遠えん慮りよがちに口にする。

　皆みなが敬けい愛あいしていたオゼム大神官が亡なくなって、新たに大神官に任命されたモード神官だったが、医い療りよう技術は確かなものを持っていた。そのモード大神官が言うと、妙みように説得力が増してくる。長老たちは静かに頷うなずいていた。

　ゴート王に借金するか、パールの機き嫌げんを損そこねるのを覚悟で婚姻を延期するか、アレンは二に者しや択たく一いつを迫せまられていた。

「結論は明日に……あの姫が、婚姻延期を快かい諾だくするとは思えない。そうなれば婚約破は棄きもありえる。だったら答えは簡単だ。無む駄だな支出となる、婚姻の式典のことで悩まないで済むからな」

　アレンの言葉に、長老たちはざわめく。何もそこまで事を荒あら立だてることはないと思ったに違いない。

「陛下……その話は、よろしければ私のほうから、パール様に申し出ますが」

　財務大臣は慌あわてて言った。

「いや、私が直接言おう」

　けれど長老たちは不安そうだ。アレンのことだから、またおかしな言い方をして、パールの機嫌を大きく損ねるのではないかと心配しているのだ。

「姫一人の機嫌も取れないと、皆には思われているみたいだな」

　ぶすっとしてアレンが言うと、長老たちは空を仰あおいだ。そのとおりですとは、さすがに言えなかったのだろう。








◆◆◆






　パールは図書館から持ってきた本を前にして、真しん剣けんな顔で読みふけっていた。

　過去に行おこなわれた王族の婚こん姻いんに関する本ばかりで、歴代の王たちがどれだけ豪ごう奢しやな祝しゆく宴えんを催もよおしたかが記しるされている。

「ガーネット……この王は凄すごいわ。七日間も続けて祝宴を開いたんですって」

　パールが十一歳の時から側そばにいてくれている、女によ官かん長ちようのガーネットに向かって本の内容を指さし示しめす。

　ここ最近のパールの関心事は、ひたすら婚姻の祝宴に向けられていた。

　どれだけ自分の意見が聞き入れられるかわからない。だが一生に一度のことだ。できることなら、華はなやかなものにしたい。どういったことをしたら、皆みなに感心してもらえるのかと、パールは研究に夢む中ちゆうだった。

「民たみにも施ほどこしをするべきなのね。税ぜいを免めん除じよするとか、羊よう毛もうを一ひと織おり贈おくるとか、いろいろな方法があるわ」

「そうですね……ですが、姫様。あまり派は手でな祝宴を催すと、それなりに資金が必要となります。ハッシュウィル王にご援えん助じよを願い出たくても、今はとてもそのような余よ裕ゆうはないと思われますし」

　ハッシュウィルの国務大臣の娘であり、他のレディに比くらべて聡そう明めいなガーネットには、すべての事情がよく吞のみ込めている。

　パールが生まれた国ハッシュウィルにも、このウラルにも、潤じゆん沢たくな資産などないということがわかっているのだ。

「そんな……たった一度のことよ」

　パールはぷっと頰ほおを膨ふくらませる。

　もちろんパールだって、婚姻したあとはもう他にすることがなくなるなんて考えてはいない。ハッシュウィルに正せい妃ひはいなかったけれど、どこの国にも普通は正妃というものがいて、女王としての役目を果はたしているのだ。

　華やかな祝宴は、今後もいろいろとあるだろう。けれど自分が主役となれる祝宴は、やはり婚姻の式典が一番だと思えた。

　この国の優すぐれた被ひ服ふく省しようの女官長は、どんなドレスを用意してくれるのだろう。できることなら、最高の宝石でその身を飾かざりたいとパールは夢ゆめ見る。

「パール姫様、陛へい下かがお越こしになられました」

　女官が慌あわただしく取り次ついだ。予定外のアレンの来訪で、慌てて拡ひろげられた本を片かた付づけねばならなかった。

「ようこそ……陛下……」

　周りがばたばたしていても、パールだけは優ゆう雅がに挨あい拶さつする。するとアレンは、引き攣つった笑えみを浮かべた。

　同じ城内にいても、パールがアレンと会うのは、朝食と夕食の席だけだ。それ以外は城内で行われる演奏会の時とか、詩の朗ろう読どく会などでたまに顔を合わせる。そんな時のアレンはたいがい退たい屈くつそうにしていて、話もそんなに弾はずまない。

　婚約期間中とはいえ、二人きりでいられる時間など滅めつ多たにないのだ。

　珍めずらしくアレンが、ミトリだけを伴ともなって訪おとずれて、パールは思わず緊きん張ちようしてしまった。

　アレンは浮うかない顔をしている。まるで詩の朗読会にいる時のようだ。自分の好きなことでないと、アレンはすぐに顔に出る。

　この急な来訪も、本当は気が進まなかったのかしらと、ついパールは余よ計けいな心配をしてしまった。

「何か……お話がありましたでしょうか？」

「ああ、ある。あるから来たんです」

　それにしてもそんな言い方はないだろうと、パールはむっとする。

　侍じ従じゆうが椅い子すを勧すすめたのでアレンは腰こし掛かけたものの、まともにパールを見ようとはしなかった。余よ程ほど言いにくいことがあるんだろうと、パールは身み構がまえる。

「我わが国の財政状況は……すでにおわかりだと思うが……」

「はい……」

「その……だから……つまり……婚姻を延期する」

「んっ、まっ、何ですって？」

　パールの白い肌はだが、みるみる赤くなっていく。一番楽しみにしていたことを奪うばわれて、にこやかに対応できるほどパールは大人おとなではない。ここは本当なら、全身を怒いかりに震ふるわせて立ち上がりたいところだが、どうにか椅子に座すわったままでいられたのが、自制の限界だった。

「この冬をどうにか乗り切らないといけない。それにはまだ国庫が十分とはいえないんだ。そんな時に、派手な祝宴などは行えない」

「……でも……」

　今はそれだけが楽しみだというのに、あくまでも無理だとアレンは言うつもりだろうか。パールは泣なきたくなったが、ウラルに来てから少しは強くなった。こんなことでアレンを前にして泣くわけにはいかない。

「賓ひん客きやくを迎むかえるために、ここ数年使っていなかった迎げい賓ひん館かんの手入れも必要だ。ウラル産のもので最上級のもてなしをするには、今年の食料事情はあまりよくない」

　アレンも本当はこんなことを言いたくないのか、やたら早口になっている。その顔は不ふ機き嫌げんそうで、眉み間けんには皺しわすら寄っていた。
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「それにパール姫、婚姻に相応ふさわしい、豪華なドレスを用意してあげることもできないんだ」

「んんんんっ、まっ……」

　それが何よりパールにとっては衝しよう撃げきだった。

「生まれてからすぐに婚約して、何年も婚姻しない者もいる。それにあのゴート王のように、許嫁フイアンセがいたのに、シーナと婚姻したような王もいることだし……」

　そこでミトリが、慌ててゴホンッと咳せきをした。

　どうやら言ってはいけないことを言ってしまったかと、アレンもすぐに気が付く。

　けれど遅おそかった。

　しっかりとパールは聞いてしまったのだ。

「陛下はそういうお考えでしたのね」

「は？　いや、違う。そうじゃなくて、つまり……」

「婚約していても、他の姫と婚姻なさる可能性もあるとおっしゃりたいのでしょ。私は、一カ月の試験期間が過ぎても、帰国せずにここにおりましたけれど」

　もう泣く気もなくなった。今はただ怒りに燃えている。

　財政状況が苦しいと言われて落ち込んだが、それももうどうでもよくなった。何より許ゆるせないのは、アレンの不誠実な言い方だった。

「結構です。陛下のお心はよくわかりました」

　帰国いたしますと言いそうだった。

　けれどその瞬しゆん間かん、パールの脳のう裏りにハッシュウィルの厳きびしい冬が思い出された。

　北の極から吹ふき付ける冷たい海風は、雪ゆき雲ぐもを大量に運んでくる。その冷たさは特別で、海すらも凍こおらせた。

　暖だん炉ろで薪まきを燃やしても、部屋でマントが必要になるくらい寒さむい。どんなに分ぶ厚あつい羊毛のケットに包つつまれていても、寒さで眠れない夜もあった。

　窓まどの外には、吹雪ふぶきしか見えない。鳥すら近づかない城の奥深くで、また毎日暖炉の火だけ見つめて暮くらすのだろうか。

　ウラルに来てからは、楽しいことばかりだった。自分は嫌きらいなのに、アレンは演奏会や朗読会を催してくれる。読みたいと思う本はたくさんあるし、乗馬の訓くん練れんも今では楽しみの一つになっていた。

　それにアレンのことは、これまでは好きだったのだ。

　父のアタカンは愛あい妾しようを何人も持っているような男だったが、アレンは違う。たった一人の王妃だけを大切にしてくれると思っていたのに、それも怪あやしくなってきた。

「言い方が悪かった。誤ご解かいしないでほしい。私はただ……婚姻の祝典を延期したいだけだ。一年後には、近きん隣りん諸しよ国こくに負けない、素す晴ばらしい祝典を開くと約束する」

　そこでアレンは立ち上がった。自分でした失しつ態たいに、アレン自身が一番打ちのめされているようだが、強ごう情じような性格が災わざわいして、素す直なおに弱よわ々よわしい態度に出られないのはパールと同じだ。

　二人はむすっとしたまま、儀ぎ礼れい的に挨拶をして別れた。

「姫様、陛下のお言葉を誤解なさったままではお気の毒どくです」

　ガーネットがすかさず言ってきたが、パールは黙だまったままそれを制し、一人で寝室に入っていった。そして扉とびらを自みずから閉めると、思い切り勢いきおいよくベッドに倒たおれ込む。

　隠かくれて一人で泣くのには、ベッドの中が最高だ。泣くための心の準備はできているのに、怒りのほうが強くて、涙なみだも流れてこない。

「どうせ私は、贅ぜい沢たく好きでわがままよ。そんなに嫌いやなら、他の姫君と婚姻なさればいいのよっ。祝典なんて必要のない、姫君を捜さがせばいいじゃないっ」

　けれど本当にそうなってしまったら、パールは自分がもの凄すごく傷つくことを知っていた。

　ゴート王はなぜ、何年も婚約していた相手と婚姻せずに、シーナと婚姻してしまったのだろう。裏うら切ぎられた元婚約者は、傷つかなかったのだろうか。そしてシーナとゴート王を、恨うらんではいないのだろうか。

　心変わりの原げん因いんは、やはりシーナが元の婚約者より魅み力りよく的だったからだろう。

　事情を何も知らないパールは、勝かつ手てに想像してしまう。

「そうよね……陛下は、別に私でなくてもよかったんだわ……」

　二国間の和平のために、パールはここに送られてきた。パールにとって、アレンは初めて親しくすることを許された殿との方がただったけれど、アレンはこれまでにもレディと話したり、ダンスをする機き会かいはいくらでもあったはずだ。

　もしかしたらそういったレディたちとパールを比べて、やはりこの婚姻は急がないほうがいいと、思い始めたのかもしれない。

　一人になると、不安がどっと押し寄せてくる。怒りをどこに向けたらいいのかもわからず、パールの視線はいつしか窓に向けられていた。

　またウラル神が、ふらりとここを訪れてくれないだろうか。

　そうしたらこんな不安なんて、あっという間に消えてしまうかもしれないのに。

「許すのも限界ですわ、神様……」

　言い方が下へ手たなだけかもしれないが、パールはアレンをそう簡単に許す気持ちにはなれなかった。
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　執しつ務む室しつに戻もどったアレンは、すっかり落ち込んでいた。何もあんな例を出さないでも、もう少し話をうまく進めたら、パールだって納なつ得とくしてくれたに違いない。

「どうして私は……レディの機き嫌げんを取るのが下へ手たなんだろう」

　思わずミトリ相手に愚ぐ痴ちが出る。

「確かに……ゴート王の例を出されたのは、あまり賢けん明めいなこととは思えませんでした。幼おさない頃ころからの許嫁フイアンセで、ゴート王がレディ・サナを妹いもうと君ぎみのように思われていたこととか、レディ・サナが治ち療りよう院いんの開設で、新たな生き甲が斐いを見つけられたことなど、パール様は何もご存ぞんじないのですから」

「知っていたところで、ゴート王が婚こん約やく破は棄きしたのは事実だ。いいじゃないか。これでパール姫も帰国する気になっただろうから」

「アレン様、ご自分の心に噓うそをついて、意地を張られるのはあまりいいこととは思えません」

「だったらどうしたらいい。今さらどう言い繕つくろっても、パール姫には聞く耳なんてものはなくなっているだろう」

　二人は押し黙だまり、同時に脳のう内ないにある名前を思い浮うかべる。

　こんな時にシーナがいてくれたら、もっとうまく話してくれたのにと思ったのだ。

　けれどシーナに相談したら、当然ゴート王にも伝わる。二人は特別仲がいいから、秘密なんてものを持つことはない。

　そうなると義ぎ俠きよう心しんの篤あついゴート王のことだ。義弟のアレンのためならと、祝典の費用を出してしまうだろう。

　アレンにも一国の王としての意地がある。ゴート王を頼たよることは、何があってもしたくない。

　この先、また戦いくさや流行はやり病やまいなどがあって、どうしても頼らないといけなくなることがあるかもしれない。民たみのためなら、アレンだって素す直なおに援えん助じよを申し出る。

　けれど婚姻はあくまでも個人的なことだ。国同士の結びつきという意味があっても、婚姻するのはアレンとパールなのだから。

「差し出がましいようですが、今からあちらの女によ官かん長ちように、ゴート王とシーナ様の婚姻にいたった経けい緯いについて、詳くわしく説明してまいります。女官長でしたら、うまくパール様に伝えてくれるでしょう」

「そうだな。やはりレディの話し相手はレディが相応ふさわしいようだ」

　アレンは力なく頷うなずいた。

　王として国の財政を取りしきり、通商のための知ち恵えを働かせ、軍事作戦を練ねることは学んだ。けれどアレンは、レディの心を捉とらえる方法は学んでいない。

　やっとパールとの距きよ離りが少し近づいたと思ったのに、これでまた遠のいてしまった。再びパールの機嫌を取るために、あれこれするのはアレンには辛つらい。

　うまくいかないことがあると、すぐに逃にげ出したくなるのは、相あい変かわらずだった。

「パール様には、これからはお后きさき修しゆ業ぎよう期間と伝えられたらどうでしょう。ただ待たせるというより、その間にいろいろとなさることがあれば、受け止め方も変わると思いますが」

「修業？　まるで騎き士しか神官みたいだな」

「王おう妃ひ様も亡なくなられて、パール様をご指導できるような人間もおりません。よろしければ王妃様付きだった女官を呼よび戻し、教育係になさったらいかがでしょう」

　ミトリは一いつ生しよう懸けん命めいになっている。いずれは宰さい相しようにしたいと思っているが、今でも十分に宰相並みのことをしてくれていた。

「だが、あの姫が年寄りの言うことなんて聞くだろうか」

「ですがこのままでは、いずれパール様が諸しよ国こくの王族を前にして、恥はじをかかれることになります。それではお気の毒どくですから」

「ミトリはいつの間に、王妃のことまで考えられるようになったんだ。私は……駄だ目めだな。今でも剣の稽けい古こや、乗馬訓くん練れんをしているほうが楽しい」

「本当なら、もう少し王子の時代を楽しむことができたでしょうに、お気の毒だと思います」

「そうだな……王子として、様さま々ざまな国を訪おとずれてみたかった」

　王ともなれば、気軽に諸国を訪ねるなんてできない。迎むかえる相手国も、最上級のもてなしをしなければならず、大事になってしまうのだ。

　鬱うつ々うつとしているアレンに、ミトリは優しげに微ほほ笑えんだ。

「パール様の機嫌を損そこねたことで、そんなにお悩なやみになるのはいい兆ちよう候こうです。それだけ大切に思われているからでしょう」

「そ……そんなことはない」

「シーナ様とも、よく喧けん嘩かをなされました。喧嘩ができるということは、きちんと向き合われている証しよう拠こです」

「ミトリ、いつから王の教育係になったんだ？」

「教育などととんでもありません。私はアレン様と一番親しくさせていただいている特権として、包つつみ隠かくさず思っていることを口にしているだけです」

　遠えん慮りよしろとは、ミトリに向かっては言えない。辛い時も側そばにいてくれた、大切な乳ち兄きよう弟だいだ。ミトリがもっと悪い心の持ち主だったら、立場を悪用して自分だけの利権に走ることだってできる。

　なのにミトリはそんなことは決してしない。いつだって誰だれに対しても公正だった。

「では……パール姫の教育係を、すぐに見つけ出してくれ。私としては、母の女官長だった、レディ・クラウディアが適てき任にんだと思う。よく私たちのことも、しっかり叱しかってくれた。母より厳きびしいくらいだったな」

「オーネット伯はく爵しやく夫ふ人じんですね。私も、あの方なら適任と思います。……ですが、レディ・クラウディアは、この度たびの戦でご次男を亡くされております。幼おさない頃ころから仲のよろしかった王妃様も、ハイルに討うたれておりますし……」

「私が説得しよう。あの戦に関しては、パール姫には何の罪つみもない」

　即そく座ざにアレンが答えたので、思わずミトリは微笑んでいた。

「至いたらぬ進しん言げんを、快こころよく聞き入れていただけて感謝しております」

「そんな堅かた苦くるしいことばかり言うな。最近のミトリは年寄り臭くさいぞ」

　さすがにその言葉に、ミトリはうっと呻うめく。

　ミトリは先に十八歳になったが、確かにここ最近年寄り臭いなとアレンは思っている。きっと長老たちが、ミトリの言うことならアレンも素直に聞き入れると、余よ計けいなことを吹ふき込んでいる影響だろうか。

「ミトリ、あまり年寄り連中の言葉に左右されるな。私たちは若い。ゆえに未み熟じゆくで至らないとは思うが、この国は生まれ変わったんだ。若い考えで進めていってもいいんじゃないだろうか」

「わ、私は、年寄り臭いですか？」

　かなり傷ついたのか、ミトリは狼狽うろたえている。アレンは少し意い地じ悪わるな気持ちになって、さらに煽あおるように言っていた。

「ああ、何か五十歳の宰相といるみたいだ。あっ、そういえば眉み間けんに皺しわが増えたんじゃないか」

「……」

「たまには私のことなどほっといて、自分の楽しみのために時間を使ったらどうだ」

「そうはまいりません。アレン様がうっかりおかしなことを喋しやべってしまわないよう、いつも監かん視ししていないといけないですから」

　ミトリの言葉にアレンは笑わらいだす。そしてレディ・クラウディアと、ミトリの母である乳う母ばのカンナに、シーナとミトリ共とも々ども、よく叱られていたことを懐かしく思い出した。

「私には……本当の母以外にも、母のように接してくれた人が何人もいる。パール姫は、心ない乳母たちに育てられたと聞いた。気の毒に思う……」

「そうですね」

「自分の欲望を満たすために、後宮を作るようなことはしたくない。私は、これでも、パール姫を大切にしようと思ってるんだ」

　自分で言ってから、あまりの恥はずかしさにアレンは真っ赤になる。そんな時ミトリは、決まってうまく視線を外はずしてくれるのだった。
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　図書室にガーネットを呼よんだ。来る間にミトリは、この国の神官たちがウラル神から伝え聞いたというものをまとめた、医学大辞典を手に取って眺ながめる。この本は最近作られたもので、戦いくさによって失うしなわれそうになった古こ文もん書じよから書写したのだ。

　アレンが自分を失っていた間、神官たちには世話になった。彼らと行動を共ともにして、改あらためてミトリは神官に対する尊敬の気持ちを強めたのだ。

「神の治ち療りようか……」

　大昔、ウラル神はよく直接病人の体内に入って、病やまいを治ち癒ゆしたと書いてある。ミトリも体にウラル神を宿やどしたことがあるから、その時の不ふ思し議ぎな感覚はよくわかった。

　ウラル神に噓うそはつけない。アレンに対して抱いだいていた特別な感情や、戦うことが大だい嫌きらいなことまですべて見抜かれた。

　だがウラル神は、秘密を奪うばった代だい償しように必ず何かを残してくれる。不思議なことにミトリは、国政に関することではこれまでたいして悩なやまずに済すんでいた。

　アレンと共に政治学も学んだが、どうやらそれだけではないらしい。ウラル神が、必要な時に必要な知識がちゃんと思い出せるようにしてくれたのではないかと思っている。

　そのせいでアレンには、年寄り臭くさいと思われているのだろうか。

「お待たせいたしました、宰さい相しよう様」

　ガーネットが入ってきた。すると黴かび臭い図書室の中に、いきなり春の風が吹ふき込んだような気がしてくるから不思議だ。

　相あい変かわらず地味なドレスを着ている。深い臙えん脂じで、レースも控ひかえめだ。髪かみ飾かざりもなく、唯ゆい一いつその身を飾っているのは、耳元に下げられた赤い宝石のイヤリングだけだった。

「まだ宰相ではありませんよ」

　ミトリは照てれたように微ほほ笑えむ。

「あら、皆みな様はそうお呼びしておりますわ」

「いや、そんなふうに呼ばれる歳としでもありませんし……ミトリと名前で呼んでください」

「それは失礼いたしました」

　ガーネットはおかしそうに笑わらう。笑っている時は、ガーネットも若い乙女おとめらしかった。

「パール様の機き嫌げんは直りましたか？」

「いいえ……寝室に籠こもられたままで、お誘さそいしても出ていらっしゃいませんの」

　図書室にある古びた椅い子すを示しめし、ミトリはガーネットと並んで座すわった。

　パールの機嫌が悪いと聞いた途と端たんに、ミトリは自分の眉み間けんに深い皺しわが刻まれたのに気付いた。そこで慌あわてて普通の表情に戻もどそうとする。

　確かにこれでは、年寄り臭いと思われても仕方ないだろう。

「陛へい下かに他意はないのですが」

「ええ、それはわかっていらっしゃると思います」

「長老たちの中には、もっと酷ひどい言い方をする者もおりますから、むしろそちらのほうが耳に入らないかと、私としては心配です」

「酷いとおっしゃると？」

　これは口にしてはいけない。そう思ってはいたけれど、ミトリはガーネットを前にしてつい正直に告つげてしまった。

「子こ供どもが子供を産んでどうするんだと……」

　ガーネットは小さく頷うなずき苦く笑しようする。ムキになって否ひ定ていしたりはしなかったから、ガーネットも同じように思っていたのだろう。

「そこで提案なのですが、一年間、パール様にはお后きさき教育を受けていただくというのはどうでしょう？」

「お后教育ですか？」

「失礼だが、女によ官かん長ちようは若い。私も……若い。陛下もパール様も若い。いろいろと知らないことが多すぎます。お后になられたら、他国の王族とも付き合わないといけないし、ここは先せん人じんに学ぶべきだと思います」

「大変によいお考えだと思いますわ」

「ありがとう」

　ミトリはほっとして、肩かたの力を一気に抜いた。

　天てん窓まどからは、午後の光が差し込んでいた。じきに夕陽になるのだろう、心持ち明るさが失われた光の中を、小さな綿わた埃ぼこりがきらきらと輝かがやきながら浮ふ遊ゆうしている。そんなものを見ているうちに、ミトリは思わず心の内をそのまま口にしてしまった。

「同性同士でいることの多い子供時代は、居い心地ごこちがいいものです。私や若い騎き士したちとだけいれば、アレン様も気楽に暮くらせるでしょう。もう少し……子供時代を楽しませて差し上げたかった」

「戦の時代の王に選ばれてしまったことは、お気の毒どくだったと思いますわ。けれど……誰だれもがいつかは大人おとなにならなければいけないんですもの」

「そうでしたね。今はハッシュウィル王国のことを、非ひ難なんする気持ちはありません。できることなら、パール様にはこのままずっとこの国にいていただきたいと思っています」

「ご心配なく。あんな態度に出られても、姫様は決してお帰りになりませんわ」

　ガーネットは膝ひざの上で手を組み、時とき折おりミトリのほうを見ながら、とても優しい口く調ちようで話す。ミトリはガーネットに言われると、その言葉がすべて真実のようで安心していられた。

「どうしてそう確信なさったんです？」

「今は冬ですもの……。ハッシュウィルの春は、まだまだ先です。姫様はここでの春をとても楽しみにしていらっしゃいますから」

「そんなことで？」

　そこでガーネットは、言葉にせずじっとミトリを見つめた。言げん外がいにある意味を、悟さとってほしいというように。

「私もアレン様も、理解力が乏とぼしいようです」

　ミトリは正直に告げた。

「ハッシュウィルの王宮は、たとえ季節が春になっても冬の王宮です」

「冬の王宮……」

「長い間に乱みだれた人心は、そう容易たやすく改められません。冬の厳きびしさを知っている人間にとって、どんなに春が待ち遠しいかおわかりになります？」

「そうか……そういうことか」

　何となくミトリにも、ガーネットの言いたいことがわかってきた。たとえアレンと喧けん嘩かしても、まだまだこの国はパールにとって居心地のいい場所であることに変わりない。

　たとえ婚こん姻いんが延のびたとしても、パールにしっかりと居場所さえ与あたえておけば、ここを去さるまでの気持ちにはならないということだろう。

「パール様に帰られては困こまります。それにあなたもいなくなってしまったら、私は大切な相談相手を失ってしまいますから」

　今ではガーネットを姉あねのように慕したっている。そう言おうとしたミトリだったが、そこで口をつぐんだ。

　姉ではない。これはきっと特別な感情だ。これまではアレンに対してしか、そういった感情は持てないと思っていたが、ここで何かが変わったのだとミトリは気付いた。

「私のような者を、相談相手に選んでくださって、とても嬉うれしいですわ。ではご期待に応こたえて、お願いがありますの」

　ガーネットはミトリの本心に気付いただろうか。けれどわざとさらりと話題を変えてしまったのは、そういった気持ちがないからかと、ミトリはつい考えてしまった。

「何でしょう。その……おかしな言い方をして、気に障さわられたなら謝あやまります。私にできるだけのことはしますから」

「どうなさったの、ミトリ様。気を回しすぎですわ。気に障るようなことなどおっしゃってませんでしょ。誰だって、人に求められたら嬉しいものです。私だって同じ。この国に来て、お役に立てるだけでも嬉しいのに、大切な相談相手と呼ばれて、とても名めい誉よに思ってますわ」

「あなたは……大人だな」

　少しだけ年上のガーネットが、その時のミトリにはとても眩まぶしく思えた。そしてガーネットの願い事だったら、ぜひ叶かなえてあげたいと思っていた。

「何をすればいいのでしょうか？」

「姫様は、今夜の夕食を陛下とご一いつ緒しよにはなさりたくないと思います」

「それは……そうでしょうね」

「でしたら陛下に、姫様の部屋までいらしていただくわけにはまいりませんか？」

「えっ……」

　つまりアレンに折れろということだろうか。だがそれには強ごう情じようなアレンを説せつ得とくしなければいけない。

「本当はずっと陛下とご一緒にいたいと、姫様は思っていらっしゃるんです。なのにとても強情なところがあって、ご自分の気持ちを認みとめたがらないんです」

「それはアレン様も同じだな」

「だったら簡単ですわ。そうですわね。テラスでお食事はいかがでしょう。改まった感じではなく、野原で食事をするような感じで」

　さすがにレディは、思いつくことが違う。それとも女たらしの男だったら、簡単にそんなことも思いつくのだろうか。

「いい考えですね」

「ええ……私たちも同席すれば、姫様も意地を張ってはいられないでしょうから」

　ミトリは頷き、それは楽しそうだと浮うき浮きしてきた。

「子供時代を、十分に楽しめなかったのは、姫様も同じですわ。日々の中に、楽しいことをいっぱい増やしていけば、きっと姫様も変わられます。些さ細さいな行き違いで、怒おこったりすねたりはなさらなくなるでしょう」

「早さつ速そく、用意させましょう。まだ夜は寒いです。戸こ外がい用の火ひ桶おけも用意させますので」

「まぁ、それは素す敵てきですね」

「ええ、火桶の火で、パンや肉を炙あぶったりして食べるのは、野や営えいの楽しみでした」

「では、今夜は野営ですのね」

　二人とも子供のように無む邪じや気きに喜よろこんでいる。

　やはりミトリとガーネットも、時には若者らしく愚おろかなことをして楽しみたかったのだ。
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　大きな籠かごに、食べ物をたくさん詰つめた。炙あぶった鶏とり肉、焼きたてのパン、チーズに果くだ物もの、そしてワイン。侍じ従じゆうが二人がかりで籠を持ち、よたよたとアレンの後ろからついてくる。

　ここはミトリとガーネットに感謝すべきだろうか。こんな名案は、アレン一人では思いつかない。

　まずはミトリが部屋の扉とびらを叩たたき、ガーネットにアレンが来たことを伝えた。怒おこったままのパールは、きっと入室を拒きよ絶ぜつするだろう。そう思っていたのに、意外にも素す直なおに招まねき入れてくれたのだ。

　相あい変かわらずパールはむすっとしている。口もへの字に曲まがったままだ。

「パール姫、私の失言で気分を害されたようですまないと思っている」

　まずは謝あやまれ、そうミトリに言われた。そのとおり、ここは謝るべきなのだ。だから真ま正しよう面めんからパールを見つめて、きちんと謝った。

「今こ宵よいは私と食事などしたくないだろうが、すでに部屋に運び込んでしまった。よければ女によ官かんたちも一いつ緒しよに、外のテラスで食べないか」

「ん、まっ、外でですか？」

「まだ寒いから、火ひ桶おけを用意した。野や営えいの雰ふん囲い気きで楽しむというのはどうだろう」

　春の訪おとずれを予感させる、暖あたたかい夜だった。雲くもが所ところ々どころ出ていて、満天の星空とはいかないが、かえってそのせいで暖かなのかもしれない。

　侍従たちが、野営用の火桶をテラスに運び込む。そして乾かわいた薪まきを入れて、火を熾おこし始めた。

「火桶ならハッシュウィルではどこでも使いますわ。薪ではなく、石せき炭たんという黒い炭すみのような燃える石を使うんです」

　パールは怒っているのを忘れてしまったのか、思わず笑え顔がおになっている。

　許ゆるされたと、その時アレンは感じた。

「火桶で、パンを炙あぶって食べたことはある？」

「いいえ……」

「狩かりや戦いくさの時は、これで大おお勢ぜいの食事を賄まかなう。上に網あみを乗せて、そこに肉やパンを置くんだ」

「んっまっ」

　好こう奇き心しんでパールの目はさらに大きくなっている。

「火が落ち着くまで少し待とう。その間に、ワインを飲んでもいいかな」

「ええ、よろしいですわ」

　テラスに椅い子すを出し、パールとアレンは並んで座すわった。薪が激しく爆はぜる音がすると、パールはちらっと顔を向けるが、すぐにまた視線を下げてもじもじしている。何か言いたいことがあるのだろうか。

「何か質問でも？」

　気を利きかせてアレンが訊たずねると、パールは意を決したのか早口で言いだした。

「明日から、教育係のかたがいらっしゃるそうですが、私に何か不備がございますの」

「いや、そうじゃないんだ。王おう妃ひというものが何をするのか、私にもよくわからない。だから教えてくれる人が必要だと思ったんだ」

「そ、それだけの理由ですの」

「そうだよ。母は、忙いそがしそうだったな。でも何をしていたのか、あまり詳くわしく知らないんだ。かといって、シーナに訊きいてもなぁ。我わが妹いもうとは、変わり者だし」

「あちらとは、国情も違いますもの。同じにはできませんわ」

　おやっとアレンはパールの顔を盗ぬすみ見る。どうやらシーナの名前が出ると、好意と同じくらい対抗心も燃え上がるらしい。

　いい傾けい向こうだとアレンは思った。この調子なら、パールは王妃教育をすんなり受け入れてくれそうだ。

「待つのは構いません。ですが……式典を行おこなう際には、私の意見も聞き入れてください」

　やはり簡単にうんとは言わない。アレンは苦にが笑わらいしながら、静かに頷うなずいた。

「できるだけ、あなたの意向に沿そうようにするから、安心して」

「本当にいいんですの？」

「ああ……」

　とは言ったものの、予算がある。またそのことを口にすると喧けん嘩かになりそうで、アレンは黙だまったが、内心はパールの期待に応こたえられない自分が悲しかった。

「一年もあるんですもの。その間に、いろいろと考えることができますわね」

「そうだね……」

　春になったら、豊かな実りが約束されるといい。蜜みつ蜂ばちが飛び回り、果樹はたわわに実をつけ、子こ羊ひつじがたくさん生まれて育つ。麦むぎが穂ほを揺ゆらし、穀こく物もつ倉庫が溢あふれるほどになるといい。

　そうなれば何の問題もないはずだ。

「火が落ち着きました。陛へい下か、何を召めし上がりますか？」

　侍従が火に当たって赤くなった顔に、笑えみを浮うかべて訊いてきた。

「姫君のために、肉を炙ってくれ。それとパンも」

「かしこまりました」

　すぐに網が置かれて、その上に切り分けられた肉が置かれた。

「まっ、私、こんなの初めてですわ」

　パールがわくわくしているのが感じられる。こんな些さ細さいなことで喜よろこんでくれるのは、いつまでなのだろう。

　いずれ大人おとなになってしまったら、こんなことより宝石を贈おくられたほうが喜ぶようになってしまうのだろうか。

「あなたがずっと今のままでいてくれるといいのに……」

　心の中から、言葉がぽろりと零こぼれ出た。

　するとパールは、驚おどろいたようにアレンを見つめた。

「私が、いつまでも子供のままでいいとおっしゃるの？」

「いや、子供の心を忘わすれないでほしいと思っただけだ」

「で、でしたら、自信がありますわ」

　そこでパールはつんっと顔を上げる。

「こういった楽しみだったら、きっといくつになっても楽しめます」

　そんな答えが欲しかったのだ。アレンは満足して、パールの手を取り唇くちびるを押し当てる。

　今の気持ちを表すのには、どんな言葉よりもささやかなキスのほうが向いていると思ったのだ。
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　テラスに出て、火で炙あぶった少し焦こげたパンを食べたり、銀の小こ鍋なべに入ったミルクを目の前で温あたためてもらったりするのは楽しかった。

　おかげで怒おこっていたことなど、すっかり忘わすれてしまった。誰だれが考えた作戦か知らないが、うまく乗せられてしまったと思う。その上気が付いたら、婚こん姻いんまでの一年間、王おう妃ひ教育を受けることまで了りよう承しようしてしまったではないか。

「ガーネット、あなたと宰さい相しようが組んで決めたのでしょう？」

　恨うらみがましくガーネットを見たが、ガーネットはクラウディアを迎むかえる準備で忙いそがしそうにしているばかりだ。

　今日からその教育係、クラウディアが来ると聞いて、パールはいつもより大人おとなしめなドレスにしている。錆さび色いろの生き地じでレースも少なめだ。縞しま瑪瑙めのうのペンダントと、茶色のリボンだけしか飾かざるものも着けていない。

「パール姫様、お、お見えになりました」

　一番若い女によ官かんが、慌あわてた様よう子すで告つげに来る。そのすぐ後に、侍じ女じよ一人に荷物を持たせたクラウディアがやってきた。

「パール姫様……私のような者をお招まねきいただき、恐きよう縮しゆくに存ぞんじます」

　丁てい寧ねいに挨あい拶さつするクラウディアを見た瞬しゆん間かん、パールは少しだけ親しみを感じた。なぜならクラウディアの髪の色が、パール同様に銀色だったからだ。

　だがそれは生せい来らいのものではないだろう。年齢を重ねたことと、あるいは深い哀かなしみが、クラウディアから髪の色を奪うばったのかもしれない。

　クラウディアは深い紫むらさき色のドレスに、由ゆい緒しよが感じられる少し濁にごった紫水すい晶しようの古風なペンダントをしている。髪はきっちりと結ゆい上げ、派は手でに白おし粉ろいや紅べにを塗ぬることもしていなかった。

「どうぞ、よろしく、オーネット伯はく爵しやく夫ふ人じん」

　パールはドレスを持ち上げて、精せい一いつ杯ぱい優ゆう雅がに挨拶した。

　きっと婚こん約やく披ひ露ろうの祝しゆく宴えんで会っているだろう。だがあの時は、あまりにも挨拶する人数が多くて、一人一人の顔と名前が覚えきれなかった。クラウディアが誰だれと来ていたのかすら、パールは覚えていない。

「お后きさき教育と申しましても、すでに王族としての教育を受けられている姫君に、私のような者が改あらためてお教えするようなこともございません。よろしければパール姫様、今より、私がある場所にご案内いたします。そちらで学ばれますよう」

　冷たい口く調ちようで言われて、パールは全身を緊きん張ちようさせた。

　いったい今からどこに連れて行こうというのだろう。

「女官長様、外出の許きよ可かと、警備の近この衛え兵へいの準備をお願いいたします」

「近衛兵の警備が必要な場所に、姫様をお連れするのですか？」

　ガーネットの顔に緊張が走る。

「万が一の用心です。何も心配はございません。この国の民たみは……節度ある者ばかりですから」

　ああこの人は、ハッシュウィルの出身だからという理由で、私を嫌きらっているのだとパールは咄とつ嗟さに感じた。

　いつかはこういう人に出会うだろうと、覚悟はしていた。城内にいる人間は、誰一人としてそんな態度は見せなかったから、パールは愛されていると思っていたが、やはりそうでもないようだ。

「ガーネット、支し度たくを。伯爵夫人と出で掛かけます」

　パールはあえて胸むねを張って答えた。

　王妃になるということは、こういうことなのだ。城内で甘あまやかされたままでいたら、ハッシュウィルにいた頃ころと何も変わらない。

　もう子供ではないと見せるためにも、ここは堂どう々どうとクラウディアの挑ちよう戦せんを受けてやるとパールは意気込む。

　クラウディアはどこに連れていくつもりだろう。老齢の貴婦人たちが集つどう、陰いん湿しつなサロンだろうか。それともハッシュウィルに未いまだに恨うらみを持つ人たちの集会所だろうか。

　王妃になったら、どんな人間だって相手にしないといけない。どこにでも行こうと、パールは決意していた。

　だが、物々しく近衛隊に守られて辿たどり着いたのは、思ってもみなかった場所だった。

　古い神殿を改かい築ちくしたもので、子こ供どもが大おお勢ぜいいる。世話係は女性ばかりで、老齢の者が数多い。みんな国王の許嫁フイアンセの急な訪問に、慌てて深ふか々ぶかと頭を下げていた。

「パール姫様、ここは養よう護ご院いんです。国王陛へい下かの慈じ悲ひ深ぶかいお心で、親のない子供たちを養育しております」

「そうですの……」

　見ればパールとそんなに歳としの違わない、少女や少年もいる。かと思えば生まれたばかりの赤ん坊もいた。

　大人たちはパールに対して礼を尽つくしたが、子供たちはそうはいかない。気が付けば、物もの珍めずらしそうにパールを取り囲かこんでいた。

「金の姫様は？」

　ドレスをいきなり摑つかまれたと思ったら、五歳くらいの少女が訊きいてきた。

「金の姫様……もしかしてシーナ妃のことかしら？」

　パールの質問に、クラウディアは頷うなずく。

「シーナ王妃は、以前からよくこちらに立ち寄られておりましたので」

「そ、そう……」

　この国では、王族として憧あこがれの対象となっているシーナと、またしてもここで比くらべられることになるのだろうか。

「金の姫様は、隣となりの国にいらっしゃったのよ」

「ふーん、じゃ、銀の姫様、お歌、歌って」

「歌？」

　歌って、歌ってとほうぼうから声がする。けれどパールは、こんなところでいきなり歌えと言われても無理だった。

「それより何かして遊びましょ……私も、十一歳までは、皆みなさんと同じようなところで暮くらしていたのよ。そこには女の子しかいなかったけれど」

　決して綺き麗れいとはいえない子供たちだったが、一つの部屋に姉し妹まい大勢で暮らしていたパールは、たいして違い和わ感かんを覚えなかった。

「銀の姫様も母さんいないの？」

　後ろにいた少年が、驚おどろいたような声を上げた。

「ええ……いないわ。私を産んだ時に亡なくなったの」

「いっしょーっ、いっしょ」

　少年がパールの細い腰こしにいきなり抱だき付いてきた。

　クラウディアは私がこんなことをされて、狼狽うろたえるところが見たいのかしらと、パールは口をぎゅっと引き結んだ。

　だけど残ざん念ねんね。ここは私の故こ郷きようにそっくりと、パールはきりりと眉まゆを上げる。

「目め隠かくし鬼おにをしましょ。私が鬼になるわ。あちらのレディが手を叩たたいたら、動くのをやめるの。最初に捕つかまった人が、次の鬼よ」

　パールは髪を結んでいたリボンを解ほどき、それで目隠しをした。

「伯爵夫人、みんなが逃にげたら、手を叩いてくださらない」

「は、はい」

　こんなことをして喜よろこんでいるなんて、子供だわと思いたいなら思えばいい。きっとシーナだって、ここに来たら子供に戻もどっていたはずだ。

　そう思ってパールは、クラウディアが手を叩くのを待つ。

　雪ゆきに閉とざされた王宮の中で、こうして毎日、幼おさない姉妹たちと遊んで過ごした。三番目の姫だったパールは年長のほうだったし、すぐ上の姉あねは体が弱くて妹いもうとたちの世話などしなかったから、いつでもパールがその役目をしていたのだ。

　十一歳になってからは、個室や女官を与あたえられて姫らしく過ごせたが、果はたしてあれは幸福な毎日だったのだろうか。

　きゃあきゃあ言いながら、子供たちが逃げていく。視界を奪うばわれたパールには、その声が自分の妹たちの声のように聞こえた。

　王の娘として生まれながら、ここにいる子供たちと何ら変わりない。それを思うと、パールの小さな胸は痛いたむ。

　アタカンはパールを溺でき愛あいしていたから、ドレスも靴くつも好きなだけ与えてくれたが、妹たちはお下がりばかりだった。体に合わないドレスを着せられ、大きめの靴を履はかされた妹たちの姿すがたが過よぎる。

　今はこの国で、パールは自分だけ幸せになろうとしている。そう感じて、ますます胸は痛みだした。

　兄のラスタはいい国王になったようだから、いっそ手紙でも書いて、妹たちの待たい遇ぐうをよくしてもらえるよう頼たのんでみるべきだろうか。

　パンパンと手を叩く音がする。するとみんないっせいに静しずかになって、息をひそめるのが感じられた。

「迷まい子ごの羊ひつじはどこかしら。メェッと鳴ないたら負けよ」

　ところがそれも遊びだと思ったのか、ほうぼうでメェメェと声がした。パールはおかしくて笑わらいだす。笑いながらもそろそろと歩いていって、一番近くにいた少年を捕まえた。

「羊がいたわ。次はあなたが羊飼かいよ」

　パールが目隠しに使ったリボンを渡わたすと、少年は得意げにそのリボンを高々とかざした。

　そうやって小一時間も遊んだだろうか。その後はクラウディアが、伯爵邸ていの果樹園からもいできたリンゴで蜂はち蜜みつ煮にを作らせ、子供たちに振ふる舞まった。

　皆と一いつ緒しよに粗そ末まつな木のテーブルにつき、銀のスプーンと白はく磁じの皿さらからではなく、木の椀わんとスプーンで、パールは同じものを食べた。それには正直、自分でも驚いている。以前のパールだったら、そこまではとてもしなかっただろう。

　帰るとなったら、泣なきだす子供が出てきた。するといつもはへの字に曲がっているパールの口元が、つられてふるふると震ふるえだす。

　泣きたい気持ちはよくわかる。かつてパールも、気立てのいい乳う母ばが帰る時には、泣きたい気持ちになったものだ。

「また遊びましょ。次に来る時は、とても面おも白しろいものを見せてあげると約束するわ」

　パールがそう言うと、子供たちが次はいつ来るのと、口々に喚わめきだした。

「いつとは言えないけれど、必ず来ると約束するわ」

　できないことを、簡単にできると言ってはいけない。

　やると言ったことは、何があってもやらないといけない。

　それが王妃の務つとめだ。

　馬車に乗り込むと、全員が外に出て手を振って見送ってくれる。そこでついにパールは、クラウディアには決して見せたくないと思っていた涙なみだを流してしまった。

「パール姫様……大変失礼なことをいたしました」

　養護院が遠ざかった頃、クラウディアはいきなり神しん妙みような顔をして謝あやまってくる。

「何も失礼なことなどなさってないわ」

「いいえ、私は試したのでございます」

「試す？　何を試されたのかしら」

「ご生育の事情など何も存ぞんじ上げず、私はパール姫様が深しん窓そうでお育ちの、世間知らずの姫様だとばかり思っておりました。正直に申し上げます。私は、パール姫様が、あの子たちの手を払はらいのけると思っていたのです」

　淡たん々たんと語るクラウディアの言葉に、同行していたガーネットとパールは思わず顔を見合わせる。

「ご幼よう少しようの頃は、ご苦く労ろうなさったのですね」

「苦労の意味がわかりません。伯爵夫人、それを私に教えてください」

　その時パールは、やはりウラル神が取り憑つくと、何かが変わるのだということを思い出した。

　自分は変わっている。以前だったら、こんなことを仕し組くんでパールのことを試そうとしたクラウディアを、とても許ゆるす気持ちになどならなかっただろう。王の許嫁という立場を利用して、クラウディアを追おい詰つめようと画かく策さくしたかもしれない。

　養護院にいても、笑顔でいられなかったはずだ。聞き分けのない子供なんて、妹たちだけでもううんざりだった。なのにパールは、不ふ思し議ぎと子供たちには腹が立たなかった。

「レディは皆、邸やしきの奥深くに隠され、大切に育てられることが多いからです。シーナ王妃だけは、多少風変わりでございましたが」

「そんな暮らしもしたけれど、それが幸せだったのか、今ではわかりませんの。こちらに来て、様さま々ざまなかたと交流が持てて、とても楽しいですわ」

「……王妃になられる資質は、すでに十分にお持ちです。それがわかりましたから、これからは公式な場での対応などをご指導するのみと致いたします」

「あら、それは駄だ目めよ。またあの養護院に行かなければ」

　パールは慌てて、思わずクラウディアの手を取ってしまった。

「よいことを思いつきましたの。伯爵夫人、みんなで人にん形ぎよう芝しば居いをやりましょう」

「人形芝居？」

「ハッシュウィルは冬が長いのです。ずっと城内に閉じこめられているから、年に何度か訪おとずれる旅芸人の芸を見るのが楽しみでした。その中に、人形芝居がありましたのよ。私、あれが大好きでした」

　人間が演じる芝居は、どれも下品で好きではなかった。きっとあれはアタカンの趣しゆ味みに合わせて選ばれた演目だったのだろう。

　けれど人形芝居は子供たち向けだったので、内容も夢ゆめがあってとても楽しかったのだ。

「被ひ服ふく省しようの女官長に頼んで、ドレスの端は切ぎれで人形の衣い装しようを作りましょう。お話は、私が考えますわ。ガーネット、協力してくれるでしょう」

「は、はい、もちろんです、姫様」

　別れ際ぎわの約束で思いついたことだったが、パールは今、自分の考えだしたことに夢む中ちゆうになっていた。

　どんなお話にしよう。人形はいくつ必要なのか。お針はり子こたちは望んだような物を作れるのかと考えるだけでわくわくしてくる。

　そしてこの楽しい思いつきを、すぐにでもアレンに話したくなっていた。

「楽しいことを思いつかれましたね。なさることがあれば、一年などすぐに過ぎてしまうでしょう。婚姻が延のびたことは、パール姫様にとって不本意なことでしょうが、お体のためにも急がれないことが賢けん明めいに思われます」

　クラウディアの態度は、明らかに変わっていた。冷たさがなくなって、親しみが態度から溢あふれ出している。

　元々はアレンの母の王妃に仕つかえていた女性だ。心こころ根ねの冷たい人間であるはずがない。誤ご解かいがクラウディアを頑かたくなにしていたのだろう。

「ええ……それもわかっております……。私、まだ本当のレディらしくありませんもの」

「そんなことはございません。十分に素す晴ばらしいレディであらせられます。ですがお世よ継つぎを迎むかえるには、まだ若すぎると思われるだけです」

　褒ほめられて悪い気はしない。パールはクラウディアを好きになっていた。

「養護院の養育係は優しいのですか？」

　自分たちが帰った後、彼女らの態度が豹ひよう変へんして、子供たちが苛いじめられていないかとパールは心配してしまう。そんな乳母も大勢いたからだ。

「はい……子供や夫を亡くした者が雇やとわれておりますので、皆家族のようにして暮らしております。あの養護院は、先の王妃様がお作りになられました」

「まぁ……」

　そういったことを思いついたら、王妃は実行しても許されるのだ。王妃というのが、ただ公式行事で挨拶しているだけではないと知って、パールも自分でも何かできるかもしれないと希望を抱いだいた。

　まずは人形芝居をやってみよう。それが成功したら、またきっと何かやりたいことが見つかるはずだった。
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　顔を真っ赤にして、養よう護ご院いんでのことを話すパールを見ていて、アレンは次し第だいに落ち着きをなくしていた。

　何だかいつもよりずっと愛らしく見える。

　どうやらこの姫は、大人おとなしくしていると冷たい印いん象しようばかり受けるが、怒おこったり興こう奮ふんしたりしていると、可か愛わいらしさが増すらしい。生き生きとした表情がやはり魅み力りよく的なのだ。

「私、ウラル神が降こう臨りんしたところから、ウラル王朝の誕生までを、物語にしたいと思っておりますの。お話ができたら、陛へい下か、目を通してくださいね」

　うんうんと頷うなずいたアレンの目は、パールのよく動く口元にばかり向けられていた。そこにまた触ふれてみたいと思ってしまう。

　婚こん姻いんを引き延のばしたのは、アレンとしても内心は不服だ。婚約中はいくら同じ城内で暮くらしていても、節度ある態度を取り続けなければいけない。

　パールと一いつ緒しよにいられる時間は限られていて、今日のように日中特別に会見の時間を持つなんて滅めつ多たにないことだ。

　婚姻すれば同じ部屋で暮らすことになるから、もっと話したりする時間も増える。

　シーナと婚姻したゴート王が、こんな時は羨うらやましいなと思えた。シーナと一緒にいる間は、あの元気なお喋しやべりをうるさいと思ったが、もし好きな相手だったら事情は違ってくるのだろう。一日中でもあの声を聞いていたくなるはずだ。

「失礼いたします、陛下」

　その時、ミトリが緊きん張ちようした顔で入ってきた。

「よろしければパール姫様、お話はまた後のちほどにしていただけますでしょうか」

　途と端たんにパールの顔から喜よろこびは消え、またもや唇くちびるがへの字に曲まがってしまう。

「隣りん国ごくより使者がまいりまして、陛下はお迎むかえに出ないとなりません」

　すぐにミトリは事情を説明する。するとパールの表情も少し和やわらいだ。

「どちらのお国からいらしたのですか？」

「ザルセンからです……」

「んまっ、よく知らない国ですわ」

　パールの大きな目がくるんと動く。本当は自分もアレンと一緒に、その見たこともない異国の使者とやらを出迎えたいのだろう。

　だが突然の来訪に、アレンは警戒していた。戦いくさの後で国力が弱っているのを知られ、またもや侵しん攻こうされたらたまらない。

　ザルセンは国の大きさが違う。ハッシュウィル軍にあれだけ手こずったというのに、さらにその何倍もあるザルセン軍を相手に戦うとなったら、ウラルは即そく日じつに滅ほろびてしまうだろう。

「パール姫、部屋に戻もどっていなさい。私が呼よぶまでは、部屋から決して出ないように」

　アレンの緊張した様よう子すを見て、さすがにパールも不安になったようだ。座すわっていた椅い子すから立ち上がると、ドレスの裾すそを軽く持ち上げて挨あい拶さつしただけで、ガーネットと共ともに自室に急いで戻ってしまった。

　記憶を失うしなった時に、ハッシュウィルに攻せめ込まれた時のことも忘れてしまえればよかった。

　父と母は、シーナを守るために、自みずからの身を犠ぎ牲せいにした。アレンは父と母を守りきれなかったのだ。あの時と同じような状況になったら、果はたして今度はパールを守れるだろうか。

「アレン様、お顔の色が……」

　ミトリが心配そうにアレンの顔を覗のぞき込む。

「大だい丈じよう夫ぶだ。嫌いやなことを思い出しただけだから」

「ザルセンの使者には、敵てき意いは感じられません。ご安心ください」

「そうだな。ハッシュウィルは使者を送るようなことはせずに、いきなり侵攻してきたのだから、事情は違うとわかっているが……」

　それでも不安になってくる。アレンは思わずミトリの腕うでを摑つかんでしまった。

「ザルセンに今攻め込まれたら、勝ち目はない」

「ご安心を。ザルセンは大国です。ウラルのような小国を領地にしても、たいして潤うるおうとは思わないでしょう」

　どうミトリに慰なぐさめられても、アレンの不安は消えない。もう二度と無意味な戦いなどしたくないと、心から願っていたからだ。

　謁えつ見けんの間に出向くと、そこに浅あさ黒ぐろい肌はだ色の若者が控ひかえていた。近隣の諸しよ国こくは同じ言語を話すが、ザルセンは違っている。だが使者の言葉は明めい瞭りようで、完かん璧ぺきと思える言葉だった。

「ウラル国国王におかれましては、ご健けん勝しようのご様子で何よりです。初めてのお目め通どおりを願いましたが、私は中都ザルセン国のザハード皇おう子じの側そつ近きんをしております、アシドと申します」

「遠えん路ろだっただろう。歓かん迎げいする……」

　素そっ気けない言い方しか、今はまだできない。けれどアシドは武ぶ装そうしている様子はなく、華はなやかな彩いろどりの変わった衣い装しように身を包つつんでいた。

「王にお願いがございます。ただいまザハード皇子は、諸国見けん聞ぶんの旅の途中でございます。よろしければ、ここでの数日の滞たい在ざいを願えませんでしょうか？」

「諸国見聞の旅？」

「はい、ご存ぞんじのことと思いますが、ザルセンは巨大な国で、西ザルセン国、東ザルセン国、そして中都ザルセン国と国内を三つに分け、各国の領王が統治する形をとっております。ザハード皇子はいずれ中都ザルセン国の領王となられますが、皇子の時に諸国を回り、見聞を広めることが我わが国の習わしとなっております」

　ふんふんと聞いていたが、アレンは内心羨ましい制度だなと思った。

　もし父が生きていたら、同じようにアレンを旅立たせてくれただろうか。いや、やはり無理だったに違いない。アレンは大切な王位継けい承しよう者しやだ。旅先で何があるかわからないというのに、そう簡単には行かせてくれないだろう。

「一いつ行こうは何人だ」

「私たち従じゆう者しやと騎き士し、合わせて二十六名、そしてザハード皇子です」

「いいだろう。滞在を許きよ可かする。隣国の皇子を丁てい重ちように出迎えるが、この城の決まり事は守ってもらいたい」

「御ぎよ意いに従したがいます。では、ただいまよりザハード皇子の元に戻りまして、陛下の温あたたかい歓迎の意をお伝えしたいと思います」

　二十七名の客を迎えるとなると大変だ。アシドが去さった後、アレンはミトリに向かってどうするという視線を向けた。

「節度のある一行だといいのですが、何しろザルセンの人間は、我われ々われと違う考え方をするようです。その……女性はあまり彼らの前に姿すがたを見せないほうがいいかもしれません。それと豚ぶたや猪いのししは食べないそうです」

　ミトリは焦あせりながら、必死になって手にした紙に何かを書いている。二十七人を宿泊させ、食事を与あたえないといけない。当然、食べるのは人間だけではない。彼らの馬の面めん倒どうも見ないといけないのだ。

「財政が逼ひつ迫ぱくしている時に、ミトリ、すまない。だがここで追い返して、変な遺い恨こんを残したくないんだ」

「はい。友好的な来訪でしたら、たとえ盛大に歓待できずとも、快こころよく迎えるべきだと思います。それに若い皇子でしたら、アレン様と話も合うでしょう」

「だといいが……」

　わがまま姫が落ち着いたと思ったら、今度はわがまま皇子の来訪だろうか。

　うんざりしたが、それを顔に出すわけにはいかない。王というものは、誰だれに対しても公平な態度で接せつしないといけないのだ。








◆◆◆






　ザハード皇子の一いつ行こうがやってきた。豪ごう華かな四頭立ての馬車の周りを、ピカピカ光る鎧よろいに身を包つつんだ、屈くつ強きような騎き士しが守っている。

　さらに従じゆう者しやの一団もいたが、旅の途中だというのに、彼らの身に纏まとっているものは真新しく、様さま々ざまな彩いろどりの布が使われていて美しかった。

　ザルセンの人間は、皆みな、肌はだが浅あさ黒ぐろい。その肌色に鮮あざやかな色はとてもよく似に合あっていた。馬もすべて鬣たてがみを綺き麗れいに編あみ込み、美しいリボンで飾かざっている。

　出で迎むかえたアレンは、従者や騎士でこれなのだから、ではどんな皇おう子じが出てくるのかと興きよう味みを持って馬車の扉とびらが開くのを待った。

　扉が開くと、何枚もの薄うすい絹きぬのゆったりとした衣い装しようを重ね着した、華はなやかな若者が勢いきおいよく飛び降りてきた。

　驚おどろいたことに、男だというのに様々な宝石を身に着けている。首が重くなるんじゃないかと思うほどの、大きな石の付いたネックレスや、腕うでには宝玉で飾られたブレスレットを、じゃらじゃら音をさせていくつも着けていた。

「ウラル国国王、アレン陛へい下か。お目にかかれて光こう栄えいだ。中都ザルセン国、第一皇子のザハードだ。よくぞ、歓迎してくれた」

「……ようこそ」

　きちんとしたウラル近きん隣りん諸しよ国こくの共用語を話すくせに、ザハードの口の利きき方は尊そん大だいだ。アレンがもっと年上だったら、それなりに敬けい意いを示しめす話し方をしたのかもしれないが、歳としが近いせいか、どう聞いても格かく下したに見られている気がする。

「大人数で世話になるからな。これは感謝の印しるしだ」

　ザハードが手を挙あげると、アシドが金色の小箱を恭うやうやしく差し出した。アレンはミトリに受け取るように示す。ちらっと見た限りでは、その箱そのものが黄金でできているように思えた。

「では……こちらへ。戦いくさの後で、城内の修復もままならない。急きゆう遽きよ、迎げい賓ひん館かんに部屋を用意したが、不便でもご了りよう承しよう願いたい」

「ああ、気にしなくていい。テント暮ぐらしにも飽あきたので、屋根と床とこがあれば十分だ。すまないが我われ々われは豚ぶた肉は食べない。羊ひつじが好こう物ぶつだ」

　そう言うと、ザハードは親しげにアレンの肩かたに手を置いてきた。

「ところで陛下、噂うわさの妹いもうと君ぎみはどこに隠かくしたんだ？」

「妹？　シーナのことだろうか」

「そうだよ。双ふた子ごの妹君だ。あっ、姉あねなのか？　ま、どちらでもいいが」
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　続けてザハードは、重ねた衣装の間から、くるっと巻まいた一枚の紙を取りだして、アレンの目の前で開いて見せた。

「ここにいるのだろう？」

「それ……何年前のものだ……」

　ザハードが持っていたのは、シーナの姿すがたが描えがかれたものだった。王族や貴族の姫君の姿を描いたものが巷ちまたでは売られていて、結構人気があるらしい。かつてはハッシュウィルの現国王、ラスタもそれを手に入れてシーナに求きゆう婚こんしてきたのだ。

「知らないのか？　シーナは隣りん国ごくゴシュラムのゴート王の元に嫁とついだが」

　アレンもあえてザハードに対して、対等な口の利き方をした。変なところで意地になっていると思うが、自分はすでに小国とはいえ国王だ。皇こう太たい子しの身分であるザハードより、立場は上だと思いたい。

「えっ……」

　そこでザハードは立ち止まり、呆ぼう然ぜんといった顔になる。

　アレンより少し背が高く、体つきもがっしりとした皇子だった。顔立ちもかなり美しい。これでもう少し態度が上品だったら、アレンも好感を抱いだいただろう。なのに変に馴なれ馴れしくて、感情を隠さないのが気に入らない。

「アシードッ！」

　突然、ザハードは大声で従者を呼よんだ。

「は、はい、皇子」

「何だよ、ちゃんと情報収集しろよ。金の姫は、もう攫さらわれた後だぞ」

「し、失礼いたしました。ウラル国とハッシュウィル国の戦の情報ばかりに目が向いて、その後のことまで調べておりませんで」

「怠たい慢まんだ。じゃあここに何しに来たんだ！」

　いきなり従者を叱しかりだしたザハードに、アレンはむっとする。たとえシーナが嫁ぐ前で、ザハードが正式に求婚してきたとしても、こんな男だったらお断ことわりだと思った。

「そうか、金の姫はもういないのか」

　心しん底そこがっかりした様よう子すのザハードは、アレンに向かって力なく微ほほ笑えむ。

「なぁ、陛下。他に妹とかいないのか？　従い姉と妹こでもいい。陛下はなかなか綺麗な顔をしている。きっと親族はみんな美形揃ぞろいなんだろ」

「従い兄と弟こは男ばかりだ」

　アレンは咄とつ嗟さに噓うそをついた。母方には従姉妹がいる。だがまだ十歳で、ダンスも満足に踊おどれない子こ供どもだ。けれどシーナにちょっと似ているから、下へ手たに興味を持たれたら危あぶない。

「失礼だがザハード皇子。歳はいくつなのだろうか」

「んっ？　もうすぐ十七だが」

「……私は十八になった」

「ああ、それは知ってる」

　年下で皇太子なのだ。態度を少しは改あらためろと思ったが、ザハードは何も感じていないらしい。それが何かといった感じだ。

「ここに来たのは、シーナに求婚するためだったのか？」

「我わが宮廷では、旅の間に花はな嫁よめを見つけると喜よろこばれるんだ。特に異国の、髪色が違う美女は特別だ」

「髪の色で王おう妃ひとなる女性を選ぶのか？　もっと大切なものがあるだろう」

「そうかもしれないが、生しよう涯がいに二十人の妻つまを娶めとることができる。その中にはいろいろといたほうが楽しいだろ」

　またもやアレンはむっとする。もう表情を取り繕つくろうこともできない。怒いかりがふつふつと湧わいてきて、客人でなければ喧けん嘩かを売りたい心しん境きようだった。

「ザハード皇子……迎賓館で歓迎の準備が整ととのいました。まずはウラル産のワインなどで、おくつろぎください」

　ミトリがそれとなく二人の間に割って入る。そうでもしなければアレンの口からとんでもない暴ぼう言げんが出てきそうだと心配しているのは明らかだ。

「うむ……それは嬉うれしいな。よいワインは我が国ではなかなかできない。領土に砂さ漠ばくが多いからしょうがないんだろうが」

　ワインと聞いて、ザハードは機き嫌げんを直した。ところが迎賓館に入った途と端たんに、今度は困こまったような顔をした。

「なぁ、陛下。この国には女というものがいないのか？」

「はっ？」

「ここに来てから、一人も女の姿を見ていない。陛下はまだ婚こん姻いんしていないようだが、遊び女めとかはこの城内にもいるんだろ？」

「……私はそういうことはしない。婚姻は神聖であるべきだ。婚約者がいるのに、そんな失礼なことなどできるかっ。貴き殿でんの国と一いつ緒しよにしないでくれっ」

　ついにアレンの口く調ちようは変わり、怒りが火を噴ふいた。

「婚約してるのか？　相手はどんな姫君だ？　ぜひ会わせてくれ」

「それより疲つかれている騎士や従者を、休ませるのが先だろう」

「陛下は真ま面じ目めなんだな。もしかして、警戒して女たちを隠したのか？」

　急いで食事の用意をさせた。羊肉と鶏とり肉、それに川魚の鱒ますが焼かれ、ワインも新たな樽たるを開けて準備を整えた。その労力に感謝するよりも、女がいるかいないかが気になるというのでは、もう話にもならない。

「ここは娼しよう館かんではない。そのような接待が希望なら、今すぐにここを出て行ってくれ」

　ミトリが慌あわてているのがわかったが、もうアレンも限界だった。これでザハードがアレンに敵意を感じて、いずれ大変な問題になるかもしれない。だがそんなことを恐おそれるより、今は自分の感情に素す直なおに従したがいたかった。

「おい、何をそんなに怒おこってるんだ？　おかしな男だな。料理は旨うまそうだ。早さつ速そく、ご馳ち走そうになろう。みんな、ウラル国王に感謝して食べろ。ただしここは自分たちの神を持つ国だから、敬意を示す意味で、我らの神に食前の祈いのりは捧ささげずともよし」

　ザハードが座すわると、まず騎士が座り、続けて侍従たちも席に着いた。唯ゆい一いつ褒ほめてもいいと思ったのは、ザハードが当然のように臣しん下かと食事を共ともにしたことだ。そして差別することなく、皆で分け合って食べ始めた。

「ワインが旨い。鶏もよく肥こえている。この魚も旨いな。ただし香こう辛しん料りようがあまり利いていない。後で香辛料も贈おくろう」

「気き遣づかいは無用だ」

　それよりいつまでいる気なのか知りたい。食事をして、馬を休ませたらさっさと出て行ってほしかった。最初の目的だったシーナに会うことが不可能となったら、もう用はないはずだ。

「うん、この魚は旨い。アシド、香辛料」

　命じるとすぐにアシドは、綺麗な房ふさ飾りの付いた袋ふくろの中から、香辛料を粉こなにしたものが入った小さな器うつわを並べる。

「ほらっ、陛下。これを掛けて食べてみろ。もっと旨さが増すぞ。向日葵ひまわり油で焼いたのか？　皮がパリパリしていて、いい焼き加か減げんだ」

「ウラル神から伝えられた、牛の乳油だ。焼き菓が子しなどにも使う」

「牛の乳ちちから油を採とるのか？　山や羊ぎのなら食べたことがあるが、これはこれで旨そうだ」

　どうやらマナーというものも、彼らはあまり重視していないらしい。何もかも手で毟むしって、豪ごう快かいに口に運んでいる。

「戦の話を聞きたいと思っていた。よければしばらく逗とう留りゆうする間に、聞かせてくれ」

「しばらく逗留？」

「ああ、逗留の間に掛かる金なら、さっき渡わたしたもので十分だろ。見ないのか？」

　ミトリが預あずかったままになっている金の箱を、ザハードは示した。箱をミトリはアレンの側そばに置き、蓋ふたを開いた。

　中には宝石が溢あふれている。欲よくのある人間だったら目が眩くらむほどの数だったが、アレンは何も感じず、手にもしなかった。

「年とし頃ごろの姫がいれば、もっと渡す」

「姫たちは、牛馬じゃない。我が国では、婚姻に金品のやり取りなどはしないんだ」

　アレンは箱の蓋を閉じ、ザハードの前にすっと移動させた。

「歓待は二国間の友好の印だ。宿屋のようなつもりで、接待を望まれても困る。我が国は戦の後で、確かに財政は困こん窮きゆうしているが、他国の施ほどこしまでは受けない」

「何か堅かた苦くるしいやつだな。いいじゃないか。ただで食事にありつこうなんて、最初から思ってない。別にそれを売ろうと、婚約者に箱ごとあげようと、気にしないから」

　これだけあれば、数日滞在した費用として使っても、まだ十分に余あまるだろう。財務大臣がこれを見たら、小こ躍おどりして喜びそうだ。

　けれどアレンは受け取れない。

　王としての意地があった。

「受け取るわけには……」

「たとえば十日ここに逗留するとなったら？　それでも受け取らないか？」

「十日？」

「ああ、帰国まで半年の猶ゆう予よがある。その間は、どこでどうしていようといいんだ。ザルセンは暑い国だから、この国の寒さが面おも白しろい」

「……」

　アレンは言葉を失うしなった。

　寒さが面白いだと。では同じ言葉を、ここよりもっと冬が厳きびしいハッシュウィルで言ってみるといい。恐おそらく氷こおりよりも冷たい視線が、ザハードを取り囲かこむだろう。

「それにハッシュウィルの無敗軍団を破った、貴殿の武ぶ勇ゆう伝でんをぜひ聞きたい。ハッシュウィルは近隣諸国をすべて手に入れた後で、ザルセンに攻め込むつもりだったんだろ？　怒らずに聞いてくれ。実は戦になることを、楽しみにもしていたんだ」

　もう駄だ目めだ。我が慢まんも限界をとうに超こえてしまった。

　ザハードは、言ってはいけないことを口にしている。歳が下だろうが、大国の皇子だからとかもはや関係ない。

　人として、ザハードは許ゆるせないことを言ってしまったのだ。

「ザハード皇子。諸国を旅させる王家の習慣は、なかなかよいものだ」

　怒りが頂点に達すると、どうやら冷静になれるらしい。アレンは落ち着いた口調で、静かに話すことができた。

「まずは、戦で家族を失った者たちに会わせよう。それとハッシュウィルによって破は壊かいされ、最近になってやっと修復工事が開始された橋を見せよう。国境付近の戦地跡あとには、兵士の墓ぼ標ひようが建てられている。それも見るといい」

「……怒るなって言ったのに、怒ったな」

　ザハードはむっとした様子で言ってきた。

「いずれ王になるのだろうが、その前に一度よく考えたほうがいい。民たみあっての王だ。戦は民から多くを奪うばう。そして……私は、両親を失った」

「……すまなかった」

　意外にもザハードは、すぐに謝あやまってきた。根ねっから単純な性格をしているのだろうか。だとしたら誰だれかが、きちんと躾しつけてやるべきだとアレンは苛いら立だつ。

「だが私の許嫁フイアンセは、ハッシュウィルの姫君だ。戦いで傷ついた民は、彼女を快こころよく受け入れてくれた。この国では、許すという美徳が生きている。それを学んでいくといい」

「いやぁ、凄すごいな。真面目なだけのことはある。一つしか違わないのに、何か大人の発言だな。やっぱり王になると変わるのかな」

　素直に謝ったのはよかったが、その後にまたこれだ。

　アレンはウラル神に向かって、思わず祈っていた。

　どうかこの未み熟じゆくな、子供のままの皇子の中に入って、徹てつ底てい的てきに教育し直してほしい。さもないとこの皇子は、いつかその浅せん慮りよでとんでもない失敗をしそうだ。

「その許嫁というのに会いたいなぁ。ハッシュウィルは遠い国だし、寒すぎるから行った人間があまりいないんだ。ぜひ、ハッシュウィルの話を聞きたい」

「……教育係はいないのか？」

　アレンお得意の嫌いやみのこもった質問だったが、ザハードは単純に捕とらえたようだ。答えはひどくあっさりとしたものだった。

「いるさ。だからこっちの言葉も話せるだろ。地理にも詳くわしいから、迷まよわないし」

「教えられたのはそれだけか？」

「十分だろ」

「帝王学とか兵法とか、政治学は学んだのか？」

「……そういえば教えられていないことがある」

　やっと気が付いたかと思ったら、ザハードは真しん剣けんな顔をしてアレンに言った。

「こっちの国で流は行やっている、ダンスというものを知らない」

「……」

「ザルセンでは、踊おどり手の舞まいを見るだけだ。こちらの国のダンス、あれは素す晴ばらしい。堂どう々どうと女の手を握にぎって、顔をじっくり見ながら踊るのだろ？　ぜひ教えてくれ」

「……」

　ウラル神に会いたい。アレンは心の底から祈った。言葉が通じない相手と、うまく話す方法をぜひ教えてもらいたい。

　言葉なんか必要のないウラルの力が、今は何よりも欲しかった。
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　城内の誰だれもが、どこかそわそわしていた。それはザルセンの一いつ行こうがとても魅み力りよく的で、皇おう子じが大金持ちだったからだ。

　財務大臣はアレンに長時間意見をし、結局ザハードが差し出した宝石を受け取らせたのだ。そのうちの一つを、朝食の時にアレンはパールの前に置いてくれた。

「友好の印しるしだそうだ」

「んまぁ……」

　それは見み事ごとなブラックパールが、きらきら輝かがやく石で飾かざられたペンダントだった。

「陛へい下かはあまり宝石のことに詳くわしくないのですか？」

　パールは小さなクッションの上に置かれたペンダントを見て、恐おそろしくなってしまった。あまりにも高額なものだったからだ。

「そうだな、あまり詳しくない。あなたは？　詳しいのか？」

「ハッシュウィルでは、たまにこんな光る石が採とれるんです。ダイアモンドというそうで、とても貴き重ちようで高価なものですわ。これ一ひと粒つぶで、きっと馬が何頭も買えると思います」

　まだアタカンが生きていた頃ころ、パールはダイアモンドの付いたネックレスを贈おくられそうになったことがある。あの時は確かガーネットが、姫様が婚こん姻いんなさる時に差し上げてくださいと丁てい寧ねいに断ことわったのだ。

　パールはガーネットを少し恨うらんだ。けれどガーネットが、あれを今受け取ったら、姫様は決して幸せな婚姻はできませんと、謎なぞのような言葉を暗い声で言ってきた。

　ダイアモンドのネックレスよりガーネットのほうが大切だったから、悲しませないためにも言うことを聞いた。けれどアタカンは酷ひどく怒おこって、ガーネットを城から追おい出そうとしたのだ。

　助けてくれたのはハイルだった。冷れい酷こくな兄なのに、なぜ、あの時に限って助けてくれたのだろう。もしかしたらガーネットが気に入っていたのかと思ったが、二人が会っている場面など見たこともない。

　今でもあれは謎の出来事だ。だからパールは、ダイアモンドにあまりいい印いん象しようを持っていないのだった。

「そうか、私はそのブラックパールが、あなたの名前を持つものだと思ったから、つい選んでしまった。財務大臣は受け取れというけれど、これはやはり返すべきだと思う。私は間違ってるかな？」

「いいえ……ガーネットも同じように、以前、父がダイアモンドをくれようとしたのを断りましたの。きっとこんな高価なものをくれるという時は、心に何かいけないものがあるんですわ」

　アレンの気持ちが、今は少しわかるようになっていた。

　お金では幸せは買えないと、アレンは知っている。どんなに宝石を積んでも、亡なくなった両親は戻もどらない。あんなに短い時間だったけれど、養よう護ご院いんの子こ供どもたちはパールが帰る時に泣ないた。好きな相手に去さられるということは、きっととても辛つらいことなのだ。

　パールだってガーネットが城から追い出されそうになった時は、悲しくて泣き喚わめいたものだ。あれよりずっと辛い経験をしたアレンは、失うしなうことを誰より恐れている。

　そう思うと、パールはアレンの側そばにずっといてあげたいと思ってしまう。婚姻が延のびたことで腹を立てたことを、殊しゆ勝しようにもパールは反はん省せいしていた。

「こんな高価なものを受け取ってしまったら、きっと代だい償しようを求められますわ。理り不ふ尽じんな要求を吞のむのは、王としてはいけないことです」

「どうしたんだろう。今け朝さのあなたは、いつもよりずっと大人おとなっぽいことを言うな」

「んっまっ。わ、私だって、ちゃんと考えて、意見を言える時だってありますわ」

　クラウディアのおかげだということは、あえてここでは言わないことにした。パールのことを気に入ってくれたのか、今日からクラウディアは、王にしか教えられることのない、帝王学をパールにも教え始めたのだ。

　王たるものは、常つねに高こう潔けつな魂たましいを持っていなければいけないそうだ。では、高潔な魂とはどんなものなのだろう。それはまだパールにもよくわからない。はっきりしているのは、贈り物を拒こばんだくらいで、城から大切な女によ官かんを追い出すような人間が持つものではなさそうだ。

「いつか、もっと綺き麗れいなパールを贈ると約束する。ブラックパールはよくないな。あなたにはやはりピンク色のほうが似に合あうから」

　アレンは照てれたように笑わらいながら、ブラックパールのペンダントをテーブルの上から下げさせた。

「今はまだいりませんわ。この間戴いただいたドレスにも、たくさんパールが使われておりましたもの。それより人にん形ぎよう芝し居ばいの舞ぶ台たいを作るために、職人の手配をしてくださいませ」

「ああ、喜よろこんで。で、話は仕上がった？　真っ先に私に読ませてくれるんだろ」

「ええ、もちろんですわ。でも、少し詰つまってますの。ウラル神って、意外に言葉遣づかいが悪いでしょ。あのままの口く調ちようでよろしいのかしら」

「そうなんだ。宿屋の主人みたいな話し方をする……ん……何で知ってるんだ？」

　しまったと思ったが、もう遅おそかった。

　パールは噓うそをつくのが下へ手ただ。すぐに顔に出てしまうから、アレンは気が付いただろう。

「まさか……会ったのか？」

「……誰にも言わないでくれとおっしゃっていたのに……」

　下した唇くちびるを嚙かみしめて、パールは俯うつむく。

「黙だまっていたことは怒らないから、いつ、どんな姿すがたで来たのかだけでも教えてほしい」

「……婚こん約やく披ひ露ろうの祝しゆく宴えんの夜に……梟ふくろうの姿で私の寝室にいらしたの」

「梟の姿……。そうか、だから翌日、ウラル神話なんかを読みだしたんだな」

「ええ……だって……本当に話ができるなんて……何も知らなかったんですもの。この国の神様って、飾り物ではないのですね」

　アレンはパン籠かごの中から、蜂はち蜜みつがたっぷりかかったものを手に取り、パールに勧すすめた。

「ウラル神の大だい好こう物ぶつだよ。また会えるなら、私は毎日窓まど辺べに、このパンを置いておくのに」

　パンを手に取り、パールは口に運ぶ。ほんのりと甘あまく、優しい味あじがした。

「それで？　何を話した？」

　アレンも蜂蜜パンを食べながら訊きいてくる。

「よく覚えておりませんけれど、一つだけははっきりしていますわ。私は両親の元で育てられなかったけれど、親の見本がなくてもいい親にはなれるそうです」

　本当はアレンのことを好きになってしまった苦くるしさを、ウラル神に知られてしまったのだ。けれどそのことだけは、まだとてもアレンに話す気にはなれない。

「そうか、そんなことを言ってたのか。ウラル神らしいな」

　二人は目を見み交かわし微ほほ笑えみを浮うかべる。いつになくいい雰ふん囲い気きの朝食だった。

　ところがそこに、突然闖ちん入にゆう者しやが割り込んできた。

「やぁ、こんな狭せまいところで、二人きりで朝食か？」

「ザハード皇子……」

　昨さく夜やはワインを浴あびるほど飲み、酔よった勢いきおいで言いたい放ほう題だい好きなことを言っていたと思ったら、最後は気を失うように眠ってしまったとパールは聞いていた。なのに今け朝さ、いきなり現れたその姿は、疲つかれた様よう子すもなく颯さつ爽そうとしている。

　浅あさ黒ぐろい肌はだと濃こい茶の瞳ひとみ、同じく濃い茶色の髪をしたザハードは、パールが見たこともない鮮あざやかな衣い装しようを身に着けていた。

「その麗うるわしい姫を紹介してくれ」

「……今夜、正式な晩ばん餐さんの時に紹介しようと思ったのに……」

　アレンは途と端たんに不ふ機き嫌げんになる。それでもしぶしぶとパールの手を取り、ザハードに向けてその名を告つげた。

「私の婚約者で、ハッシュウィルの第三王女、パール姫だ」

　パールは立ち上がり、頭を下げて歓かん迎げいの挨あい拶さつを述のべた。

「お目にかかれて光こう栄えいです、中都ザルセン国皇こう太たい子し殿でん下か……」

「美しい……なんて美しい姫なんだ。我わが国にも多数の美女がいるが、これほどに美しい姫は見たことがないぞ」

　ザハードは凄すごい勢いでパールに近づいてくると、アレンが握にぎっているのと反対の手を取り、素す早ばやく唇を押し当ててきた。

　パールはどうしたらいいのかわからず、軽く腰こしを下げて挨拶を返す。

　そのまますぐに手を離はなしてくれればいいのに、どうしたことか二人ともパールの手を離さない。パールは立ったままで、座すわったほうがいいのか、それともこのまま立っているべきなのかもわからなくて困こまっていた。
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「ご着席をザハード皇子。よろしければ一いつ緒しよに朝食をどうぞ……」

「ああ……こんな美女と朝食なんて、夢ゆめのようだ」

　ザハードは示しめされたわけでもないのに、勝かつ手てにパールの横に座ってしまった。

　侍じ従じゆうたちはおろおろしながら、それでもすぐにザハードの前に飲み物やパンを並べる。ザハードはオレンジを齧かじったが、それ以外は何も口にせずに、ただパールの顔ばかり見つめていた。

　あまりにも気まずくて、パールはもう食事を続けることができなくなってしまった。ここはガーネットを呼よんで、退室するべきだろうか。

　アレンは完全に怒っている。けれどどうにか自分を落ち着かせようとしているのが、パールにも伝わってきた。

「姫、この国に来て楽しいか？」

　質問されてパールは、仕方なくザハードに顔を向けた。

　真まっ直すぐに自分だけが見つめられている。気き恥はずかしさからパールは、自然と顔を赤くしてしまった。

「はい……楽しいですわ」

「で、婚姻はいつするんだ」

「来年の予定です」

　正直にパールは答えてしまった。するとザハードの顔がぱっと明るいものに変わった。

「来年？　おい、陛下、貴き殿でんはこの美しい姫を、一年も待たせるつもりなのか？」

　ザハードの言葉に、ますますアレンの機嫌は悪くなっていく。

「そうだが、それが何か？」

「待たせるなんて失礼じゃないか」

「我が国には、いろいろと事情があるんだ」

「財政事情ってやつだろ？」

　アレンはむっとして、思わず手にしたパンを握りつぶしている。パールは自分がおかしなことを言ってしまったせいかしらと、おろおろするばかりだ。

「まだ婚約中なら、解消しても問題ないだろう。姫、どうせ戦いくさの賠ばい償しよう金きん代がわりに、嫁よめ入りさせられたんだろ。だったらこんな婚約は解消して、我が国に嫁とつがないか？」

「……おっしゃっている意味がわかりませんわ……」

「我が国に嫁げば、すぐに豪ごう華かな婚姻の式典を執とり行おこなう。一年も待たせるようなことは、私ならしないぞ」

「おっしゃっている意味がわかりません」

　わかってはいるがわかりたくない。突然現れて、この婚約を解消して自分の妻つまになれとこの皇子は言っているのだ。

　何て傲ごう慢まんで嫌いやなやつと、パールもアレンと同じようにふるふると手を震ふるわせていた。

「陛下、きちんと婚約の違い約やく金はこちらで払はらう。だからすぐに婚約を解消してくれ」

「ザハード皇子、自分が言っていることの意味がわかっているのか？」

「ああ、わかってるよ。私のほうが、貴殿よりずっと姫を大切にする。婚姻を待たせたりはしない。毎日一つずつ、宝石と新しいドレスを贈ろう。あれだな。離り宮きゆうを建ててもいい。姫に相応ふさわしい、白はく亜あの離宮などどうだ」

「そんな失礼な申し出は、何があっても受け入れない。パール姫、すぐに部屋に戻りなさい」

　アレンの言葉に、パールはほっとした。ともかくザハードの視線から逃のがれたい。これ以上ここにいたら、さらに何を言われるかわからなかった。

「行っちゃうのか。それはないだろう。せっかく話せたのに」

「失礼いたします、ザハード殿下」

　挨拶だけすると、パールは急いで食しよく卓たくを後にした。

　心臓がどきどきと激しく鼓こ動どうを響ひびかせている。けれどその正体が怒いかりなのか、混こん乱らんのせいなのか、それとも思わぬときめきなのか、パールにもよくわからなくなってきた。

「ガーネット……」

　控ひかえの間で、ミトリと一緒にお茶を飲んでいたガーネットは、パールのただならぬ様子に慌あわてて席を立った。

「どうかなさったのですか、姫様」

「……部屋に戻ります……」

「陛下とまた喧けん嘩かなさったのですか？」

　ちらっとミトリを振ふり返り、ガーネットは心配そうに訊きいてくる。

「いいえ……今朝の陛下は、とてもお優しかったわ。酷ひどいのは、あの皇太子よ」

　ガーネットの手を握ったパールは、救いを求めるようにじっと見つめた。

「婚約を解消して、皇太子と婚姻しろなんて言われたの」

「それは……お気の毒どくでした。よく凌しのがれましたね。陛下はどうなさってます？」

「まだ、食堂にいらっしゃると思うわ。ガーネット、まさか陛下は、私をお金と引き替えにザルセンになんて行かせないわよね」

　ついにパールの瞳ひとみから、涙なみだが溢あふれ出してきた。

　まるで自分がもののように扱あつかわれた気がして、パールは酷く傷ついたのだ。

　けれどその反面、あんなふうに殿との方がたから望まれたことなどなかったから、自分でもどうすることもできないほど心が揺ゆれてしまった。

　ザハードの言葉に対して嫌けん悪お感かんがあるというのに、心の片かた隅すみにどきどきしてしまう気持ちが生まれていて、パールは自分でもそんな自分が嫌になる。

「陛下はそんなことは決してなさりません。パール姫様、どうか、お心を乱みだされませぬよう」

　まるでパールの気持ちを読んだかのように、ミトリが言ってきた。

「陛下のご様子を見てまいります。パール姫様、後ほど近この衛え兵へいを差し向けますので。ザルセンという国では、女性を攫さらうことが罪つみだと思っていないようですから、用心したほうがよろしいかと思います」

　いつになく厳きびしいミトリの表情に、ガーネットは緊きん張ちようした様子でパールを抱だきかかえてくれた。

「姫様、お部屋に戻りましょう。後のちほど、被ひ服ふく省しようの女官がまいります。人形芝居のお話を伺うかがいたいそうです」

　ガーネットは何とかパールの気を引き立たせようとしてくれているが、そう簡単に動どう揺ようは収おさまりそうになかった。

「ザルセンでは、女性を攫うの？」

　不安そうに訊くと、ガーネットは困ったように答えた。

「王は……二十人の正せい妃ひを持つような国らしいです」

「んっまっ、に、二十人もですって。それではお父様と変わらないじゃないの」

　もっともアタカンは、正妃を二十人持っていたわけではない。愛人を何人も抱かかえていただけだが、意味は同じことだろうか。

　ガーネットの言葉を聞いて、どきどきした気分は半減していた。

　二十人の中の一人として選ばれたからといって、嬉うれしいはずがない。

　部屋に戻ると、ガーネットはそれとなく女官たちに警戒を強めるよう指さし図ずする。それを聞いているうちにパールはまたもや心臓がどきどきしてきた。

　物語の世界では、攫われる姫君のことがよく書かれている。ハッシュウィルの城にいた頃は、誰かこの雪に埋うもれた城から、私を攫っていってくれないかしらと夢見たものだ。

　けれど実際に自分のこととなったらどうだろう。

　アレンという素す晴ばらしい許嫁フイアンセがいるのに、たった一目パールを見ただけで、欲しいなどと簡単に口にするザハードに攫われて嬉しいだろうか。

「姫様……陛下は正義感の強いかたです。理不尽なことを要求されて、さぞやお怒りのことと思います。ザルセンの皇太子殿下と、揉もめ事にならなければよろしいのですが」

　ガーネットは思わず不安そうに言ってしまった。けれど言った後で、それはパールに聞かせるべきことではなかったと、慌てて何か取り繕つくろおうとしたが、もう遅かった。

「たかが女性のために、一国の王と他国の皇太子が争あらそうというの？　そんなこと馬ば鹿かげているわ。あってはならないことよ」

　古いにしえの物語に、そんな話はまた山ほどある。美女を巡めぐっての戦の話を思い出し、パールは大きな目をパシパシと瞬しばたたいた。

「昔はあったのかもしれないけれど、わ、私が、そんな伝説の女主人公と同列のはずがないでしょ。きっとあれはザルセン流の女性の褒ほめ方なのだわ。陛下はとっても生き真ま面じ目めでらっしゃるから、そういう冗じよう談だんが通じないのよ。そうでしょ、ガーネット」

「は、はい。とんでもないことを口にして、私が至いたりませんでした。でもそのお言葉を聞いて安心いたしましたわ。姫様、大人になられましたね」

「そ、そうかしら」

　パールは無理に笑おうとしたが、やはり引き攣つった笑え顔がおにしかならなかった。

　ガーネットの言うとおりだ。アレンは生真面目な上に強ごう情じようで負けず嫌ぎらい、ザハードにあんなことを言われて、大人しく引き下がるとは思えない。勢いで宣せん戦せん布ふ告こくでもしないかと、つい余よ計けいな心配をしてしまう。

「あの方たちは、いつまでこちらに逗とう留りゆうなさっているのでしょう」

　まだ不安そうにガーネットは言った。

「そうね。もうお帰りになったらいいんだわ」

　楽しい人形芝居のことを考えよう。そうすれば突然襲おそってきた嵐あらしのことなど、すぐに忘れられる。そう思ってパールは文ふ机づくえに向かい、丁てい寧ねいに積み重ねられていた、下手くそな絵で描えがかれた舞台の下書きを取りだした。

「ねぇ、ガーネット」

「はい、何でしょうか？」

　椅子に座り、舞台の下絵を並べているパールに、ガーネットは寄り添そう。内心は激しく動揺しているのに、気き丈じようにも普ふ段だんどおりにしようとしているパールの姿に、ガーネットは胸を痛いためているようだ。

「ウラル神は、人の心に入れるのよ。その気になれば、大金持ちのザルセンの王にだってなれるんだわ」

「そうでしたわね」

「そうよ、なのにウラル神は、動物の中にいるの。宝石や大おお勢ぜいの妻や、たくさんの馬や兵士には興味がないんだわ。欲よくがないのね」

　パールはさらに人形の下絵を取り出す。そこにはウラル神が乗り移った王の人形が描かれていた。絵が上手ではないことくらい、パールもわかっている。ちっとも神様らしくないし、王様らしくもないけれど、パールは自分が描いた初代ウラル王を気に入っていた。

「陛下は、このウラル神の子し孫そんなのよ。それって何だか、とても凄いことだと思わない？　ウラル神は、今でも自分の子孫たちを見守っているんだわ」

　パールのことも、きっと今でも見守ってくれているはずだ。だからそう簡単に、ここから攫われるようなことはウラル神が許ゆるさないだろうと、パールはおかしな希望を持っていた。

　しばらくは人形芝居の準備に追われた。そうしていると、食堂でのことなど夢だったような気がする。アレンはもう執しつ務むに就ついただろうかと考えていたら、左右を近衛兵に挟はさまれて、ザルセンの従者がやってきた。

「パール姫様、私はザハード皇子の侍従を務つとめますアシドと申します。今朝ほどは、大変失礼をいたしました」

　アシドはこの国の言葉を綺麗に話す。よく見ると、肌の色があまり浅黒くないし、髪色もかなり明るいから、両親のどちらかが他国の人間なのかもしれない。

「ザハード皇子は、何でも遠えん慮りよなく口にしてしまわれるかたなので、誤解されることが多いようです。不ふ愉ゆ快かいになられたと思いますが、その広いお心でお許しを願うばかりです」

「んっ……まぁ……」

　わざわざ謝あやまりに来たのは、評価されるべきだ。そう思ってパールは、鷹おう揚ように頷うなずいた。

「私より、陛下に謝っていただければ結構です」

　未来の王妃らしく、パールはアレンのことを真っ先に立ててみる。するとアシドは深く頷きながら、金の箱を差し出してきた。

「これはザハード皇子より、パール姫様にお渡わたしするようにと預あずかってまいりました」

「何ですの？」

　開くようにとパールが示すと、ガーネットが代わって受け取り、箱の蓋ふたを開いてパールに見せた。

　中を見た瞬しゆん間かん、パールの顔色は変わった。

　さっきアレンが持ってきたブラックパールのペンダントと、他にもたくさんの宝石が詰まっていて、その上に一枚の手紙が載のっていた。

「お手紙だけいただきます。それ以外は、お持ち帰りになってください」

　即そく座ざに断ったけれど、悪魔の囁ささやきが聞こえる。

　これだけの宝石があれば、何枚のドレスと靴くつが買えるのだろう。兄のハッシュウィル国王ラスタが、ウラル国に賠償金代わりに贈った鉄より、はるかに価か値ちがありそうだった。

　けれどパールの心から、すぐに悪魔は遠ざかった。

　ウラル神に一度でも会っていなかったら、あるいは誘ゆう惑わくされたかもしれない。けれどパールの心には、今でもウラル神の示した温あたたかさが残っている。

　この国の王妃となるから、ウラル神は会いに来てくれたのだ。たかが宝石の誘惑に負けて、高潔な魂を売り渡してはいけない。

　ガーネットはすぐに手紙だけ抜き取り、黄金の箱をアシドに返した。

「お受け取りいただけないのでしょうか？」

「はい……そのようなものを戴く理由がありません。この国では、金品よりも真ま心ごころが尊たつとばれると、ザハード皇太子にお伝えください」

「姫様……」

　ガーネットは俯き、手で目元を拭ぬぐっている。

　これまでのパールだったら、その後のことなど何も考えずに贈り物を受け取っただろう。誘惑に負けなかった成長ぶりに、ガーネットはまたもや感激しているのだ。

「お手紙へのお返事は、後ほど届けさせますので、どうかお引き取りを」

「……御ぎよ意い……」

　アシドは残ざん念ねんそうに出て行く。その姿が部屋から消えたと同時に、パールは手紙を開いた。

　読み進むうちに、みるみるパールの顔は真っ赤になっていく。こんな手紙をアレンは決して書かない。いや、生しよう涯がい書けないだろう。

『美しい姫君。


　一目見て、あなたの虜とりこになってしまいました。

　この世に、あなたのように美しい人がいるなんて、今まで知らなかったのです。

　旅の間、私が捜さがしていたのは、あなただったのですね。

　これで旅の目的は果はたされました。

　どうか私と一緒に、ザルセンに行ってください。

　先ほど言ったことはすべて私の心から出た真実です。

　あなたのために、白亜の離宮を用意しましょう。

　さらにあなたのために、近衛隊を一隊用意します。

　黄金と絹きぬで飾った馬車で、共に我が王宮にまいりましょう。

　兄上の政略で、無意味な婚姻をなさることはありません。

　あなたに相応しい王宮があることを、思い出してください。

　つまらぬものを贈りました。こんな宝石をいくつ並べても、あなたの前では輝きを失います。

　あなたこそ真の宝石です。

　麗うるわしのパール姫、どうか私と生涯を共にすることを、考えてはいただけないでしょうか。

　あなたの忠ちゆう実じつなる愛の僕しもべ…………中都ザルセン王国皇太子ザハード』



　品がないわ、こんな笑い顔したら駄だ目めよと思いながら、パールは思わずへらへらと笑い出してしまった。

「ガーネット、これはいったい、どういう冗談かしら。陛下もご冗談がお好きだけど、あの方に比くらべたらまだまだね」

　パールの手から手紙を渡されたガーネットは、心配そうに訊いてくる。

「読んでもよろしいのですか？」

「ええ……いいわよ。とても美しい文字ね。それだけは褒めて差し上げてもいいわ。もっともご自分で書いたかどうか、怪あやしいものだけど」

「……こ、これは……」

　手紙を持つガーネットの手は震えている。その顔はいつもの穏おだやかなものではなくて、今にも口をあんぐりと開きそうだった。

「信じられる？　ほんのわずか同席しただけで、これだけのことを書けるなんて」

　アレンは最初はとても冷たかった。それで腹立たしい思いもしたけれど、これはこれでまた腹立たしい。

「私のいったい何がわかるというの。そう思わない、ガーネット？」

「ひ、姫様っ！」

　ガーネットは手紙を手にしたまま、いきなりパールに抱き付いてきた。

「ど、どうしたの、ガーネット」

「大人になられましたね。宝石にも、このようなお手紙にも、心を乱されないなんて、素晴らしいことですわ」

「そ、そうかしら」

「すぐにお返事を出されたほうがいいと思いますが、何と書けばいいのでしょう？」

「簡単よ……」

　パールは文机の引き出しから、手紙用の紙を取りだし、ペンの先をインクに浸ひたした。

『中都ザルセン国皇太子ザハード様


　お手紙拝はい読どくいたしました。

　ご期待には添そえません。

　私はウラル国王アレン陛下を心よりお慕したい申し上げております。

　百万の宝石より、たった一つの愛情しか、私には必要ありませんので。

　ご帰国までの旅が、つつがなくまいりますよう、お祈いのり申し上げます。


パール』





　名前を書くとき、ハッシュウィル王国第三王女と入れるべきか少し迷まよった。

　だがあえて書かないことにした。今の身分はウラル国王アレンの許嫁、それ以外の何ものでもないと思いたかったからだ。

　丁寧に封ふうをして、薔ば薇ら香こう油ゆの香かおりをほのかに染しみこませる。そしてガーネットが女官の一人に届けるよう命じていたら、またアシドが部屋の入り口に立っていた。

「お返事を待っていらしたのですか？」

　ガーネットが訊たずねると、アシドは首を横に振り、手に提さげていたものを示した。

「何ですの、それは……」

「パール姫様の無ぶ聊りようをお慰なぐさめするためにと、ザハード殿下よりのお届け物です。機き械かい仕じ掛かけの鳥でございます」

　金の小さな鳥籠に、宝石で飾られた鳥がいた。アシドが皆みなに断ってネジを巻まくと、突然美しい声で歌いだした。

　これにはさすがにパールの心も揺らいだ。

　何と美しい細さい工く物だろう。こんな素晴らしいものは、ハッシュウィルの王宮内でも見たことがない。

　今にも手が伸のびそうだったが、パールはぎゅっと口を引き結んだ。

「お持ち帰りになってください。私は、何も受け取りません」

　そのままパールは、ガーネットに扉とびらを閉めるように命じる。あんなものをいつまでも見ていたら、また心に悪魔が忍しのび込んできそうだった。
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　アシドが金の鳥とり籠かごも持ち帰ったと知って、ザハードは怒いかりから手にした果くだ物ものをアシドに向かって投げつけていた。

「こんな手紙を貰もらってこいなんて言ってないぞっ」

「ですがザハード様、この国の人たちは、どうやらザルセンとものの考え方が違うようです」

　皇太子の側そつ近きんという名めい誉よある地位を手に入れたものの、まだ若いアシドにはこのわがままな皇おう子じの命令どおりにするのも難むずかしいだろう。

　果物をその身で受け、汚よごれた顔のまま俯うつむいている。

「旅先だ。それ以上のものはそうないというのに。アシド、どうすればあの姫の気を惹ひけるんだ。教えろ」

「い、いえ、私には、とても異国の姫君の好このまれるものなどわかりません」

「絹きぬを贈おくるか？　すぐに国に使者を送って、大量に絹を運ばせろ」

「お、お待ちください。どんなに贈り物をなさっても、あの姫のお心はすでにこの国の王のものだと思われますが」

　ぎろっとザハードはアシドを睨にらみ付ける。するとアシドはしまったといった顔をして、ますます俯いてしまった。

「こんな貧びん乏ぼう国のどこがいいんだ？　よくわからないな。あの王だって、そりゃ金の髪をしていて美しいけど、何かと小うるさくて嫌いやなやつじゃないか」

　ザハードは新たに籠からリンゴを手に取り、むしゃむしゃと食べ始めた。

　手間を惜おしまなかった証しよう拠こだろう、食事はなかなかおいしかった。少なくともウラル王はケチじゃないとそれでわかった。

　だがこの国が困こん窮きゆうしているのは明らかだ。迎げい賓ひん館かんと名は付いていても、完全に修理された様よう子すはない。戦いくさの間は、侵しん攻こうしてきたハッシュウィル兵の兵舎として利用されていたらしいが、その時に荒あらされたままの状態だ。

　なのに宝石は受け取らない。

　しかもパールまでもが拒きよ絶ぜつしたことで、ザハードは納なつ得とくできないまま苛いら立だっていた。

「ザルセンに行けば、幸せになれるとわかってるのに、何で私の申し出を断ことわるんだ」

　ザハードの質問に、もうアシドは答えない。これ以上何か言ったら、首を斬きられそうだと怯おびえていたのだ。

「そうか、ザルセンのことをよく知らないんだな。ザルセンがどれだけ豊かな国かわかったら、少しは考えも変わるかな。では直接姫と会って、ザルセンの素す晴ばらしさを教えてこよう。そうすればこんな貧乏国にいるより、私と一いつ緒しよにいるほうがいいと思うだろう」

「そ、それは……やはりウラル王のご了りよう承しようを得るべきだと思います」

　首を斬られる覚悟ができたのか、アシドは進言する。それを聞いてザハードは、椅い子すから立ち上がりかけたがまた座すわり直した。

「あの王は苦にが手てだ。やたら知識や理り屈くつで攻せめてくる。自分が、余よ程ほど頭がいいとでも思ってるのかな」

　アレンのことが、どうしても気に入らない。優しそうな外見をしているのに、思っていたよりずっと強ごう情じようだ。どうあっても自分の優位を示しめそうとするのも、ザハードには納なつ得とくできなかった。

「ザルセンが本気で攻め入ったら、こんな国、一日で潰つぶせるのに……」

「で、ででで、殿でん下か、それだけはなりませぬ。旅立ちの前に、国王からその言葉だけは、どの国の王にも言ってはならないと、戒いましめられていたはずです」

　必死に叫さけびながら、アシドはよたよたとザハードに近づいてきた。そしてザハードの足あし下もとに平ひれ伏ふして、振ふり絞しぼるような声で言った。

「どうか、お心を安らかに。決して、決して、戦の火ひ種だねになるようなことはなさらないでください」

「そう言われてもな、腹が立つ。何で昔はあんなに戦ばかりしていた国なのに、今になってそれは慎つつしめなんて言うんだ」

　かつてザルセンはその歴史の中で、何度も戦を繰り返して領土を拡ひろげてきた。あまりにも広がった国土を、一人の王では治めきれず、三人の王子が生まれた年に、三国に分けて統治するようになったのだ。

　その後、大きな戦乱が起こらなかったのは、統治がうまくいって国が豊かになったことと、下へ手たに他国を攻めてしまったら、三国の微び妙みような調和がそれによって崩くずれることを恐おそれてだった。

　まだ学び途中のザハードには、そういった国の事情はわからない。この世の中で、何もかも自分の思うようにならないことなどないと信じて、今日まで育ってしまったのだ。

「アシドも見ただろう。あの素晴らしい銀色の髪、あんなのは見たことがない。あの姫が欲しい。どうにかしろ」

「どうにかしろとおっしゃっても、やはりこの国の人々は、我わが国と多少ものの考え方が違うように思われますので……」

「そこをどうにかしろと言ってるんだ」

　こうなるともう無む茶ちや苦く茶ちやだ。けれどザハードの脳のう裏りには、美しいパールの姿が焼き付いていて、そう簡単に消えることはなかった。

　近親婚では優秀な子し孫そんは残せない。古いにしえからの知ち恵えでそれを知っているザルセン王朝では、異国から花はな嫁よめを奪だつ略りやくしてくることに罪ざい悪あく感かんはない。そのおかげなのか、王族の容よう姿しは皆みな美しく、聡そう明めいな者も多かった。

　ザハードも自分の容姿には自信がある。

　若くて美しい大国の皇こう太たい子し。どう考えても、自分が貧乏国であるウラルの金色の髪をした王に劣おとるとは思えなかった。

「もう一度、姫に会いに行くぞ」

　すっと立ち上がったザハードの前から下がらず、アシドは訴うつたえた。

「その前に、何なに卒とぞもう一度、ウラル王と親和を持たれますように」

「……しょうがない。会ってやる」

　また言い争あらそいになるのはわかりきっている。口だけの争いだとアレンに負けそうで、本当はあまり会いたくない。けれどアレンからパールを奪うばい取るために必要となったら、ここは我が慢まんするしかなかった。
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　朝食の席に乱らん入にゆうしたザハードは、パールがいなくなるとすぐに迎げい賓ひん館かんに戻もどってしまった。アレンは即そく座ざに財務大臣の憂うれいを無視して、贈おくられた宝石類を送り返してしまった。

「ここで帰れと言ったら、戦いくさの火ひ種だねになるかな」

　執しつ務む室しつに入ったアレンは、憂ゆう鬱うつそうにミトリに訴うつたえる。

「いっそ戦を受けて立ちたいくらいだ」

「アレン様……」

「ああ、ああ、わかってる。我が慢まんしろって言うんだろ。許嫁フイアンセを前にして、金品と交換してくれと言われても、すぐに婚こん姻いんもできない貧びん乏ぼう国だとバカにされても、大人おとなしくパンを握にぎりつぶしていればいいんだろっ」

　ついに怒いかりに耐たえきれなくなったアレンだったが、自分を落ち着かせようと書しよ簡かんの山に手を伸のばし、次々と封ふうを開き始めた。

「減げん税ぜいの嘆たん願がん書……これも、これも、これもだ。どこの貴族も、領地から上がった税のうち、国庫に納おさめるべきものを冬の間は許ゆるしてくれと請せい願がんの嵐あらしだ。ここで私は、パール姫をあのザルセンの皇おう子じに、売り渡わたしたほうが賢けん明めいなのか？」

「アレン様、お心にもないことを」

「……わからないぞ。あのパール姫のことだ。白はく亜あの離り宮きゆうに住みたいと思い始めたかもしれない。私はパール姫に甘あまい言葉なんて決して掛けないし、いつだって口を開けば喧けん嘩かばかりだ。そんな私といるより、あの浮うかれたザハードといたいのかもしれない」

「ありえません、アレン様、どうか冷静に……。ゴシュラムのゴート王とシーナ王おう妃ひから、連名で書簡が届けられております」

　アレンの気を引き立たせるために、ミトリはたくさんの書簡の中から、わざわざシーナからのものを上に置いて目に触ふれさせた。

「何だ、武術大会の招しよう待たい状じようじゃないか。早いものだ……もうそんな時期になったのか。残ざん念ねんながら私は出たことがない。身代わりとして出たのは、シーナとウラル神だ」

　シーナはウラル神によって変身させられ、ラウル・フォー・メイデンとして武術大会に出場した。優勝直前までいったのに、相手がゴート王で簡単に降こう参さんしたそうだ。

　そんな話をシーナから聞かされるたびに、自分が出たら優勝したかもしれないと、アレンは一人で熱くなっていたものだ。

「パール姫様をご同どう伴はんされて、お出で掛かけになってはいかがですか？　私もゴシュラムの方々には、ぜひまた会いたいと思っておりました」

「そうだな……だが、あのザルセンの賓ひん客きやくをどうする？」

　まさかみんなで出掛けるから、ここを出て行ってくれとも言えない。

「武術大会まで十日もあります。まさかその頃ころまで滞たい在ざいされることはないでしょう」

　ミトリは心配ないと思っているようだが、アレンは自信がない。

　けれどどうしてもゴシュラムには行きたかった。やはりアレンは、ゴート王に頼たよるしかないと思い始めていたのだ。

「ミトリ、婚姻を延のばしたのは正しいが、それだけでは駄だ目めだ……ここは素す直なおにゴシュラムから資金を借かり入れよう」

「アレン様、ようやく決意なさいましたか」

「ああ、恥はじだなんて言ってる余よ裕ゆうはない。ただしミトリ、春になって収穫が確約されたら、不正に納税を逃のがれる者がないよう、徴ちよう収しゆうを強化しないといけない」

「ウラルの貴族諸しよ侯こうには、不正をして税を逃れるような者はおりません」

「これまではな……」

　自分の息むす子こやあるいは孫まごと同じような歳としの王に、どれだけ忠ちゆう誠せいを示しめしてくれるのか、アレンには自信がない。幸いなことにまだ領民に愛され、貴族たちからも反発されることはなかった。

　けれどよい政治を行おこなえなければ、不満はたまり国は内部から崩ほう壊かいしてしまう。

「王とは……大変な仕事だな」

「はい、国に戻もどられてから、アレン様は大変よく王として務つとめられていると思います」

「シーナはいい相手と巡めぐり会えた。ゴート王なら生しよう涯がい、シーナを不安にさせることはないだろう。本当は……私としては、ミトリと婚姻してくれるといいと思っていたんだが」

　生涯の忠誠を誓ちかってくれているミトリに何か返せるとしたら、それしかアレンには思いつかなかったのだ。なのにシーナは、アレンの期待を裏うら切ぎって、隣りん国ごくの王に嫁とついでしまった。

「お気持ちは嬉うれしいのですが、私にはとてもシーナ様のお相手は務まりません。私は、細かいことに気を遣つかうほうなので……」

「そうだな。シーナに合わせていたら、とても疲つかれるよな。ゴート王はどうやって、あのうるさいシーナと合わせてるんだろう」

「あのお二人は、ある意味とても似にていらっしゃるので……」

　武術大会の案内を見てミトリと話しているうちに、アレンの心も落ち着いてきた。自分より年上の諸侯に対して、減税の嘆願の返事を書く準備にアレンは入った。

　それほど厳きびしい冬でなくてよかった。それだけが救いだ。

「春先にハッシュウィルから、季節労働者を雇こ用ようなさるのもよろしいかと思います。ハッシュウィルの春はこちらより一月以上遅おそいようですので、軍を縮しゆく小しようしたハッシュウィルでは、若い働き手が冬場には余あまっているようですから」

「それはいい考えだな。こちらは労働力が少なくて困こまっているところだ」

「畑地の開かい墾こんや、水路の補強工事に雇やとわれるとよろしいかと思います。そのためには当座の資金が入り用ですが……アレン様、隣国からの借り入れをよくご決断なさいました」

「ミトリには感心する。いい進しん言げんだ……」

　何枚か返事を書いた。王として働いている充実感がアレンの中に満みちてきた時、いきなり執務室の扉とびらが開かれ、ザハードが眉み間けんに皺しわを寄せて迫せまってきた。

「な、何だ、いきなり……」

「この国は変わってる」

「はっ？」

「なぜ誰だれも宝石を受け取らない」

「今いま頃ごろ何だ？　さっき返しただろ」

　ザハードはそこで大きく首を横に振ふった。

「あの箱をそっくりそのまま姫君に渡したのに、受け取らなかったぞ。無ぶ礼れいじゃないかっ！」

「無礼なのはそっちだろ。私は国政の執務中だ。何の断ことわりもなくいきなり入ってきて、無理やり押しつけた宝石を、私も許嫁も受け取らないからって、文もん句くを言いだすなんて非ひ常じよう識しきだ」

　そこでアレンは一息つきながら、そうか、パールもあの箱を受け取らなかったのかとほっとした。今すぐにでもパールの元に行って、偉えらいぞと褒ほめてあげたいくらいだ。

「失礼だが、宝石で何もかも手に入るという考えは、改あらためたほうがいい。どんなに宝石があっても、そのまま食べて飢うえを凌しのげるわけじゃない。死人を生き返らせる魔力があるわけじゃないし、ましてや人の心は買えない」

「偉そうに言うな。我わが国では、宝石を贈るのは最大の礼を示したことなんだぞ」

「だからこちらも礼は返したつもりだ。そんなものを受け取らなくても、友人としてここでの逗とう留りゆうを許ゆるしたじゃないか」

「受け取らないことが非礼なんだと、どうしてわからないんだよ。貴き殿でんがそんなだから、姫君まですっかりおかしくなってるじゃないか。宝石を受け取らない女なんて、ありえないことだぞ。自分がおかしくしてしまったって、自覚がないんじゃないか」

　この時、アレンはザハードが宝石と一いつ緒しよに、とんでもない求愛の手紙まで送ったことは知らなかった。だからまだ冷静でいられたのかもしれない。

「女性のすべてが、宝石を欲しがるわけじゃない」

　アレンの知っているレディたちの中には、宝石よりも価か値ちのあるものを自分なりに見つけた者がいる。

　シーナはどんなに宝石を積まれたって、愛するゴート王を裏切らない。

　ゴート王の元許嫁であるレディ・サナは、病人を助けることに生き甲が斐いを見いだしていた。たとえ宝石を貰もらったとしても、それをすぐに換金してしまい、病人のためにすべて使ってしまうだろう。

　そしてシーナの第一騎き士しであるレディ・ジョージアにいたっては、騎士としての本分を全まつとうすることこそが生き甲斐だった。宝石よりも名めい誉よのほうが、ジョージアには大切だ。

　ガーネットにしたって、宝石よりはパールを選ぶだろう。自分の仕つかえる姫の幸せのほうが、宝石なんかよりはるかに大切なのだった。

「価か値ち観かんというものは、人それぞれだ」

「貧乏国の王の前だから、本心を隠かくして遠えん慮りよしているだけだ。もったいない。あんな美しい姫を、こんな国の王おう妃ひになんて。もっと自分に相応ふさわしい婚約者を選べよ」

「はっ？」

　あきれ果はててものが言えないのは最初からだが、直接貧乏国と言われては、アレンももう引き下がれなかった。

「騎士道に則のつとれば、今の暴ぼう言げんに対して私は決けつ闘とうを申し込むべきなのだが」

「アレン様っ！」

　ミトリはザハードの前で、陛へい下かと呼よばないといけないところ、思わず名前を呼んでしまった。それくらい慌あわてていたのだろう。

「騎士道だって？　それが何だ。我が国ではそんなどうでもいいものより、富とみを持つ者に敬けい意いを示すのが当然なんだぞ。この国がどうかしてるんだ」

「どうかしてると思う前に、他国の違った考えを尊そん重ちようすべきだ。帝王学を学ばなかったのか？」

「帝王学？　王になるのに必要なのは、富と力だろう。そんなことなら十分に学んだ。それよりウラル王、どうすればあの姫を譲ゆずる？　金額、領地、または絹きぬとか馬とか、交換条件を訊ききたいのだが」

　バカにしたようにザハードを見て、アレンは鼻はな先さきで笑わらった。自分にこんな顔ができるなんて、これまでアレンは知らなかったが、やればできるものだ。参考にしたつもりはなかったが、もしかしたら記憶の片かた隅すみに残っている、パールの兄のハイルの表情を真ま似ねていたかもしれない。

「断る。どんな金品を積まれても、私は自分の許嫁を譲ったりはしない。我が国には、人身売買のような悪あしき慣かん習しゆうはない」

　堂どう々どうと言ってすっきりした。けれどザハードは納なつ得とくしないのか、眉まゆを吊つり上げてアレンを睨にらんでいる。

「では……力ずくという手になるかな」

「宣せん戦せん布ふ告こくか？」

　アレンはまたもや鼻先でふんっと笑った。

　何だかすっかりハイルになった気分だ。もしかしたらこの時、本当にハイルの魂たましいがアレンに乗り移ったのかもしれない。悪あく行ぎようの限りを尽つくしたハイルにも、妹いもうとを思う気持ちがあったとは思えなかった。それより執しゆう着ちやくしていたアレンが危き機きに陥おちいったから、力を貸してくれているのだろうか。

「だがザハード皇子、貴殿も王族なら、軽々しく宣戦布告などできないことはわかっているだろう。そんなに戦いたいなら……いい案がある」

　にやっと笑うと、アレンはザハードの眼前に武術大会の案内状を突きつけた。

「真の勇者だったら、堂々と己おのれの力で勝負すべきだ」

「何だ、それは？」

　ザハードは、武術大会のことなど何も知らないらしい。アレンから引ったくるように案内状を奪うばうと、じっと目を凝こらして読んでいる。

「大おお勢ぜいの兵を引き連れて戦うのなら、さぞや貴殿は強いのだろう。だが一人では、どこまで強いと言えるのかな。敵といえど、ハッシュウィルのハイル王子は強かった。剣の腕うではたいしたものだったな」

「ふんっ、辺へん境きようの敗戦王子など、私に比くらべたらどうということなどない」

「ほーっ、そうなんだ。そんなに貴殿は強いのか。だったら、こんな武術大会など、簡単に優勝してしまえるな」

　単純なザハードのことだ。すぐに引っかかると思ったが、あまりに簡単に引っかかったので、アレンは笑いをこらえるのに必死だった。

「ではザハード皇子、この武術大会に出てみたらどうだ。私も招待されている。共ともに、ゴシュラムの民たみの前で、実力を見せつけようじゃないか」

「うっ……」

　どう足あ搔がいても、ザハードが優勝するはずがない。ゴート王は強い。さらにその第一騎士のジュードも強く、レディ騎士と呼ばれるジョージアだって、ザハードの勝てる相手ではなさそうだった。

「どうせこんなものは、ゴシュラムの王を勝たせるためにやってるんだろ」

「そんなことはない。勝てば王の騎士になれるから、国中から腕自じ慢まんの騎士たちがやってくる。やるのは馬のレースと剣の試合、それに組み手だ。不正なんてできないようになってる。どんなに宝石を積んだって、勝利は手に入らないが、どうする？　やはり無理かな」

「そ、そんなことはない」

「だったら武術大会で勝負しよう。これは私的な戦いだから、優勝というより二人の順位で決しないか？」

　ミトリがハラハラとしているのがわかったが、アレンは何かに取り憑つかれたようにザハードを挑ちよう発はつしていた。

　正直言って、もううんざりなのだ。国力の差で勝負となったら、負けるのはわかりきっている。けれど自分の力となったらどうだろう。アレンは決してザハードになど、負ける気はしなかった。

　美しい衣い装しように隠された肉体が、どれほどのものか見たことはない。だが長旅を馬車の中で過ごし、美食だけしているような男に、戦いに勝てる力があるとは思えなかった。

「いいだろう。し、勝負に勝ったら、姫は戴いただく」

　真っ赤な顔をしてザハードが言ってくる。けれどさすがにその要求だけは、アレンも受け入れられなかった。

「人を賭かけの対象になどしたくないので、別のものにしてくれ。私が勝ったら、素す直なおに逗留費を受け取る。それがこちらの条件だ」

「ずるいぞ。負けたらこちらの条件を吞のむのが普ふ通つうだろ」

「人以外のものだったら、何でも進しん呈ていする」

　ああ、ついにバカなことを口走ってしまったと思ったが、もうアレンは引くに引けない。何とかザハードに、痛いたい思いというやつを味あじわわせてやりたかったのだ。

「では……国を賭かけるか？」

　やっと余裕を取り戻したザハードは、挑戦的に言う。

「私が負けたら、ここにいるアシドをこの国の宰さい相しようとしろ」

「……」

「貴国を、我が属国となす」

　さすがに自じ尊そん心しんの強い皇こう太たい子しだけのことはある。要求もかなりのものだった。

「いいだろう」

「ア、アレン様っ！」

　またもやミトリが悲ひ鳴めいを上げる。けれど聞いている余裕はアレンにもない。

　国を賭けるのなんて、どうかしている。父が生きていたら、決して許してはくれないだろう。

　ウラル神がいたら、恐おそらくあの宿屋の親父おやじのような口く調ちようで、『あーあ、またやっちまいやがったな』と言うだろうか。

「陛下、お戯たわむれが過ぎます」

　ミトリは冷静さを取り戻し、アレンを何とか思い止とどまらせようとした。

「丁てい重ちようなもてなしをしたつもりなのに、貧国と侮あなどられた。ミトリ、騎士道に則り、私は受けた侮ぶ辱じよくは必ず返す。心配するな、負けるはずがない」

「ふんっ、たいした自信だな。私の実力も知らないくせに。まぁいいだろう。戦わずして国を手に入れるんだからな」

　胸むねを反そらしてザハードは、足音も高く執務室を出て行く。

「アレン様、どうなさるおつもりです……」

　大きく肩かたを落として、ミトリは絶望的な声で言った。

「簡単なことだ。ミトリ、剣の稽けい古この相手をしてくれ」

「今からですか」

「もちろんだ。それと組み手の相手になるような、兵たちを集めてくれ」

「こうなったら、もう勝つしかありませんね」

　そう、勝つしかないのだ。

　大会となったら、誰の力も借りられない。ザハードに言ったことは、そのままアレンにも返ってくる。どんな金品を積んでも、王という名誉ある立場だったとしても関係ない。

　実力で勝つしかないのだった。

「ウラル神を頼ることもできないしな。だが、こうでもしなければ、ザハード皇子はパール姫を諦あきらめないだろう。実力で勝つしか、方法が思いつかなかったんだ」

「そうですね。男の意地というやつですか？　わかるような、わからないような……ともかく、最さい善ぜんを尽くして、アレン様を手助けいたします。稽古をしましょう」

　もはや悩なやんでも無む駄だだと覚悟を決めたのか、ミトリは顔を上げていた。そしてアレンに向かって爽さわやかに微ほほ笑えむ。

「そう簡単に、将来の宰相の座を渡すわけにはまいりません。こうなったら、私も武術大会に参加いたします。人を殺さない剣だったら、自信はありますから」

「えっ、だったらミトリまで敵になるのか？　それはちょっとまずいな」

　けれどいい作戦だと思った。もしアレンと対戦する前に、ザハード皇子がミトリと当たったら、そこでも実力の違いを見せつけられる。

「ただし私は公平に臨のぞみたい。もしミトリが出るなら、あちらにももう一人、参加者を認めることにしよう」

「それでこそアレン様です」

　二人は意い気き揚よう々ようと執務室を出て行く。

「中庭に近この衛え騎士団を集結させてくれ。陛下が訓くん練れんをなさる。今すぐにだ」

　ミトリは侍じ従じゆうに命じ、すぐその後でアレンを振り返って訊いてきた。

「あちらにも稽古の場所を与あたえるべきでしょうか？」

「さあな。恐らく稽古なんてしなくても、黄金や宝石が魔力を与えてくれるから勝てると思っているのだろう。ま、稽古したいと言うなら、馬場を貸し与えてもいい。いい馬を持っている。きっと飛ぶように走るんだろうな」

　明らかにザハードのほうが不利だが、それぐらいでちょうどいいとアレンは思っている。

　何しろ数日の逗留費に対して、一国を賭けてしまったのだから。
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　ゴシュラム王おう妃ひシーナは、その日、朝から陳ちん情じようを受けていた。ゴート王も陳情を受けるが、何しろ数が多い。簡単なものや、女性が相談したいことなどは、すべてシーナが受けることになっていた。

「王妃様の警護に就つかれている、レディ・ジョージア様のご活かつ躍やくは、確かに大変素す晴ばらしいと思います。ですが、レディの身でありながら、同じように騎き士しになりたいと申す若いレディたちがおりまして……」

　陳情しているのは、高齢の伯はく爵しやく夫ふ人じんだった。元々この伯爵夫人は、ゴート王がレディ・サナと婚こん姻いんすることを望んでいたようだ。何かと新しいことをやりたがるシーナのことは、あまり気に入っていないらしい。

　けれど今は、ゴート王の母である皇こう太たい后ごうにもシーナは気に入られていて、下へ手たに文もん句くを言えなくなっていた。

「このような風ふう潮ちようは、実に嘆なげかわしいことでございます。どうか王妃様からも、レディ・ジョージア様はあくまでも特例であって、普通のレディは慎つつしみ深くあるべきだと、ご指し導どうくださいませ」

「貴き重ちようなご意見として承うけたまわりますわ、マーナ伯爵夫人。ただ私としては、女性というだけで、やりたいことを制限されるのはお気の毒どくだと思っております。誰だれもがジョージアのように強くなれるわけではありませんが、ジョージアのようにありたいと思うことまで制限はできません」

　伯爵夫人は目を丸くしてシーナを見ている。きっと邸やしきに戻ったら、何という王妃でしょうと、召めし使つかいに文句を言い続けるのだろう。

「きっと実際の剣を手にしたら、たいがいのレディはその重さに悲ひ鳴めいを上げると思います。ご心配は杞き憂ゆうに終わることでしょう」

　笑え顔がおでシーナがそう言うと、女によ官かんが静かにお時間ですと告つげた。

　伯爵夫人が帰ると、シーナはふっとため息を漏もらす。何だかここのところずっと気分が悪い。何しろ大好きな揚あげパンに手が伸のびないくらいだ。

「王妃様、お疲れのようでしたら、以後の陳情者はお断ことわりいたしましょうか？」

　女官が気を利きかせて言ってくれたが、シーナは首を横に振ふった。

「いいのよ……少し休めば元気になるわ。お水を戴いただけないかしら」

「はい……」

　侍じ従じゆうに命じて水を持ってこさせたのは、元は皇太后に仕つかえていた女官だった。シーナの母くらいの年齢の女官は、レモンを浮うかべた水を手渡わたす時、それとなく言ってくる。

「王妃様、ご無理はなさらないほうがよろしいかと思います。もしかしたらご懐かい妊にんかもしれません」

「えっ……」

「皇太后様のご懐妊の折おりも、お側そばにおりましたし、私自身、二人の子を授さずかっております。そのご様よう子すからすると……あるいはと」

「えっ、えーっ、そ、そうなのかしら」

「はい……王妃様は特別に健康であらせられますから、このようにご気分の悪い日が続くことなど、他に考えられません」

　シーナはレモンで酸すっぱくなった水を、おいしそうに飲み込んでから、ふっと天てん井じようを見上げた。そしてこれでもう自分は、何があってもあの武術大会には出られないんだなと思った。

　組み手は許ゆるされなくても、せめて馬のレースと剣の試合には出たかった。ゴート王に出たいと言ったら、それだけはやめてくれと言われたが、シーナは本当に出たかったのだ。

「そうね、では大事を取って、今日はここまでにしましょう。すでにお見えになった方には、丁てい寧ねいにお詫わびしておいて」

　立ち上がると少し足あし下もとがふらついた。女官に手を引かれて、シーナは大人おとなしく自室に戻った。

　するとジョージアが、手紙を手にして待っていた。

「王妃様、たった今、ウラル国のパール姫様より書簡が届きました」

「まぁ、嬉うれしい。もう、朝からずっと気分が悪くて、嫌いやな感じ。パール姫からの手紙なんて嬉しいわ。何が書いてあるのかしら。武術大会の時に、どんなドレスを着たらいいでしょうかなんて、可愛かわいいことが書いてあったりして」

　アレンの他に兄きよう妹だいのいないシーナとしては、パールは今や自分の妹いもうとのような気がしている。あの子こ供どもじみたところすら、可愛く思えてならなかった。

「ジョージア、あなたに憧あこがれて、騎士になりたいレディがいるらしいわ。それも一人や二人じゃないみたい」

　巻まいた紙を結ゆわえたリボンを外はずしながら、シーナはジョージアを振り返る。

　密ひそかに武術大会のために特訓をしているのだろう。その顔には、レディにあるまじき小さな傷がいくつかあった。

「では、王妃様、私に何か一つでも勝てたら、騎士になれるとおっしゃってください」

「あら、凄すごい自信ね。でもそれを言われたら、確かにみんな諦あきらめるわね」

　笑いながら手紙を拡ひろげたシーナだったが、じょじょにその顔色は変わっていった。

「何ですって……アレン……えっ……」

「アレン陛へい下かが、どうかなさいましたか」

　心配そうにジョージアが訊きいてくる。

「アレンって、あんなにバカだったかしら」

「王妃様……そういう言葉遣づかいはなさらないほうが」

「構わないわよ。だって本当にバカなんですもの。大バカだわ、信じられない！」

　シーナは立ち上がり、ジョージアに手紙を突きつけた。

「許すから読んでみて」

「……親愛なる……ゴシュラム王国王妃シーナ様……ただいまウラル国は大変な事態に……」

　ジョージアは途中から声を出して読むのをやめた。そのあまりな内容に、言葉を失うしなったというのが正しいかもしれない。

「ねっ、バカでしょ。いくらパール姫を守るためだからって、国を賭かけたのよっ、ありえないことでしょ」

「……こう言っては失礼ですが、アレン陛下は意外に情熱家なのですね」

　いつものように淡たん々たんと言われて、シーナはジョージアを見て口元を歪ゆがめる。

「情熱家って言えば聞こえはいいけど、あれは単なる負けず嫌ぎらいよ。昔からそうなの。アレンは負けるのが大嫌い。だけど勝ちを譲ゆずっても満足しないわ。何でも自分が一番じゃなきゃいけないなんて、このザルセンの皇こう太たい子しと一いつ緒しよじゃないの」

「シーナ様……お体のためにも、あまりお怒いかりにならないほうがよろしいかと」

　親しみを込めて、あえて名前で呼びかけながら、ジョージアはくるくると手紙を巻き始めた。

「大変申し上げにくいことですが、私はこれを読んだからといって、アレン陛下が対戦相手になっても勝ちを譲ったりはいたしません。堂どう々どうと勝負させていただきます」

「それはそうよ。そんなこと私も望まないけど」

「きっと皆みなに非ひ難なんされていることと思いますが、シーナ様だけはアレン陛下のお気持ちを理解して差し上げるべきです」

　自分と同じようにジョージアが怒り狂くるうかと思ったら、あまりにも冷静なのでシーナは拍ひよう子し抜けしてしまった。そんなシーナにジョージアは、新しい冷たいレモン水を差し出す。

「国を賭けたのよ。それを理解しろですって？」

「いいえ、賭けたのは男の矜きよう持じです。騎士の精神を持つ者なら、侮ぶ辱じよくされて黙だまって引き下がるわけにはまいりません。本来なら自分の命を賭けるべきでしょうが、アレン陛下にとってウラル国は命も同じですから」

　そうか、ジョージアには男の気持ちも騎士の魂たましいもわかるのかと、シーナは水で喉のどを潤うるおしながら思った。

「それよりシーナ様、一日も早くパール姫様がこちらにいらっしゃれるよう、手配されたほうがよろしいかと」

「そうね。可か哀わい想そうに、全部の責任が自分にあるみたいに、悲ひ観かん的てきになってるわ」

「アレン陛下もこちらに来られたほうがいいでしょう。何しろこちらには、稽けい古この相手になる強者が大おお勢ぜいおりますから」

「あーあ、そうよ、そうじゃない。さすがね、ジョージア。みんなでアレンを鍛きたえればいいんだわ」

　やっといつものように気分が前向きになっていた。負けると思えば、こんな賭けをしてと不安になるが、勝てばいいだけのことだ。

「ジョージアの勝ちたい気持ちも尊重するわ。情なさけなんてかけないでね」

「はい……私も、優勝などできる機会はそうないので、今回は頑がん張ばってみたいのです……。今は一番体力的に充実しておりますから」

　ジョージアは自信ありげに微ほほ笑えむ。けれどジュードは内心穏おだやかではないだろうなと、ついシーナは余よ計けいな心配をしてしまった。

「そうよ……公正に戦えばいいんだわ。そうすればきっと答えは出るのよ」

　以前の武術大会では、ウラル神の力を借かりた。そのおかげでゴート王の目に止まり、何かもがうまくいったのだ。

　けれどもうウラル神はいない。アレンの愚おろかさを叱しかってくれる、一番の盟めい友ゆうはいないのだと、シーナは少し寂さびしくなった。
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「ですから、組み手の他にも選べるようにすべきなのです。体格の優ゆう劣れつで、勝負に差が出るようなのは公平ではありません」

　ゴシュラムの城の鍛たん錬れん場では、ジュードがゴート王相手に組み手の訓くん練れんを終えた後、いきなり熱弁を振ふるいだしたところだった。

「たとえば弓ゆみ矢やとかも、競技に入れてはどうでしょう」

「ジュード、そもそも何のための武術大会だと思っているんだ？　戦場では体格の優劣など関係ない。それは自分の身で覚えただろう？　身分の上下も、ましてや男女の差もない。それが戦場で戦うということだ」

　ゴート王にもジュードの言いたいことはわかっている。何があってもジョージアを、組み手の試合に出したくないのだ。

　変わり者のレディ騎き士しに恋したジュードは、せめて婚約までと思っているのに、全まつたく相手にされていないのは相あい変かわらずだ。せめて武術大会でいいところを見せて、何とかジョージアに自分を認みとめてもらいたいのだ。

　けれどそんな個人的理由で、毎年続けられてきた武術大会の決まり事を、今さら変更するわけにはいかなかった。

「ただたんに、ジョージアが他の男と組み手をするのが嫌いやなんだろ？」

「反論はしません。まさにそのとおりです」

　むすっとした顔で言いながら、ジュードは小こ姓しようの差し出した水を、一気に頭から振りかけた。

　まだまだ訓練は続く。みんな武術大会となると必死なのだ。勝てば賞金と、名めい誉よある王の騎士の地位を得られる。ゴシュラムの近この衛え隊たいは、そうやって武術大会で勝ち残った者たちによって構成されていた。

　すでに王の騎士となった者でも、勝者という名誉を得るために武術大会に出る。毎年ゴート王も出ているが、それは公こう然ぜんの秘密となっていた。なぜなら相手が王だとわかってしまったら、手て加か減げんしてしまう者もいる。そんなことは誰だれよりもゴート王が許ゆるさなかった。

「陛へい下か……よろしいでしょうか」

　シーナの侍じ従じゆうであるまだ少年らしさの残るオズベルトが、汗あせを拭ぬぐっているゴート王に、真っ赤な顔をして近づいてきた。

「何だ？」

「王おう妃ひ様は、体調が優すぐれず、午後の謁えつ見けんをお断ことわりされました」

「シーナが？　ここのところあまり元気がないようだが……病やまいなのか」

「その……陛下」

　オズベルトはさらに近づいてきて、ゴート王だけに聞こえるようにして囁ささやいた。

「女によ官かん長ちようが申すには、ご懐かい妊にんかもしれないと」

「……ああ……そういうことか」

　途と端たんにゴート王の顔には、満面の笑えみが広がった。

「王妃様は、宮廷付きの医い療りよう者よりも、治ち療りよう院いんの医療者の診しん察さつを望まれておいでです。陛下のご許きよ可かを戴いただきたくまいりました」

「オズベルト……そうか、そういうことなのか」

　オズベルトの肩かたに手を乗せ、ゴート王は嬉うれしげにオズベルトの体を揺ゆすぶった。

「病気ではなかったんだな。懐妊か、よしっ、よくやったっ」

　しまいにはぎゅっとオズベルトの体を抱だき締しめてしまったから、ますますオズベルトは赤くなってしまった。

「きょ、許可を、戴けますか、陛下。戴けましたら、ただちに治療院に向かいたいと思いますので」

「ああ、そうだな。治療院ではウラル式の医療を行おこなっている。シーナにとっても、そのほうが安心できるだろう。許可する。ただちに医療者を連れてくるように」

「ありがとうございます」

　やっと自由になったオズベルトは、さっと礼をするとそそくさと下がっていった。

「陛下、おめでとうございます」

　話を聞かなくても、ゴート王の様よう子すを見ていればジュードにも事情は吞のみ込めるだろう。

「これでいよいよ、武術大会で負けられなくなってきたな」

「へ、陛下……」

「ジュード、もう情なさけなど誰にもかけない。シーナに勝利を贈おくりたい」

「は、はぁ……」

　ジュードの顔には、はっきりと落らく胆たんが表れている。その気になってしまったゴート王に勝つ見込みは、かなり薄うすいとわかっているからだ。

「訓練を続けていていい。私は……その……王妃の様子を見てくる」

「はい、陛下。転ばぬようにお気を付けて。足が宙ちゆうに浮ういてますよ」

「んっ……」

　ゴート王はそこで慌あわてて威い厳げんを取り戻し、いかにも王らしく大おお股またで歩き始めた。

　神が与えてくれた最高の宝物。ゴート王はシーナのことをそう表現することがよくある。

　あの戦いがなかったら、決して結ばれることはなかっただろう。幼おさな馴な染じみのレディ・サナと婚こん姻いんして、何事もなく日々は過ぎていったはずだ。

　そうなったらあるいはどこかで退たい屈くつしてしまい、よからぬ思いに取り憑つかれたかもしれないのだ。

　シーナといると世界が変わる。アレンの身代わりをしてまで、自国を再さい興こうしようとした勇気ある姫は、王妃となってからもその資質を変えることはなかった。いつでも前向きで、誰に対しても優しい。常つねに楽しいことを考えていて、人々を巻まき込むことも珍めずらしくなかった。

　今では誰もがシーナを愛している。深しん窓そうの姫君育ちで、おっとりとした皇こう太たい后ごうも、シーナのことを気に入っていた。シーナはそんな皇太后のために、女性の演奏家ばかりを集めてちょっとした音楽会を催もよおしたり、一般の女性の参加も認めた、被ひ服ふく制作競技会なども催した。

　ここゴシュラムでは、毎日がシーナ中心に楽しく回っているのだ。

「麗うるわしの金の王妃」

　ゴート王は芝しば居いじみた仕し草ぐさで部屋に入ると、シーナの手を取り恭うやうやしく唇くちびるを押し当てる。

「神が与えてくれた、ゴシュラムの至し宝ほう……私の后きさきは、どうやら素す晴ばらしい贈り物を授さずかったらしい」

「もうそのお話？　宮中では、誰かがくしゃみしたら、次の瞬しゆん間かん皆みなが風か邪ぜを引きそう」
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　二人の様子に気を利きかせたのか、ジョージアは軽く会え釈しやくだけして、さっさと退室してしまった。そうすると部屋には二人きりになり、まるで夜になったかのように親密な雰ふん囲い気きになっていた。

「すまない、こんな汗臭くさいままで来てしまった。だがどうしても、すぐにあなたに会いたかったんだ」

「構いませんわ。それよりゴート様、大変なことなってます。私も、今すぐにゴート様に会いたい気持ちになってましたわ」

　シーナは手紙を取りに文ふ机づくえに近づいていった。そしてシーナが手紙を手にした瞬間、ゴート王はシーナの体を楽々抱かかえ上げてしまった。

「おかしなことをするつもりじゃない。大切な体だ。陳ちん情じようで疲れただろう。横になったほうがいい」

「病人じゃありません。すべての生き物は、出産をそんな大事と捉とらえてないでしょ。それにまだ診察も受けてませんわ」

「いや、私にも予感がする。もうこれで武術大会に出たいなんて、愚おろかな考えは捨てられただろ。ほっとした」

　そのままシーナの体を隣となりの寝室に運び込み、ゴート王は優しくベッドの上にシーナの体を横たえた。

「もう自分のことは諦あきらめました。それより困ったことになってるんです」

　そこでシーナは、パールから送られてきた手紙の内容を手短に話して聞かせた。するとゴート王は、心配するどころか豪ごう快かいに笑わらいだしてしまった。

「笑い事じゃないでしょう。アレンがつまらない意地を張るから、国がとんでもない危き機きに陥おちいっているっていうのに」

「アレンらしい……。許嫁フイアンセのために国を賭かけるとはな」

「本当に意地っ張りなんだから」

「だが、そんなに心配することはない」

　ベッドに並んで横たわると、ゴート王は腕うでを差し出しシーナの頭を引き寄せる。

「中都ザルセン国のザイード国王は、愚かな王ではない。むしろ傑けつ出しゆつした人物だ」

「えっ、ご存ぞんじだったの」

「皇こう太たい子し時代に、拝はい謁えつしたことがある。まだ若い王だから、何もなければ皇太子が帝位に就つくのはずっと先になるだろう。あの王だったら、たとえ皇太子がウラル国を賭で手に入れたと言っても、そう簡単に国を貰もらったりはしない」

　ザルセンの皇太子が諸しよ国こくを旅するように、ゴート王も皇太子時代は近きん隣りん諸国を旅した。けれど南の国々を回り、北に位置するウラルとハッシュウィルを訪おとずれる前に、父王が病やまいで倒たおれて旅は終わったのだ。

　もし旅の途中でシーナに会っていたら、一目見た瞬間に惹ひかれただろうか。

　きっと惹かれただろう。その瞬間に恋に落ちたかもしれないと思うと、ザハードのことをゴート王は笑えなかった。だがやはり問題なのは、相手がアレンの許嫁だったことだ。しかも形だけの許嫁ではなく、どうやらアレンはパールのことを愛し始めているらしい。

　ここは何があってもアレンのために、兄として助けてやりたいところなのだが、困こまったことにそう簡単に勝利を譲ゆずるわけにはいかなかった。

「どんな理由があっても、勝ちは譲れないぞ。優勝をあなたに捧ささげるつもりなのだから」

「ええ、わかってます。勝負は二人の間でのこと。みんなを巻き込まないでほしいわ」

「そうか、いよいよ武術大会も国際化してきたな。いろいろな国から、武ぶ勇ゆうを誇ほこる者が訪れると盛り上がる。楽しみになってきたな」

「私も出たかったのに……」

　シーナを戒いましめるように、ゴート王はその腹部にそっと手を置いた。

「王子でも姫でもいい。心こころ根ねの真まっ直すぐな、よい子を産んでくれ」

「心根を真っ直ぐにするのは、育て方次第ですわ。諸国を旅させるのは、とても素晴らしいことだと思います。私たちの子こ供どもが大きくなったら、恐おそれずに旅立たせましょうね」

「姫の場合は無理だろう」

「そうかしら？」

　話しているうちに自然と手が重なり、いつか握にぎり合っていた。

　幸せな気持ちに包つつまれていたゴート王は、そこではっと我われに返る。

　アレンの実力は侮あなどれない。弟に負けるとなったらまずい。何があっても勝たなければ、父の威い厳げんを保たもてないと思えて、慌ててその身を起こしていた。

「訓練に行ってくる」

「気分の悪い私を置いて？」

　シーナはすねたように言ったが、その顔は笑っていた。

「許してくれ。私も負けられないんだ」

「手て強ごわいのはアレンだけじゃなくってよ。今のジョージアは最強みたいだけど」

「戦場では、身分も年齢も、男も女も関係ない。私はジュードのように、レディだからと狼狽うろたえるようなことはないから、心配しなくていい」

　だがシーナが出ていたら、やはりゴート王は相手をする時に躊ちゆう躇ちよするだろう。

　シーナが出なくてよかったとほっとしながら、全身に気合を込めてゴート王は再び鍛錬場へと向かう。

　何年か後に、この日の幸せな気持ちを思い出したりするのだろうかと、この先訪れる未来のことをつい考えていた。
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　暗く沈しずんでいたパールにとって、ゴシュラムへの旅はいい気分転換になった。アレンよりも先に、パールはゴシュラムの騎き士し団だんに守られて出発したのだ。

　ハッシュウィルからの街道よりも、ゴシュラムに向かう街道のほうがずっと賑にぎやかだった。宿屋は多数あるし、市なども開かれている。目にするものはどれも目新しく、旅の途と中ちゆうに飽あきるということはなかった。

　そして辿たどり着いたゴシュラムの城は、ハッシュウィルの巨大な城と変わらない素す晴ばらしいものだった。しかも素晴らしいのは城だけでなく、城下の町がとても賑わっている。ハッシュウィルのように、城を一歩出たら猥わい雑ざつな町が広がっているのとは違っていた。

　ザハード皇おう子じの暴ぼう走そうを止めるために、アレンがついに国まで賭かけたと聞いた時には、パールの心しん臓ぞうは凍こおり付きそうだった。そこまでしてくれなくてもいいのにと思ったけれど、アレンを非ひ難なんすることはできない。

　アレンに対して対抗心を燃やしているのか、あれから毎日何通も、同じような文面の手紙がザハードから送られてきて、それもまた憂ゆう鬱うつの種たねだった。

　だがここに来れば何もかもが終わる。

　アレンはきっと負けない。そしてあの城で、パールはこれまでと同じ穏おだやかな日々を取り戻せるはずだ。

「あれは何かしら？」

　パールは馬車の中から、広場にいくつも設もうけられたテントに気が付いてガーネットに訊たずねた。

「野や営えい用のテントのようです。恐らく武術大会に出る、騎士たちの宿泊所になっているのでしょう」

「まっ、あんなに大おお勢ぜいの人が出場するの」

　もっと少人数の大会なのかと思っていたパールは、その規き模ぼの大きさに驚おどろいた。騎士たちを目当てに籠かごを手にした物売りが歩いていたり、特設の鍛か冶じ屋やが店を開いている。

　仮の厩きゆう舎しやもあって、そこには様さま々ざまな被ひ毛もうを持つ馬が、ずらっと首を並べていた。

「ガーネット、私、不安になってきたわ。陛へい下かは本当に勝てるのかしら」

「私にも騎士の実力がどういうものか、よくわかりません。陛下がお怪け我がなどなさらなければよいのですけれど」

「そうね。それも心配だわ」

　アレンよりはるかに大おお柄がらな騎士たちが、のしのしと歩き回っている。少し広い場所では、適当に相手を見つけて組み手や剣の稽けい古こをしていた。

　ここ数日、アレンが必死になって稽古をしていたのは、こんな人たちと戦うためなのかと、パールは改あらためてアレンの身を案じた。

　馬車は城内に入っていく。そしてついにパールは馬車を降り、ゴシュラムの城内に立った。城の正面の階段には、パールを迎むかえるためか赤い絨じゆう毯たんが敷しかれていて、ガーネットに手を取られながらパールはゆっくりと階段を上っていった。

「パール姫、遠いところをようこそ」

　すぐにシーナが出迎えてくれたので、パールはほっとする。

「シーナ王おう妃ひ……」

「アレンのせいで、余よ計けいな気苦労をさせてしまったわ。ごめんなさいね」

　いきなり言われて、パールの涙るい腺せんは一気に緩ゆるむ。

「みんな私のせいですわ」

「あら、どうして？　あなたが美しかったからいけないの？　そんなことありえないわ。悪いのは、変な意地ばっかり張り合ってる殿との方がたでしょ。それと許嫁フイアンセがいるのに、無理やり攫さらっていこうとする皇こう太たい子しとか？」

　シーナはパールを慰なぐさめるように、優しく抱だき締しめてくれた。

「武術大会のせいで、来客が多いのよ。狭せまい部屋しか用意できなくて申し訳ないわ」

「そんなことお気になさらずに。それより本当にたくさんの参加者がいらっしゃるんですね。途中、野営なさっているのを見てびっくりしました」

「ええ……そうね。あの中から、まず剣で勝負して半数が消え、馬のレースでさらに減らされ、最後は組み手で優勝者を決めるのよ」

「陛下は勝てるのでしょうか？」

　不安がそのまま口をついて出た。だがシーナは、そんな不安を軽く吹ふき飛ばすような笑え顔がおを見せてくれた。

「王というものは、常つねに先頭に立って戦うの。だから強くなければいけない。アレンもゴート様も、そういう教育を受けて育ったわ。誰だれかの後ろに隠かくれて、指示だけ出しているような弱虫は、真の王にはなれないものよ」

　ではザハードはどうなのだろう。あり余あまる資金を元に、剣や組み手の特別教育を受けていたとしたら、見かけよりずっと強いかもしれない。

「どんな気持ちがしたのかしら？」

　来客を迎えるための小広間に案内しながら、シーナはそれとなく訊きいてきたが、パールには最初その質問の意味がわからなかった。

「えっ？　どんな気持ちって」

「皇太子からの手紙を読んだ時、どきどきした？」

「いいえ……それより毎日、同じような手紙を戴いただいて、うんざりしておりましたの」

「へぇーっ、かなりパール姫のことが気に入ったみたいね」

　シーナとしては、パールの気持ちが揺ゆらいでいないか心配なのだろう。本当のことを言えば、最初は少しどきどきした。けれどそんな気持ちも、すぐに消えてしまったが。

「ザルセンでは、正妃を二十人も持てるそうです。私、二十分の一なんて耐たえられませんわ」

「あら、そうなの……それは知らなかったわ」

「珍めずらしい石を集めているような感覚で、お后きさき選びをなさってるんですわ。銀の髪のレディだったら、どなたでもよろしいんでしょ」

　いつものように怒おこった口く調ちようが自然と出てきた。怒れるということは、元気が出てきた証しよう拠こだ。

「私も武術大会に出たかったけれど……出られそうにないわ。がっかりしちゃった」

「そうなんですの……。陛下がお止めになったのですか？」

「いいえ、ま、その、もしかしたらアレンはそのうち、叔お父じ様というのになるかもしれないわ」

「ん、まぁ。まま、まぁ、そうなんですの。お、おめでとうございます」

　そうか、婚こん姻いんというものは、こういう結果を生み出すものなのかと、パールは改めて気が付いた。いつか自分も同じようになるのかと思うと、婚姻を急がなかったことが正しかったと思う。とても今のパールには、王妃と同時に母になる心構えはなかった。

「パール姫、あなたを安心させることが一つあるわ」

　小広間に入ると、シーナはパールと並んで長椅い子すに座り、その手を握にぎって言ってきた。

「ゴート様はザルセンの国王とお知り合いだそうよ」

「まぁ、そうだったんですの」

「ええ、ザイード国王は、とてもよく出来た人物なのですって。だから、たとえ皇太子がどんなおかしなことをしたとしても、決して戦いくさになったりはしないから、安心していいそうよ」

「よかったわ……ほっとしました」

　パールは思わずシーナの体にもたれ掛かってしまった。そして慌あわてて身を引いた。シーナの体に負ふ担たんを与あたえてしまわなかったかと、心配になってしまったのだ。

「あら、そんな特別の病人扱あつかいしなくても大だい丈じよう夫ぶよ。それより私、そのザルセンの皇太子にとっても興きよう味みが湧わいてきたわ。どんな人なのか、ぜひお会いしてみたい」

　まさか正妃となり、懐かい妊にんもしたシーナにおかしなことを言いだす心配はないだろう。もしかしたらシーナだけが、今のザハードと対等に話し合える女性なのかもしれない。

「情熱的なかたなのかもしれませんが、攫われるのではないかと怖こわかったです。だってザルセンでは、女性を攫うのは罪つみにならないんですって」

「それはあまりいいことじゃないわね。大好きな殿方に攫われていくのなら、それは嬉うれしいことだけど」

　パールを出迎えるために、軽食の準備が整ととのえられた。どこよりも早く春が訪おとずれるゴシュラムらしく、新しん鮮せんな果くだ物ものを使った焼き菓が子しなどが並べられている。

　ふと養よう護ご院いんで食べたリンゴの蜂はち蜜みつ煮にをパールは思い出した。あんな素そ朴ぼくなものでも喜よろこんでいた子こ供どもたちの姿すがたを見ると、王女として生まれたというだけで、自分がいかに恵めぐまれていたのかと思えてきた。

「シーナお姉様……私、ウラル神に会ったんです」

　アレンに話してしまった。だからシーナにも話しておきたい。秘密を守れないやつだと叱しかられるかもしれないが、これだけはどうしても隠しおおせない。

「……そうね。きっとウラルだったら、あなたのことを知りたがるわ。お節せつ介かい焼きの神様ですもの」

「あれから何か、私、変わりましたの。人のことを考えられるようになりました」

「だから急に大人おとなっぽくなったのね。ねぇ、ウラルのことだから、きっとこの辺あたりにまたやってきてると思うわ。おかしな動物がいたら、その中にきっと入ってる。気が付いたら、真っ先に私に教えて……伝えたいことがあるの」

　シーナもやはりウラル神に会いたがっている。子供ができたことを、伝えたいと思っているのだろう。

　こんなに愛されている神がいる国。パールはまだ自国とは呼べないけれど、ウラル国のことを誇ほこりに思い始めていた。
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　アレンと共ともにゴシュラム入りしたザハードは、真っ先に不平を言わなければならなかった。

「何だって？　国こく賓ひん扱いではないのか」

　ゴシュラムの城は立りつ派ぱだ。まだ修理も終わっていないウラルの迎げい賓ひん館かんより、はるかに快適な宿舎が約束されているのだろうと思ったら、遠方からの参加者は、身分の如何いかんに関わらず野や営えいと聞いて驚おどろいた。

　さらに厳きびしいことに、従じゆう者しやも一名までしか伴ともなえない。ほとんどの参加者が、従者すら伴わず一人で来ていた。

「アレン陛へい下か、貴き殿でんの義兄は丁てい重ちように出で迎むかえてはくれないのか」

　ぶすっとして言うザハードに、アレンは冷れい笑しようを向けた。

「義兄とはいえ、武術大会では敵てきだ。敵の情なさけなど最初から期待していない」

　戦いくさの経験があるアレンは、野営にも慣なれているのか、ミトリと二人でさっさとテントの用意を開始する。ザハードは自分もテントを張ろうかと思ったが、あまりにも豪ごう華かで巨大なテントを張れるような場所は近くに見あたらない。

「アシド、野営地を確保しろ」

「はい」

　慌あわててアシドは、武術大会を取りしきっている役人の元に駆かけ寄っていく。

「食事は朝と夜、中央広場で供きよう給きゆうされるそうだ。もっとも殿でん下かのような美食家には、とても口にできないようなものだろうが。ただ焼いただけの肉と雑ざつ穀こくのスープ、それにパン。ワインは争あらそい事の元になるから、大会終了後まで禁止だ」

　すでに参加経験のあるシーナから、情報を得ているアレンはいろいろと詳くわしい。だが王ともあろう者が、そんな参加資格を忠ちゆう実じつに守る必要があるのかと、ザハードは納なつ得とくできない。

「おうっ、見ろ、大食いラウルだ」

　去年の参加者だろうか、ザハードの知らない名前を呼んで、アレンに手を振ふっている。

「ああ、ラウルじゃないか。いや、今はウラル国王だったな」

　いつの間にか親しげに数人が近づいてきて、アレンを取り囲かこんでいる。そして昨さく年ねんの大会のことなど、口々に話しだした。

　無視された形のザハードとしては面おも白しろくない。そこにアシドが戻もどってきたが、困こまった顔をして切りだした。

「殿下、大きなテントは、この敷地内では許きよ可かされていないそうです。あらかじめ設営されたテントに入られるか、敷地外の空き地に設営するようにとのことですが」

「あんな狭せまいものをテントなどと呼べるかっ」

　その一言でアシドの仕事は決まった。野営地から外はずれたところにある空あき地に、ザハード用のテントを設営しなければいけなくなったのだ。

　従者は一人までとのことだったが、そんな規約も破やぶらねばならない。なぜならザハードは、身の回りのことの何一つ、自分でやったことなどなかったからだ。

　テントができるまでの間、ザハードは好こう奇きの目で周囲の参加者を見回す。見み事ごとな剣や甲かつ冑ちゆうを持っている者もいれば、繫つなぎ目も解ほどけたぼろぼろの甲冑の者もいる。体の大きな者、小こ柄がらな者、初しよ老ろうの男からソバカスだらけの若者まで、様さま々ざまな男たちが集まっていた。

　ふっと鼻はな先さきをいい匂においが掠かすめる。パンを山ほど入れた大きな籠かごを抱かかえながら、一人の男がザハードの横を走り過ぎていった。

「ラウル様、いやいや、アレン陛下。俺様ですよ、バズです。いっやぁ、久しぶり。ほらっ、アレン様の大好きな揚あげパンですよ」

　話し掛けるだけでなく、物を貢みつぐ者までいるのかと、ますますザハードは面白くない。

　アレンはバズに気が付くと、親しげな笑え顔がおを浮うかべて盛大にハグしている。そしてそこでアレンを囲んで、皆みなで揚げパンを食べ始めた。

「何なんだ……あの男は。いったいここで何をしたんだ？」

　ザハードからしてみれば、アレンは陰いん気きで理り屈くつっぽい嫌いやな男でしかない。なのにここで皆がラウルと呼んでいるアレンは、かなり好感度の高い男のようだ。

「皆さん、俺様、今年は武術大会に出ないかわりに、揚げパンの店をやってますから、ぜひお立ち寄りください」

　何だ、パン屋の宣せん伝でんだったのかと思っていたら、アレンはにこやかに言っている。

「バズ、男だん爵しやくになったんだろう？　なのに相あい変かわらず料理しているのか？」

「やっぱり根ねっからの商売人みたいですね、俺様は。そうだ、アレン様。ついに婚こん約やくしたんですよ、こんな俺様が貴族のレディと」

「そうか、よかった、よかったな、おめでとう」

　そこでまた新たに人が集まり始め、場はどんどん賑にぎやかになっていく。

　ここでは誰だれもアレンに王としての敬けい意いなんて払はらわない。なのにアレンはそれを怒おこることもなく、冗じよう談だんを交まじえて楽しげに語り合っていた。

　ザハードは無む言ごんで自分のテントに向かって歩き始めた。

　ここで宝石の入った箱を開いたらどうだろう。一いつ瞬しゆんの注目は集まるだろうが、その後に残るのは欲よくにまみれた取り巻まきだけだ。そんなことはわかりきっている。

　何でアレンの誘さそいに乗ってしまったのだろう。今いま頃ごろになってザハードは少し後こう悔かいしている。

　対戦相手によっては、宝石を贈おくったら勝ちを譲ゆずってくれるのではないかと甘あまく考えていた。けれどこの雰ふん囲い気きでは、そんな手に乗ってくれる相手は少なそうだ。もしザハードがそれをやったら、すぐにアレンに伝わって、新たな恥はじをかきそうだった。

「負けるわけにはいかない……」

　ザハードは血ち豆まめだらけの手を見つめる。

　こんなに真剣に剣の稽けい古こをしたことなど、これまでは一度としてなかった。

　ザルセンの王は自みずから剣を取って戦ったりしない。その身を守るのは、騎き士したちの役目だからだ。それでもザハードが望めば、いくらでも剣の稽古はしてくれる。いつも騎士たち相手に勝っていたから、自分は強いのだと思っていたが、どうも勘かん違ちがいだったらしい。

　本気でかかってこいと言ったら、騎士たちはかなり強かった。ザハードはそこで初めて、これまでは勝ちを譲られていたのだと気が付いたのだ。

　目の前でどんどん豪華なテントが組み立てられていく。鮮あざやかな彩いろどりの帆はん布ぷで作られたしっかりしたもので、金きん糸しの刺し繡しゆうで中都ザルセン王国の紋もん章しようの図柄、月と星が縫ぬい込まれていた。

　あの中に入れば、ザハードは皇こう太たい子しに戻れる。誰もがザハードを敬うやまい、命令に服ふく従じゆうするのだ。

　ところがテントの外に一人で立っていると、ザハードは山に迷まよい込んだ子こ供どものような、不安で寂さびしい気持ちになっていた。

　こんな思いをしたのは初めてだ。

　平然と国を賭かけたくらいだから、アレンは相当腕うでに自信があったのだろう。周りに集まってきた騎士たちも、昨年度のアレンの活かつ躍やくを絶ぜつ賛さんしていた。

　負けてもザハードが失うしなうのは、本来払うつもりだった逗とう留りゆう費ひだけだと思ったが、実際はそれだけではない。

　ザハードは形のないもの、名めい誉よを失うことになるのだ。

　いっそこのまま逃にげ出せば、名誉が傷つくのも少しで済すむ。やはりこんな大会に、身の危険を冒おかしてまで出るのは、ザルセンの皇太子のするべきことではないと、言い訳はいくらでも用意できそうだった。

　テントはでき上がっていく。

　壊こわせと命じるのは簡単だ。なのにザハードは壊せと言えない。

　もしかしたら奇き跡せきが起こって、勝てるかもしれないのだ。そうなったらアレンに対する優位を取り戻せる。

　何だか銀の髪の姫君も、ウラル国を属ぞつ国こくにすることもどうでもよくなってきた。

　今はただザハードは、男として勝ちたいと思い始めていたのだ。
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　そしてついに武術大会の日がやってきた。最初に剣で、四人を倒たおさないと次の馬レースに参加できない。そして馬のレースでは上位四人だけが、組み手の競技に進める。早朝から始めて、日にち没ぼつまでの過か酷こくな戦いが続くのだ。

　対戦相手は木き札ふだを引き、そこに書かれた番号で決められる。下へ手たな小こ細ざい工くは一いつ切さいできない。番号を貰もらったら指定された場所に出向き、若い番号順に試合が組まれていく。

　広い闘とう技ぎ場じようがあったが、それでもこれだけの人数の試合を一度に行おこなうとなると大変だ。

「殿でん下か……殿下……」

　競技者以外は、闘技場には入れない。観客席の最前列にいたアシドが、ザハードに向かって必死に手を振ふっていた。

「何だ……」

「対戦相手をこちらに……呼べませんか」

　ちらっとアシドは、宝石の入った袋ふくろを示しめす。つまりここで買ばい収しゆう工こう作さくをしようというのだろう。

「余よ計けいな真ま似ねはしなくていい」

「……は……でも、以前のお話では……」

　アレンからの挑ちよう発はつを受けたあの日、迎げい賓ひん館かんに戻もどってザハードは公こう言げんしたのだ。どうせ貧びん乏ぼうな騎き士したち相手だ。宝石の一つも握にぎらせれば、簡単に勝ちを譲ゆずると。

　なのにザハードの心から、そんなことは綺き麗れいに忘わすれられていた。

「もういいんだ、アシド。これ以上、恥はじをかきたくない。四人倒たおせばいいだけだ。できなければ、私がそれだけの男だということだ」

「殿下……」

　ザハードはアシドの側そばを離はなれ、番号の書かれた立て札の位置に立つ。十六人で一組だが、最後まで残れるのはこの中の一人ということになる。うまいことにアレンとは組が分かれた。

　ところがザハードの目は、一人の騎士に釘くぎ付づけになってしまった。

　漆しつ黒こくの素す晴ばらしい甲かつ冑ちゆうの胸むねの部分が、大きく盛り上がっている。しかも兜かぶとを被かぶっていない頭部は、溢あふれるほどの見事な赤い髪で覆おおわれていた。

　顔を見ると、いる場所を間違えているのではないかと思えた。どう見ても榛はしばみ色の瞳ひとみを持つ美女としか思えない。

「もしかして女なのか？」

　遠えん慮りよを知らないザハードは、いきなりその美女に話し掛けてしまった。

「いかにも、ゴシュラム王おう妃ひの第一騎士、ジョージア・マッカランだ」

「この国には、女の騎士がいるのか？」

「女だからと油ゆ断だんするな。私は去年、最終の組み手まで残っている」

「何だって」

　それはきっと相手がこの女の美び貌ぼうに目を奪うばわれて、実力を発はつ揮きできなかっただけだとザハードは思った。ザハードの常じよう識しきでは、女というものは美しい衣い装しようを纏まとって、宝石で身を飾かざっているものなのだ。

「こんな危あぶない真ま似ねはやめて、私とザルセンに行かないか」

　思わずザハードは、自分とたいして背せ丈たけも変わらない、騎士姿すがたの美女を誘さそってしまった。

　こればかりはどうすることもできない。気になった女を見つけたら、誘うのはザルセンの王族にとっては礼れい儀ぎなのだから。

「そういう冗じよう談だんは、万が一私に勝てたら聞くことにしよう」

　平然と言い返されたが、不ふ思し議ぎといつものように腹が立たなかった。いろいろな女がいるものだと、ザハードも学んだのだ。

　最初の対戦相手には、かろうじてザハードも勝てた。けれど慣なれない甲かつ冑ちゆうが重くて、すでに息が荒あらくなっている。次の戦いまでに息を整ととのえないといけない。

　見ると黒甲冑のレディ騎士が、楽々相手を倒たおしているところだった。合あい図ずと共ともに相手の懐ふところに入り込み、剣を喉のど元もとに押し当てている。すぐに勝者の旗はたがレディ騎士に向けて上げられた。

「冗談じゃない。次はあの女とやるのか」

　試合の進行からいったら、当然そうなる。

　これは何かの罰ばつなのかと、ザハードは滴したたる汗あせを拭ぬぐいながら思った。

　旅に出たら行く先々で歓かん待たいされ、好このみの美女を同どう伴はんしてさらに楽しい旅になっていく。そんなつもりでいたのに、なぜ好みの女と剣の試合をしなければいけないのだろう。

　ザハードはちらっと観客席に目を向ける。すると見事な金色の髪と銀色の髪が、並んで風に揺ゆれているのが目に入った。

　どれも欲しい、なのにどれも手に入らない。

　つまりこれが厳きびしい現実というやつで、旅の本当の目的は、それを教えることだったのだと今さら気が付いた。

　どんなに宝石を持っていようと、それだけでは手に入らないものがある。歴れき代だいの皇こう太たい子しは、旅の間に皆みな、同じように学んだのだろう。

　ザハードも学んだ。

　あの赤髪の美女は、宝石なんて喜よろこばない。それよりザハードに剣で勝った時、心からの喜びを味わうはずだ。

「負けるもんか……」

　自分で自分を励はげましてみたけれど、やはり虚むなしいばかりだった。
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　何という運命の皮ひ肉にくだろう。ザハードがジョージアと同じ組になっている。

　パールは貴き賓ひん席でシーナと並んで試合を観戦しながら、あまりにも心しん臓ぞうが苦しくて何度もシーナの手を強く握にぎってしまった。

　アレンは順調に勝ち進んでいる。ところがミトリのほうは、ザハードの騎き士しであるムハマドと対戦して、あっさりと負けてしまった。

　ゴート王はどこにいるかわからない。甲かつ冑ちゆうで顔を隠かくしていて、最後まで決してその素す顔がおを曝さらさないからだ。

「どうしましょう、次はジョージアと皇こう太たい子しですわ」

　心配そうに言うパールに、シーナは明るく笑わらって答えた。

「何の心配もないわ。ジョージアは最強よ。私が一番心配してるのは、組み手になった時、ゴート様の相手がジョージアになりそうで憂ゆう鬱うつなの」

「そんな……皇太子ではとても勝てないとお思いなんですの？」

「そうよ。ジョージアは……レディだけど、生まれついての騎士だから」

　第二戦が始まった。パールはザハードとジョージアが、剣を構えて向き合う様よう子すを見ていたが、怖こわくて思わず目を閉じてしまいそうになった。

　何が怖いのか、自分でもよくわからない。剣の試合など見たことがないから、ただそれだけで怖いのかと思ったが、そうではないらしい。

　まるで自分が体験したように、負ける瞬しゆん間かんの心の痛いたみが伝わってくるからだ。

　これはただの試合だ。戦場ではこのような戦いが、命を奪うばうまで続くのだ。それに耐たえ、生き残ったアレンとシーナを、パールは尊そん敬けいする。そしてそんな戦いの火ひ種だねを作ったハイルを憎にくんだ。

　何があっても、二度とウラル国が戦いに巻まき込まれてはいけない。

　パールは心からそう願った。

　開始の旗はたが振ふられる。するとザハードは、力一いつ杯ぱいジョージアに斬きりかかっていった。けれど次の瞬間、ザハードの手にした反そりの大きい異国の剣は、ひらひらと宙ちゆうを飛んでから地面に突き刺ささっていた。

　ジョージアは一瞬で、ザハードの剣を薙なぎ払はらったのだ。

　形だけジョージアは、ザハードの喉のど元もとに剣を向ける。けれどすぐに勝者の旗が振られたから、剣を収おさめてしまった。

「な、な、何ですの、今のは……」

「ジョージアのバカ力攻こう撃げきってとこかしら」

「も、もしかしてシーナお姉様、陛へい下かは賭かけに勝たれたのですか」

「いいえ、まだよ。アレンが剣で勝ち残ったら、やっと賭けに勝ったと言えるんだわ」

「まっ、どうしましょ」

　二カ所で試合をやっているが、アレンは次の組になる。待つ間アレンはミトリの応おう援えんをしていたが、あっさりと負けてしまって自分のことのように悔くやしがっていた。

「ああ……神様、お願い……陛下を助けて」

　パールは両手をしっかり握りしめて、ウラル神に祈いのった。もしかしたらこの広い会場のどこかにいるのかもしれない。けれど小さな鳥にでも入っていたら、とてもパールには見つけられなかった。

「あの組なら大だい丈じよう夫ぶよ。アレンなら楽に勝てるわ。でもこれって不公平よね。アレンがジョージアと当たっていたら、どうなっていたかわからない」

　シーナに言われて、パールは気の毒どくに思いザハードを捜さがした。ところがどこにもザハードの姿すがたはない。他の敗退した騎士たちと共ともに、闘とう技ぎ場じようを出ていってしまったのだ。

「皇太子は、陛下の試合を見ないつもりなんでしょうか」

「いいのよ、もう。アレンが勝ったら、くじ運がよかったんだって言い訳するだろうし、負けたら引き分け。どちらも痛いたみがないでしょ」

　アレンの勝つところなど、決して見たくはないのだろう。ザハードのそんな複ふく雑ざつな心しん境きようを考えると、パールの小さな胸はまた痛んだ。

「それより見て。皇太子が連れてきた、ザルセンの騎士が残ったわ。きっとああいう強い騎士が何人もいるから、ザルセンの王族は自みずから戦うことをしないのね」

　皆みなとは少し違った形の甲冑を纏まとった、ザルセンの騎士ムハマドは、体も特別大きくて、頭一つ分皆より上にある。試合中、相手を怪け我がさせないように気き配くばりしているのが感じられた。

「ゴート様の一番の敵は、アレンでもジョージアでもない。彼だわ」

　シーナが予よ言げんのように言う。

　不ふ埒らちな観客たちは、ここでそろそろ賭をやり始めた。するとどんどんムハマドに賭ける者が集まってしまい、これじゃ賭が成立しないと騒さわいでいる。

「でもこれで、運だとか言い訳はできないって、皇太子もわかったでしょう。強い者が残るだけよ」

　次の組が始まる。すると観客席のほうぼうから、『大食いラウル』『ラウル・メイデン』と声が掛かった。

「誰だれかと人違いなさっているのかしら」

　事情を知らないパールが訊たずねると、シーナは遠くを見るような顔になった。

「いいえ……あれは、私たちのもう一つの名前なの」

「もう一つの名前？」

「どこにもいない、幻まぼろしの騎士。勇気と叡えい智ちに溢あふれ、明るくて優しくて……素す晴ばらしい騎士だったわ」

「陛下とは別人ですの？」

「いいえ、アレンであり、そして私でもあり……実は、ウラル神でもあるのよ」

　シーナはそのまま視線を空に向けていた。つられてパールも空を見上げる。

　いつか二人は、黙だまったまま空を過よぎるものの姿を捜していた。

　その間にアレンは、観客の歓声に応こたえて手を振っている。レディたちは慎つつしみも忘わすれてハンカチを投げ込み、中には揚あげパンを投げる者までいた。

「気合が入ってるわね」

　試合に視線を戻もどしたシーナは、おかしそうに笑う。

「あなたが見てるから、アレンとしてはそう簡単に負けるわけにはいかないもの」

「何だか私……怖こわくて見ていられません。シーナお姉様、代かわりに見ていてくださいな」

「あら、そんなに怖がることはないわよ。アレンは本当に強いのよ。神様の力を借かりなくても、ちゃんと強いんだから」

　シーナに言われて、パールは恐おそる恐る目を開いた。するとアレンが戦っている様子が、いきなり目に飛び込んできた。

「あっ！」

　アレンは軽々と飛び退のいて、相手の攻撃を躱かわした。続けて両者の剣が、火花を散ちらして激しくぶつかり合う。かと思ったら、また飛び退いたアレンの剣先が、相手の手の甲こうに当たって、剣を落とさせていた。

「はぁーっ、見ているだけなんてつまらない。私も出たかったのに」

　アレンが勝ったというのに、喜よろこぶよりも先にシーナは我わが身を嘆なげいている。

　戦うシーナの姿も見てみたいと一瞬パールも思ったが、もし相手がムハマドのような大男だったら、やはりゴート王同様、思い止とどまれと言ってしまうだろう。

「こうなったらレディたちに弓ゆみ矢やを広めて、レディ限定の射的大会を催もよおすことにするわ。それだったらゴート様だって反対しないはず」

　ムキになっているシーナを、パールはその時可か愛わいいなと思ってしまった。

　王妃となり、どうやら懐かい妊にんした様子なのに、シーナはやはりシーナのままのようだ。自分もそうありたいとパールは願い始めていた。
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　篝かがり火びが城のあちこちで燃えている。外にいても中の騒さわぎが漏もれ聞こえるほど、武術大会後の祝しゆく宴えんは盛り上がっていた。

　それを遠くに聞きながら、アレンは馬車にすべての荷を積み終えたザハードの一いつ行こうを見守っていた。

「このままゴシュラムに留とどまらないのか？」

　アレンの質問に、ザハードは大きく首を横に振ふる。

「これ以上、恥はじをかいてどうする」

「恥ではないだろう。貴き殿でんの忠ちゆう実じつな騎き士しは、最後ゴート王と引き分けたじゃないか。あれは本当なら貴殿の騎士が勝っていたと思う。相手がゴート王だと気が付いて、彼は手を弛ゆるめたんだ」

「そんなことはどうでもいい。私が陛へい下かに負けたのは事実だ」

　それを言われると、アレンとしては何も言えない。アレンは組み手まで勝ち上がったが、最初の対戦相手がムハマドだったので、軽く押し潰つぶされてしまった。

　ゴート王の最初の対戦相手は、やはりジョージアだった。けれどゴート王は優勝したかったのか、情なさけを一いつ切さい掛けずにジョージアを組み敷しいた。相手がゴート王だったから、馬のレースで敗退してしまったジュードとしても、文もん句くは言えなかっただろう。

「これからどうするんだ」

「さあな。シェルランドにでも寄って、その後は西ザルセンの怖こわい叔お母ば上うえの顔を見て帰るかな」

「また寄りたければ、いつでも寄ってくれ。逗とう留りゆうの費用は、すでに預あずかっている」

　アレンは結局受け取ることになってしまった、金の箱を示しめして言った。

「寒い国は嫌きらいだ……」

　ザハードはそう言うと、夜だというのに祝宴に出ることもせず、旅立ちの用意をしている騎士たちに目を向けている。

「それにウラルに行ったら、またあの姫が欲しくなる。くれないと言うなら、行っても意味がない」

「そうか……それは残念だ。今回の旅が、貴殿にとってよき思い出となるよう祈いのっている。大国の王となると、いろいろと大変だろうが、よき王になってくれ」

「まだまだ先だ。父王は元気だからな」

　ザハードはアシドに命じて、馬車の扉とびらを開けさせた。そして乗り込もうとしたが、ふと思い出したように、荷物の中から分ぶ厚あつい布に包つつまれたものを取り出してきてアレンに差し出した。

「これをあの姫君に」

「それは受け取れない」

「いいんだ、もう他意はない。私は……まともな恋なんてしたことがまだないんだ。もしかしたらこれが初めてだったかもしれない」

「……」

「宝石を贈おくっても、こんなものを贈っても、決して私にいい言葉は聞かせてくれなかった。だが許嫁フイアンセがいるのなら、それが正しいことだと思う。欲よくに流されない、潔いさぎよい姫だから、余よ計けいに恋こい焦こがれた」

　アレンは静かに頷うなずいて、ザハードの手から布に包まれたものを受け取った。

　ザハードの言葉にアレンは強く心を打たれたから、ここは受け取るべきだと思ったのだ。

「おかしな意地を張り合わなければ、貴殿とは盟めい友ゆうになれたかもしれないのに」

　初めてアレンは、ここに来て後こう悔かいしていた。せっかく知り合えたというのに、これでもう二度とザハードに会うことはないかもしれないのだ。

　王でなければ、気楽に諸しよ国こくを回る旅にも出られるだろう。けれど再さい興こうしなければいけない国を抱かかえたアレンには、楽しみのための旅は用意されていなかった。

「無理だな。私は陛へい下かが嫌いだ。頭がいいのかもしれないが、やたら理り屈くつっぼいし、本当は暗い性格してるくせに、人前だと明るく振る舞まったり」

「何だ、ひどい言いようだな」

「だけど当たってるだろ。その性格を直したほうがいい。そうしないと、姫君が可か哀わい想そうだ」

「うむ、進しん言げんは素す直なおに受けよう。理屈っぽい、それはわかっている。暗い、かもしれないけど、明るい時もあるのを、貴殿が知らないだけだ」

　ふんっとザハードは生なま意い気きそうに笑わらうと、今度こそ本当に馬車に乗り込んでしまった。扉が閉まると、それを合あい図ずに騎士たちが全員、胸むねの前に右腕うでを押し当て、頭を深く下げてアレンに礼をする。

　手にした荷物のせいで、アレンはただ頷くしかできなかった。

「ザハード皇おう子じ、これ以後、ザルセンからの客人は、いつでも快こころよく受け入れることを約束する。何かあったら、いつでも我わが国に来てくれ。神のご加か護ごを……」

　聞こえていないかもしれないが、アレンは大きな声で叫さけんでいた。

　自分が恥をかくことになるとわかっていただろうに、ザハードは潔く自みずから武術大会に出た。ムハマドのように強い騎士がいるのなら、自分の代役をさせるという手だってあったのだ。なのに自ら出て、あっさり敗退したことで、アレンのザハードに対する気持ちも変わった。

　だがこれでいいのかもしれない。必要以上に仲良くなってしまったら、ザハードのことだ、いらないと何度言っても、宝石や黄金を送りつけてきそうだ。

「お帰りになりましたね」

　ミトリがそっと背はい後ごから近づいてきて、アレンが手にしていたものを受け取ってくれた。

「ああ……しかしミトリも不運だったな。いきなりあのムハマドと当たったんだから」

「はい……正直申しまして、私は決してザルセンと戦いたくないとあの時に思いました。ハイルが鍛きたえた無敗軍団よりも、はるかに彼らは強いです」

「馬の扱あつかいも驚きよう異い的てきだった……」

「やはり我が国以上に、様さま々ざまな危き険けんにさらされた国情なのかもしれません。防備のために強くした力を、侵しん略りやくに用もちいないのが素す晴ばらしいところです」

　アレンはミトリの言葉に深く頷いた。

「ミトリ、世界は広いな……」

「はい、広いですね」

「ウラル神も、我が国に戻もどれないはずだ。世界が広すぎて、行きたい場所が山ほどあるのだろうから……」

　松たい明まつを括くくり付けた馬車は、もうかなり遠くなっていた。見えないと知りつつ、アレンは思い切り大きく手を振る。

　あんなに嫌いやなやつだと思っていたのに、やはり別れは寂さびしかったのだ。
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　夜の道をザハードを乗せた馬車は進む。クッションを抱かかえてうとうとしていたザハードは、空がぼんやりと白しらみ始めたことに気が付いた。

「殿でん下か、ここで休きゆう憩けいをしてよろしいでしょうか」

　アシドが馬車の外から聞いてくる。

「ああ……いいぞ」

　近くに川があるのだろう。水の流れる音がしていて、細こまかい霧きりが馬車を包つつみ込んでいた。

　騎き士したちと従じゆう者しやは、火を熾おこして軽食の準備を整ととのえ始める。そして陽が昇のぼってからの数時間、ここで眠るのだ。夜に徘はい徊かいする凶きよう暴ぼうな獣けものから身を守るための、旅の知ち恵えだった。

　野や営えいには慣なれているとはいえ、ウラルで快適な数日を過ごした後では辛つらく感じられるかもしれない。けれどそんな苦労を思いやるほど、ザハードは優しくなかった。

「川か……山の水は綺き麗れいだ。顔を洗ってくる」

　馬車を降りて大きく伸のびをしたザハードの後ろに、ムハマドがすっと控ひかえた。

「皇おう子じ、この辺あたりは狼おおかみがおります。お供ともいたします」

「大だい丈じよう夫ぶだ。狼は血の臭においに寄ってくるんだろ？　私は怪け我がなどしていない」

　そう、あんなに頑がん張ばって武術大会に出たのに、あっさりと敗退して無傷だ。ムハマドはゴート王にかなりやられて、顔面を腫はらしていた。アレンが見抜いたとおりだ。命じたわけでもないのにこの騎士は、主しゆ催さい者しやであるゴート王に敬けい意いを表し、徹てつ底てい的てきに叩たたきのめすことはせず、自みずから傷を負ったのだ。

　ザハードは一人で、石がごろごろしている河かわ原らに向かった。もし石を知らない民たみがいたら、ここに無む尽じん蔵ぞうにある石ころは、宝石と同じ価か値ちを持つのだろうか。そんなことを考えながら、じゃりじゃりと石を踏ふみしめて、ついに清流に辿たどり着いた。

　中都ザルセンの首都を流れる川は、太たい古こからある大きな川だ。船が何艘そうも浮うかべられて、重要な交通網になっている。けれどその水は赤茶に濁にごり、そのまますくって飲むこともできない。

　清流に手を浸ひたしそのまますくって口に運ぶと、爽さわやかな味あじが感じられた。水には味などないはずだと思っていたが、やはりこれはいつも口にするものと明らかに違っている。緑深い森が生み出す、新しん鮮せんな水の味だろう。

「んっ……」

　その時ザハードは、薄うす明あかりの中にぼんやりと浮かび上がる、白い獣の姿に気が付いた。

「まさか……白い狼か？」

　獣は尻しつ尾ぽを盛大に振ふりながら、ザハードに近づいてくる。よく見ると狼にも見えるような、大きな体たい軀くをした真っ白な犬だった。

「こんな森の中に犬がいるなんて、野や犬けんなのかな。それとも飼かい主ぬしにはぐれたか？」

　犬が好きなザハードは、おいでと手で示しめして呼び寄せる。真っ白な被ひ毛もうをしている犬で、美しいだけでなくとても賢かしこそうだ。

「よしよし、いい子だ。もうじき食事だ。肉の切れ端はしでもあげよう」

　近づいてきた犬を優しく撫なでると、突然ザハードの頭の中で声がした。

『すまないが、一いつ行こうを襲おそわないと約束するから、この森の狼には手を出さないでくれ』

「えっ？」

　誰だれかいるのかと、ザハードは周囲に目を凝こらす。この犬の飼い主である狩かり人うどが、すぐ近くにいるのかと思ったのだ。

『ザハード皇子、何も心配することはないさ。君はとてもいいやつだ。よき王になれるだろう』

「待ってくれ……まさかおまえが喋しやべってるのか？」

　ザハードは思わず犬から飛び退のく。すると犬はまたその体をザハードに擦こすりつけてきた。

『触ふれてないと、心が通じないんだ。狼を狩からないと約束してくれたら、すぐに行くさ。何しろあいつら、今のところ俺おれのいい仲間なんでね』

「森の魔物か？」

　けれど魔物にしては邪じや悪あくな気け配はいが感じられない。むしろ清流のような爽やかさが感じられる。

『魔物じゃない。ウラルの神様だよ。君と同じで、ただいま諸しよ国こく漫まん遊ゆう中なんだ』

「……噓うそだろ……」

『神様は噓がつけなくてさ。で、ザハード皇子、本当はアレンが少し羨うらやましかったんだろ』

　心を読まれるというのは、何だか嫌いやな感じだ。ザハードは白犬を遠ざけようとしたが、そうはさせてくれなかった。

『あんなやつが愛されて、どうして自分は愛されないんだと思ってるよな。だけどザハード皇子、自分から愛さなかったら、誰も愛してくれないよ。貰もらいたければあげるんだ。しかもあげるのは宝石じゃない。真ま心ごころってやつだよ』

「説せつ教きよう臭くさいとこまで、アレンと同じだなっ」

『ああ、アレンは俺の教え子だからね』

　犬が笑わらっている。確かにザハードにはそう見えたのだ。

『まずは身み近ぢかにいる者たちを大切にしてやれよ。ザルセンの名めい誉よのために戦った騎き士しを、君は褒ほめてあげたか？　毎日、必死になって君に仕つかえている侍じ従じゆうに、少しは優しくしてやったか』

「よ、余よ計けいなお世話だ」

『ああ、余計なお世話をするのが、神様商売ってやつなのさ。いいか、この街道にはいい宿屋がたくさんある。賓ひん客きやくとなって王族や貴族の館やかたに押しかけるのもいいが、たんまり金を持ってるなら、たまには皆みなを宿屋でゆっくりさせてやれ』

　元々は遊ゆう牧ぼくの民だったザルセンでは、宿屋でくつろぐなんて発はつ想そうはない。なのにザハードの脳のう裏りには、宿屋で出される旨うまい料理や、ザルセンにはない麦むぎから作る酒の味さえ浮かんでいた。

『褒められたければ褒めろ。愛されたければ愛する。自分がしてほしいと思うことは、まず自分からしてみることだ。この広い世界にいるのは、君一人じゃない』

　今度は白犬のほうから離はなれようとしている。ザハードは慌あわてて白犬の体を追おって、その背中に触れた。

「ザルセンに一いつ緒しよに行かないか？　厚こう遇ぐうするぞ」

『悪いが俺は浮うわ気き者ものじゃないんでね。よその国で神様商売をやる気はない。それに今は、できかけてる狼コロニーを守りたい。人間だけが、この世界の生き物じゃないんだぞ。言葉を話せない生き物の代だい弁べん者しやとなるのも、俺の仕事さ』

　ザハードから離れると、そのまますたすたと白犬は去さってしまった。明るくなってきた森の中、よく見ると狼の一団が白犬を待っている。白犬が戻もどると、狼たちは守るようにして取り囲かこみ、そのまま森の奥深くに消えてしまった。

「あれが……ウラルの神なのか……」

　人の体に入り込んだら、楽に世界征せい服ふくもできるのだろう。なのに神は、犬に宿やどって狼を守る。

　ザハードの理解を超こえたところで、神は生きているらしい。

　心を触られたせいだろうか、何だかおかしな気持ちになっていた。清流で心まで洗われたようだ。武術大会で負けた悔くやしさとか、思ったより人気のあるアレンに嫉しつ妬としたことなど、もやもやとしていたものが綺麗に晴はれていた。

　けれどウラル神は、叶かなわなかった恋の痛いたみまでは消し去ってくれなかったらしい。なぜかパールの姿すがたが鮮せん明めいに思い出されて、ちくちくと胸が痛んだ。

　もしパールが簡単に靡なびいていたら、こんな苦しみは味わえなかっただろう。けれど新しい荷物を積みこむようにして、馬車にパールを乗せていくのはいいが、その後いつまでパールを愛せたかわからない。

　簡単に手に入るような女なんて、もう欲しくない。どんなに美しい姫君だって、自分を愛してくれないならいらなかった。

　宝石よりも、白はく亜あの離り宮きゆうよりも、パールにとってアレンのほうが価か値ちがあったのだ。

　自分もいつか、そんなふうに思ってくれるレディと出会えるだろうか。旅の途中で出会えなければ、国中を流離さすらっても捜さがさないといけない。

　そうしないといつまでも心の中から、叶わなかった恋の苦しみは消えていかないだろう。

「殿下、火が熾りました」

　アシドが清せい潔けつな布を手にして近づいてくる。ザハードは清流で顔を洗うと、布を受け取り丁てい寧ねいに顔を拭ぬぐった。

「明日は、この先にある宿屋で休もう。ムハマドの名めい誉よある勝利を祝いわって、ささやかな宴うたげとする。先に誰か行かせて、宿屋を押さえておけ」

「殿下……よろしいのですか？」

「旅の資金はたっぷりある。たまには皆で楽しんでもいいじゃないか」

　不ふ思し議ぎそうな顔で、アシドはじっとザハードを見つめていた。

　そうか、自分は臣しん下かに優しくしたら、怪け訝げんに思われるような男だったのかと、ザハードは苦く笑しようした。

「狼は狩るな。神と……約束した」

「はっ？」

「この森の狼は、敵意のない人間は襲わない……だから狩る必要はない」

　美しい森を維い持じするには、草そう食しよく獣が増えすぎても困る。だが餌えさとなる草食獣が減へれば、自然と狼も減っていく。そうやって森は、懐ふところに様々な生き物を抱えて長らえていくのだと、ザハードは誰に教えられたわけでもないのに理解していた。

　神は言葉で伝えたこと以上のものを、残していってくれたらしい。それがいつか役に立つことがあるのかどうかは、今のザハードにはわからないままだった。
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　明るい窓まど辺べに置かれた、金でできた鳥とり籠かごの中にいる機き械かい仕じ掛かけの鳥は、いつも誰だれかがネジを巻まくから、綺き麗れいな声で鳴なくのに忙いそがしい。今日もクラウディアがこっそりとネジを巻いてしまって、いきなり歌いださねばならなかった。

「まぁ、こんな仕掛けになっていましたの」

　好こう奇き心しんを抑おさえきれずに、ネジを巻いてしまったことを恥はじたのか、クラウディアはいつもは厳げん格かくな雰ふん囲い気きの顔を少しだけ赤くした。

「とてもよい声で鳴きますのね」

　クラウディアに見つめられて張り切ったのか、機械仕掛けの鳥はまるで本物の鳥のように口を開き、羽はねを震ふるわせて歌い続けた。

　パールの部屋は大変なことになっている。被ひ服ふく省しようのお針はり子こたちを総動員して作らせた、物語の主役となる人にん形ぎようたちが仕し上あがってきたのだ。

　その上アレンが手て配はいした家具職人が、小さいけれど立りつ派ぱな舞ぶ台たいを用意してくれた。さらに王宮専属の絵師が、舞台背景を何枚も描かいてくれたのだ。

　これまで布を丸めただけの人形で練習していたのに、いよいよこれで本格的な稽けい古こに入れると、パールは張り切っていた。

「よろしいですか、姫様。この人形の下から手を入れて、動かすのですよ」

　被服省の女によ官かん長ちようは、端は切ぎれで作った見事なドレスを着た人形の足あし下もとに、ぐっと手を入れてみせる。

　糸で繰あやつる人形は、やはり素しろ人うとのパールたちには扱あつかいが難むずかしいと、指人形にしたのだ。思ったより小さくなったが、それでも十分にそれらしい動きができそうだ。

「よいお仕事をしていただいたわ、女官長。ありがとう」

　パールは嬉うれしげに、姫君とウラル神の人形を手に取る。下へ手たくそなパールの下絵を元に作られたのに、ウラル神はなかなか素す敵てきな殿との方がたの姿すがたになっていた。

「それでは皆みな様、まずは一幕まくを通して練習してみましょう」

　舞台進行の責任者となってしまったクラウディアが声を掛けたが、皆、舞まい上がってしまってばたばたしているばかりだ。

　ガーネットはじめパールの女官たちが、それぞれの役の人形を動かす。パールは自分が書き上げた台本を元に、台詞せりふを喋しやべるのだ。

　けれどやはりウラル神の声は男性のほうがいいとなって、急きゆう遽きよ呼びだされたミトリは、台本を手にしてぶつぶつと何度も読み返している。

「ミトリ様、お声を出してみて」

　パールに言われて、ミトリは真っ赤になる。

「その、誰だれか侍じ従じゆうにやらせてはいかがですか。どうもこういったものは、あまり得とく意いではないので」

「そんなことおっしゃらないで。だってウラル神の声は、責任感のある殿方でなければ駄だ目めなのよ。厳げん格かくな雰ふん囲い気きが出せないでしょ」

「うーん……どこから来たって……空からだよ、お嬢じようさん……こんな感じですか」

　ぷるぷるとパールは首を横に振ふった。

「そんな、今年度の税ぜい務む報ほう告こくを読み上げるような調子で、おっしゃらないで」

　パールの抗こう議ぎに、女官たちはくすくすと笑わらいだしてしまった。

　毎日がとても楽しい。武術大会でゴシュラムに出で掛かけた前後も、ずっと台本を書いていた。思ってもいなかったが、どうやらとてもよい出来だったようだ。アレンにもクラウディアにも褒ほめられて、パールは嬉しかった。

　クラウディアに言わせると、ウラル神がもたらしたこの国の主要産業のことがしっかり書かれていて、子こ供どもたちにとってよい教育になるとのことだった。

「パール姫様、蜂はちと、それからこの天空の船、こんな動きでよろしいのですか？」

　針金の先に、丸くて銀色に光る玉のような船と、実物より少し大きめな蜂の人形がついたものを、女官がぶらぶらと振り回している。

「もう少し、蜂は蜂らしく、飛ぶように動かして。天空の船は、そうね、ふらふらしている感じでいいと思うわ」

「いいかい、蜂を怖こわがることはないんだ。木箱で蜂を飼かうと、ほら、蜜みつをこんなに集めてきてくれるのだよ」

　一人で練習しているミトリの声を聞いて、パールは思わず天てん井じようを見上げてしまう。

　やはりこれはミトリの役目ではないようだ。いい声をしているのに、演技というものがまるでできていない。これなら侍従の中から、誰か適役を捜さがすしかないようだ。

「わかりました、ミトリ様。他に誰か、よく声の通る侍従を捜してきてくださらない？　残念だけれど騎士のかたがたは適任ではないわ。何しろ女官たちは、とんでもない姿であの舞台の下に入っているのですもの。あまり殿方に見せたくないの」

　舞台の下に潜もぐり込んで人形を動かすから、互たがいのドレスを踏ふんだり引き摺ずったりで、決して見み栄ばえのいいものではない。パールとしては、自分の女官が騎士や侍従の前で、はしたない姿を見せることになるのは気の毒どくだと思っていた。

「私は殿方に認定されていないようですね」

　苦く笑しようしながら言うミトリの声は、うっとりするほどいい声だった。

「んっ、まっ、普段の声はとてもいいのに、どうして台詞になると、いきなり棒ぼう読みになってしまわれるのかしら。ミトリ様だったら、どんなみっともない姿をしていても、見ないふりをしていただけると思ってましたのに」

「いいかい、蜂を怖がることはないんだ」

　突然、素す晴ばらしい美声が聞こえてきて、そこにいた全員が扉とびらのほうに目を向けた。

「どこから来たって、空からだよ、お嬢ちゃん」

　アレンが歌うように台詞を口にしながら、部屋に入ってくるところだった。

「さすがです、陛へい下か」

　ミトリは思わず拍はく手しゆする。けれどパールは困こまっていた。

　確かにこれ以上の適役はいないと思われるくらい、アレンの台詞はうまかった。けれど国王を、養よう護ご院いんでの上演に引き連れてなど行けない。

　全員が慌あわてて居い住ずまいを正し、ドレスの裾すそを持ち上げてアレンに挨あい拶さつをする。アレンは気楽にというように、軽く手を挙あげて制した。

「陛下は何でもお上じよう手ずですのね。でも……これは、養護院の子供たちに見せるものですから」

「養護院だけで上演するのはもったいない。祝しゆく宴えんの時には、いつでも上演できるようにすればいいじゃないか」

　アレンはミトリから台本を受け取ると、パールに向かって微ほほ笑えんだ。

「私はこのウラル神の子し孫そんなんだが、私以上にこの役をやるのに適任の者がいるのか？」

「ですが、陛下。お忙いそがしいのでしょ」

「いいじゃないか、時間はミトリが何とかうまく作り出してくれるだろう。それに、こうして練習している間は、堂どう々どうとあなたに会えるし」

「んっ……まっ」

　パールはすぐに周囲の目を気にして真っ赤になる。けれど誰もそんなパールを笑うことはなかった。

「さっ、みんな、オーネット伯はく爵しやく夫ふ人じんに叱しかられる前に、気合を入れてきちんと稽古しよう。観客が子供だからと侮あなどるなかれだ。彼らは、いずれこの国のよい働き手になってくれる、大切な領民なのだから」

　アレンの言葉に、全員が深ふか々ぶかと頭を下げていた。

　舞台に最初の背景画が置かれる。これは次々と下に引き抜けば、簡単に背景が変えられるようになっていた。

　最初の背景は綺麗な星空だ。用意が終わると、本番さながらにまず小さな幕が引かれる。

「それでは皆様、ご用意はよろしいですか？」

　クラウディアは幕を引くための紐ひもを手に、それぞれの人形を持って、舞台の下に蹲うずくまる女官たちに目め配くばせする。続けてクラウディアは、読み手のパールとアレンに静かに頷うなずくと幕を開いた。

　針金につけられた銀色の船が、星空の中、ゆらゆらと飛んでいた。

「それは遥はるか昔……まだ私たちの王国が生まれる前のことです」

　小鳥が囀さえずるような、甲かん高だかくて語尾が微かすかに震える美しい声で、パールは物語を読み始める。

「天空の彼方かなたにある神の国から、この地に一人の神が遣つかわされました。神殿に今も残る、銀色の丸い船に乗って……」

　ふわふわ浮いている船を、羊ひつじたちが見上げている。本物の羊よう毛もうで作られた羊の人形は、とても愛らしかった。その羊に囲かこまれて、若い男が苦しげに横たわっていた。すると船からぱらぱらと銀の紙が降ってきて、男に降りかかる。

「おやっ、何てこった。今にも死にそうだったのに、生きているじゃないか」

　男は立ち上がり、自分の体が治なおったことに驚おどろくのだが、普ふ段だんは決して聞かれないアレンの庶しよ民みん的な喋しやべりに、パールは思わず笑いだしそうになって口元を引き締しめねばならなかった。

「んんっ、待てよ。頭の中で、ごちゃごちゃと声がする。……俺おれはウラルだ。水の都から来た神だよ。壊こわれかけていたこの体を、しばらく借かりるとしよう」

　誰もがこの配役は最高だと思っただろう。ウラルと直接話したことのあるパールでさえ、本当にアレンの声がウラルのもののように思えてしまったのだ。

「おい、そんな勝かつ手てなことってあるか……だけど俺がいないと、おまえはすぐに死んでしまう。とても重い病やまいなんだ……まさか魔物じゃないだろうな」

　台詞が変わるたびに、人形は体の向きを変える。それだけでも見ている人間に、主役の男の動どう揺ようぶりが伝わってきた。

　次の場面になると、やっと姫が登場する。まだ王国が作られる前で、領主の娘だったのだろう。神話が事実なら、その当時こんな豪ごう華かなドレスはまだなかった。

　けれど人形芝しば居いだ、多少の誇こ張ちようや噓うそは許ゆるされる。古代の領主の娘が、華か麗れいな姫君姿だって構わないのだ。

　領主の娘は、盗とう賊ぞく団だんに麦むぎや鶏にわとりを奪うばわれて泣ないている。金銀や宝石を奪われたことにしなかったのは、何よりも大切なのはもっと身近なものだと、子供たちに思ってほしかったからだ。

「何を泣いているんだい、お嬢ちゃん」

　そこでパールは台本から顔を上げた。

「お嬢さんですわ、陛下」

「いや、ウラル神だったらお嬢ちゃんだろう」

「でも、子供たちに見せますのよ。神様がそんな宿屋の店主みたいな口調では」

「そこがウラル神のいいところじゃないか」

　どうやらアレンは、そこだけはどうしても譲ゆずれないらしい。パールもここは妥だ協きようするしかなかった。

　進めていくうえで、いくつか修しゆう正せいカ所しよが出てきた。けれどどれもパールの納なつ得とくいくようなものだったので、問題にはならなかった。

　ところが勢いきおいづいて二幕目に突入し、感動の最終部分に差し掛かった時、大問題が発生してしまった。

　感動の最終場面、ウラル神と姫の二人は寄り添そい、夜空を見上げて誓ちかうのだ。

「この地に、祝福された民たみが満ちあふれますように」

「そうだな。ウラルの民に幸さちあらんことを……」

　そこで二人の人形は、観客に手を振る演出になっていたのだが……。

「どうしてここでキスしないんだ」

　アレンがいきなり言いだしたのだ。

「んっまっ、こ、子供たちに見せますのよ。キ、キスなんて必要ないでしょ」

「そうかな。二人は結ばれて、目め出で度たし、目出度しなんだろ。幸せな未来を予感させる、素晴らしい終わりになると思うが」

「いいえ、いいえ、それだけは絶対に駄だ目めです。幼おさない子供も見るのですから」

　さすがに今度ばかりは、パールも引くわけにはいかない。口をへの字に曲まげて、眉まゆを吊つり上げ、怒いかりも顕あらわに抗議した。

「恐おそれながら陛下……」

　そこでクラウディアが気を利きかせて、二人の間に割り込んできた。

「よろしければ大人おとなばかりが観賞する場では、陛下のご意見を取り入れた終わりにしとうございます。しかし養護院では、幼おさな子ごもおりますゆえ……パール姫様のご意向を重視いたしたいと思います」

「ふむ、さすがだな、伯爵夫人、いい考えだ」

　すぐにアレンが納得してしまったので、真っ赤になって怒おこったパールの怒りは持っていきようがない。

　ところがそこで全員が立ち上がり、パールとアレンに拍手を送り始めた。そうなると怒っていることもできなくなってきた。

　アレンはパールの手を引いて、まるでダンスに誘さそうかのように一歩前に出る。

「皆、疲つかれただろう。それでは軽食を用意させよう。温あたたかいミルクとお茶で、渇かわいた喉のどを潤うるおすといい。大変よい出来だった。皆の努力に感謝する」

　パールもここでにこやかに微笑まないといけない。

　最後にキスしろですってぇ、そんな演出最低だわと言いたかったけれど、ついに口にする機会は失うしなわれたようだ。

　女官と侍従が部屋を片かた付づける間、アレンはパールの手を引いてテラスへと誘った。

　外に出た途と端たん、ふーっと甘あまい香かおりのする風が二人を包つつみ込んだ。

「陛下……春の匂においがしますわ」

　どこかで花が開き始めたのだろう。里の暖あたたかい場所にある果樹園だろうか。それともどこかの貴族が、手入れして作らせている花か壇だんからだろうか。

　パールはテラスの突とつ端たんに進み、そこから見える風景の中、花の色を捜さがす。けれど見えるのは、常緑樹の深い緑ばかりだった。

「何でキスが駄目なんだ」

　またもやその話題を、アレンは無神経にも蒸むし返す。

　そこでパールは、思っていたことをそのまま言わねばならなくなった。

「養護院の子供たちには、キスをしてくれる相手がおりませんわ」

「えっ？」

「子供にとって、キスは両親からのキスでしょ。好きな人とキスをするのは、それからずっと後のことですもの。私も母のキスは知りませんの」

「……そうか……それはすまなかった。そういう意味だったのか。考えが足りなかった。すまない、謝あやまる」

　アレンは必死になって謝っている。その姿を見て、パールは怒ったことすら忘れてしまった。

「わかってくださって嬉しいですわ」

「許ゆるしてくれて嬉しい……」

　そのままアレンはパールを抱だき寄せると、そっとまず頰ほおにキスしてきた。

「そうだな……キスを捧ささげる相手がいるというだけでも、実はとても幸福なことだったんだ。大切なことを見失うところだった」

　続けて遠えん慮りよがちに唇くちびるが重なる。

　もう気を失ったりはしない。パールは幸せを味わいながら、長い睫まつげを伏ふせて目を閉じた。

　ザルセンなどに攫さらわれなくてよかった。本当はとても優しい許嫁フイアンセがいるこの国が、パールはとても好きになっている。

　誰かが気を利かせたのだろう。室内でまた機械仕掛けの鳥が鳴き始めた。するとそこに麗うるわしの恋人がいるとでも思ったのか、小鳥が近づいてきて室内の様子を窺うかがっている。

　駄目よ、あの鳥は攫っていけないの。

　ここにいるのが、何よりも幸せな鳥なのだからと、パールはアレンの胸むねに凭もたれながら思っていた。
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　ウラルよりも早く、ゴシュラムには春が来る。シーナは窓まどから入ってくる、甘あまい春の風の香かおりにうっとりと目を閉じた。

「ご懐かい妊にんは確実でございます。まずは公務を減へらされ、御おん身みを大切になさいますように」

　治ち療りよう院いんから来た医療者は、元はウラルの神官だった者で、皆みながウラルに帰った後もゴシュラムの治療院に残り、レディ・サナを手助けしていた。

「シーナ王おう妃ひ、おめでとうございます」

　付き添そってきたレディ・サナは、シーナの手を取って一いつ緒しよに喜よろこんでくれた。

「ありがとう、レディ・サナ。お願いがあるの。出産の時は、ぜひあなたに立ち会っていただきたいわ」

「もちろんですわ。そんな名めい誉よな役を戴いただけて、感謝いたします」

　診しん察さつが終わると、入室を許ゆるされたゴート王とジョージアが入ってきた。

　二人とも、まだ顔から痣あざが消えていない。武術大会の時に作った痣は、勇者の証あかしとして今も残っている。

　ジョージアは内心、最後に派は手でにゴート王に投げられたことで、悔くやしさを消せないままだ。

　ゴート王はゴート王で、ムハマドに情なさけを掛けられたことがわかっているから、引き分けという形での勝利に納なつ得とくいかず、思い出してはぶすっとしている。

　けれどシーナの懐妊が確実となった途と端たん、二人の顔も明るくなった。

「うむ、よくやった王妃。何か、おかしな予感がする。もしかしたら双ふた子ごが生まれるのではないか」

　ゴート王の言葉に、レディ・サナは笑わらった。

「月が満みちてまいりましたら、陛へい下かの予感が正しかったかすぐに判はん明めいいたしますわ」

「そうか、楽しみだな。ところでジョージア、貴き殿でんはいつ婚こん約やくする？」

「はっ？　まだそのような予定は全まつたくありませんが」

　いきなり自分に話題を振ふられて、ジョージアは狼狽うろたえた。

「だったらジュードをどうにかしろ。ムハマドが出場したせいで、武術大会で最後まで残れなかったのが余よ程ほど悔しいらしい。あんなに落ち込んでいると、側そばにいても鬱うつ陶とうしい」

「恐おそれながら陛下、それは最後まで残れなかった、サビル卿きようの実力のなさが原因です。軟なん弱じやく者ものとお叱しかりになるべきではありませんか」

「ふーむ、貴殿の関心を惹ひきたくて、彼は彼なりに頑がん張ばったらしいが、これは諦あきらめさせるしかないのか」

　ちらちらとジョージアを見ながら、ゴート王は芝しば居いじみた言い方をした。

　シーナはそこでレディ・サナと目を見み交かわし、おかしそうに笑いだした。

「どうやらジュードには、どんな薬も効きかないようね。でもゴート様、きっとジョージアは、武術大会で優勝するまでは婚こん姻いんなどしないんじゃないかしら」

　レディ相手だというのに、手て加か減げんもせず豪ごう快かいに投げ飛ばしたゴート王のことを思い出し、シーナはいたずらっぽい口く調ちようで言った。

「それなら当分無理だろう。私にも今や、父として勇ゆう姿しを見せたいという気持ちがあるからな。ジョージア、武術大会で優勝するより、もっと価か値ちのあるものがあるぞ」

「それがサビル卿だとは、まだ思えません」

　あっさりと言われて、さすがにゴート王も苦く笑しようするしかない。

「武術大会の時、あんなにラウル・メイデンの名前が呼ばれていたのに、ウラルは来てくれなかったわ。報告したいことがあったのに……」

　シーナはそっと腹部に手を置きながら、寂さびしげに呟つぶやいた。

　ウラル国を出てしまったけれど、きっとこの子たちもウラル神は祝福してくれる。そう信じていたが、両親亡なき今、やはりシーナは誰だれよりも先にウラルに報告したかったのだ。
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　あとがき




　いつもご愛読ありがとうございます。またまたあちらの世界に戻ってしまいました。

　続きを書かせていただけるなんて、とても幸せなことです。これも皆様のご支持があればのことと、感謝しております。

　さて、今回は、隣となりの大国の皇子様が登場。まぁ、ウラル王国も周囲には様々な国がありますから、そこにはそれぞれ面おも白しろい人達がいるんでしょうなぁ。きっといろんな王子様やお姫様たちがいて、それぞれ大騒ぎしながら過ごしているのに違いありません。

　貧乏国となってしまったウラルの若き王、アレンも頑がん張ばれといったところでしょうか。




　さてさて、毎回後書きページが、なぜか数枚出てしまうのですが（その分、本文に費ついやせといったところなのでしょうが……うーむ）、そこでまたついいろんなことを書いてしまったり。

　今回は幻まぼろしのシーンを少々……。




　恒こう例れいの武術大会、ジョージアは思わぬ伏ふく兵へいの登場に、珍めずらしくも焦あせりを感じていた。

　馬レースで、何とジュードが落ちてしまった。ジョージアの予想では、アレンとジュード、それにゴート王と自分が残る筈はずだったのだ。組み手となっても、アレンとジュードだったら勝てる。問題はゴート王だけだと思っていたら、予選からゴート王が対戦相手になってしまった。

「何てこった。あのザルセンのムハマドってやつ。あいつのせいで、この俺おれが最終まで残れないなんて」

　ジュードは悔くやしそうに、地面を拳こぶしで叩たたいている。

「ジョージア、もしゴート王に勝ったら、あの化け物とやらないといけないんだぞ。その綺き麗れいな顔がぼこぼこになる前に、さっさと棄き権けんしちまえっ」

　無む茶ちやなジュードの懇こん願がんを、ジョージアは冷れい笑しようと共ともに軽く無視する。

　けれど内心は、あの長身のゴート王より、頭一つ背が高いムハマド相手に、そう簡単に勝てないだろうと分かっていた。

「どうということはない。無む駄だに大きいというだけだ」

　自分を励はげますように言うジョージアに、ジュードはつっと近寄り、ムハマドを指さして大声で喚わめいた。

「無駄に大きいだけかぁ？　あのでかさで、軽々と馬に乗ってたぞ。馬の立場になって考えてみろ。アレンやジョージアの重さなら、楽々運べるだろうが、あんなでかいのに、この俺より速かったんだぞ」

「ああ、ああ、分かった。そんなに負けたのが悔しいのか。だったら馬のせいにでもしろ」

「……お、俺の馬だって、いい馬だ。俺はあの馬を可か愛わいがってるんだから……」

　しょぼーんとするジュードに、ジョージアはあーあといった顔をしながらも、軽く肩を叩いて励ましてやった。

「ザルセンは国民の数が違う。何年かに一度は、あんな怪物も生まれるのだろう」

「そ、そうだよな。数が違う中から、選ばれたんだもんな。あーあ、絶対にザルセンとは戦いたくない」

「そうだな……本気になったら……どんなに強いのか。絶対に戦いたくない相手だ」

ムハマドはあまり感情を表おもてに表あらわさない男なのか、天を仰あおいで静かに祈いのりの言葉を口にしている。髭ひげのあるいかつい男だが、見かけよりはずっと若いのかもしれない。

　そしてジョージアは組み手のために競技場に進み出る。そして最初の難なん関かん、ゴート王としっかり組み合ったが……。

　シーナを見つめて、いつも穏おだやかに笑っている王は、そこにはいなかった。

何かゴート王の覇は気きが全然違っている。どうしても勝ちたいという気持ちが勝まさっているからか、それとも次戦のために余力を残しておきたいから、さっさと終わりにしたいのか、いきなり猛もう烈れつな力でジョージアを押さえ込みにくる。

　それを跳はね返そうとしたジョージアの手は、ゴート王の顔を思い切り殴なぐっていた。するとゴート王も本気で殴り返してきたのだ。

　いつでも真剣勝負が騎士の鉄則だ。殴られたら殴り返せばいい、そう思って拳を突き出した腕はねじ上げられてしまい、気合いの入った『よしっ！』という声と共に、ジョージアは軽々と地面に投げられていた。

　勝者の旗がゴート王に向かって振られる。

　ジョージアは先ほどのジュードと同じように、拳で思い切り地面を殴っていた。

　来年こそは勝ちたいと思う。けれどそれには組み手で強くならなければいけない。

「あーあ、ジョージアの綺麗な顔が……ゴート様、恨うらみますよ」

　側に寄ってきたジュードに、ジョージアは滅めつ多たに見せない熱い視線を送る。

「こうなったら、ジュード、貴き殿でんでもいい。組み手の練習相手になってくれ」

「えっ、組み手の相手って……い、いや、それは、いろいろとまずいと思うんだよ」

「何がまずいんだ。このままでは、毎年最終で惨ざん敗ぱいだっ」

「いや、だから、ほらっ」

　困惑するジュードの鼻からは、つーっと鼻血が滴したたり落ちる。それを見てジョージアは、不ふ思し議ぎそうに言った。

「んっ？　ジュード、まだ殴っていないぞ。気が早いな」

「……」

　いっそ殴られて鼻血を出したほうが、どんなにいいかと、その時ジュードは思ったのだった。




　あーあ、可哀想に、ジュード。ま、がんばれ、と、力なく応援しておきましょう。




　ここで話はがらりと変わり、作中でダイヤモンドを、あえてダイアモンドと表記いたしました。元のラテン語のディアマンテと呼ばれていた頃から、ダイヤモンドとして認知されるまでの中間地点のような雰ふん囲い気きを出したかったものですから、わざとこのように表記しておりますことを、ご了りよう承しよういただければ幸いです。




　私事の宣伝で恐きよう縮しゆくですが、八月よりビーズログの携帯サイト『ぽけっとビーズログ』にて、十二粒の宝石姫という、ミニストーリーの連載が始まります。

　しかも何とイメージイラストは、ビーズログ文庫で活躍中の十二人の先生方からいただけることになっております。

　誕生石にまつわる、いろいろな姫君の短いお話ですが、素す晴ばらしいイラストと共に楽しんでいただければ幸いです。

　その中には六月のパールも入っていて……そう、パールと言えば、この方しかもういないでしょう。

　銀の髪に紫の瞳、愛らしいバラ色の唇くちびるが、時々への字になっているのと、まだ発達途中の胸元がチャーミングな、そう本編の主人公、パール姫様です。

　あら、だけどパール姫様が登場するまで、一年近く先になりそう。その間に、アレンとの仲がもっと親密になっているといいですね。

　宝石といえば、ザハード王子の宝石箱には、これら十二粒の宝石が、きっと全種類入っているんでしょうね。







　イラストお願いしております、佐倉汐様。いつも、いつも、ありがとうございます。

　皇子ですよ、皇子。イメージどおりで、本当にありがとうございます。そして今回は、ついに初のムフフ三人表紙……。眼がん福ぷくでございました。

　そして担当様、シリーズ続けさせていただいて、ありがとうございます。何かこうなるといろいろと気になることも出てきたりで……続き書かせていただけるよう、頑張りますです。

　いつも最後になってしまいますが、このシリーズがここまで続けてこられたのも、読者様のおかげと感謝いたしております。

　どんな宝石よりも素晴らしいものが、皆様の心にもあると素晴らしいですね。

　それでは、また。
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Siira Gou




誕生日は６月９日、双子座でＡ型。

東京都出身、千葉県在住。

我が家の恐ろしい歴史の中に、クリスマスケーキを一人一個、しかも自作でというのがあった。トッピングと生クリームを用意、好きに作っていいが、食べるのも自己責任。

夏はかき氷バイキング。シロップや小豆、ミルクなど並べて食べ放題。結果は……そりゃ太るわけです。







イラスト

佐倉 汐

Shio Sakura




７月３日生まれ、蟹座のＡ型。大阪府出身。

またアレン達を描く機会を頂けてシアワセです。

ウラル世界に生まれたら、レディ騎士様親衛隊に入りたい……（笑）
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